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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　闇やみの中に続く路みち。

　岩いわ肌はだのひずみから湧わき出る水が滴したたり落ちる。

　奥おくから吹ふき抜ぬけてくるのは、夏であっても寒気を覚える風。

　その洞どう窟くつは狭せまく、深い。

　足あし下もとには瓦が礫れきが散さん乱らんしていた。歩くごとに石の擦すれる音が響ひびく。

　男は、みずからの気配を消し、闇と同化する。

　足を止める。

　そして、神しん経けいを集中させる。

　空気が蠢うごめいた。

　洞窟の奥から、かすかに声が反はん響きようしてくるのだ。

　人の気配を確かに感じた。

　その男の名を、谷こく吉きつといった。







　数すう刻こく前。

　谷こく吉きつは長安城じよう内ないにいた。

　漢の都長安。そのはずれにある旧きゆう友ゆうの家を訪おとずれたのだ。

　家といっても廃はい屋おくのような小屋だ。壁かべは崩くずれかけ、庭には雑ざつ草そうが生おい茂しげっている。人が住めるような所ではない。

「おい、阿あ湯とう」

　旧友の名を呼よんだ。

　返答はない。

　数度呼びかけても同じだ。返ってくるのは静せい寂じやくだけ。

「……まさか、中で死んでるんじゃないだろうな」

　苦く笑しようしつつも、扉とびらに手をかける。

　その手を止めた。

　一いつ瞬しゆん、物音がした。

　中に誰だれかいる。だがそれは旧友の気配ではない。谷吉を迎むかえるのは殺気だ。

　ひとりではない。

　向こうも、こちらの出方をうかがっているようだ。扉を開けて中に踏み込んだら、すぐに斬きりかかってくる。

　扉から手を離はなした。

「留る守すならしかたないな。また出直してくるとしようか」

　谷吉は言い、背せを向けてその場から立ち去った。

　だがすぐに引き返してきた。家の裏うら手てに回ったのだ。

　背をかがめ、窓まどから中の様子をうかがう。

　狭い部屋だ。家か財ざい道具は少ない。棚たなはひっくり返され、衣服の類たぐいが散さん乱らんしている。

　そこには誰もいない。

　もうひとつ部屋がある。表の玄げん関かんに通じる居い間まだ。だが、ここからその様子はわからない。

　窓から身を滑すべらすようにして谷吉は侵しん入にゆうする。

　別室へ通じる扉は閉とじられていたが、ところどころ割われ、穴あなが開いている。そこからのぞき見た。

　男がいた。

「……行ったか」

「ああ、たぶん」

　ふたり。ともに押おし殺した声だ。どちらも知った顔ではない。

「ならいい。それより、さっさと探さがせ」

　片かた方ほうが言った。長身の男だ。腰こしには直刀を吊つるしている。

「そっちの部屋をもう一度探してみる」

　そう言ったのは、小こ柄がらな男だった。

　小柄は、谷こく吉きつのいる部屋へと入ってきた。

「あの野や郎ろう。どこへ隠かくしやがった」

　そうつぶやき、牀しようを押しのけようとする。

　その肩かたを谷吉は一回叩たたく。

「ん？　何だ」

　振ふり返った小柄は、見知らぬ男の出しゆつ現げんに眼めを見開いた。

「だ……」

　誰だ、と言おうとしたが、言葉は続かない。谷吉が手刀を首くび筋すじに入れたからだ。小柄は気き絶ぜつした。

　もうひとりの長身は異い変へんに気がつかなかった。竃かまどの奥おくに上半身を突つっ込んで、熱心に何かを探している。

　ふいに動きが止まる。

　背はい後ごの気配にようやく気がついたのだ。

「……誰だ、てめえ」

「おまえこそ、誰だ」

　谷吉も誰何すいかで返す。

　この男たちは盗とう賊ぞくの類たぐい以外には見えない。だが、こんな家で何を盗ぬすむというのだろうか。谷吉はここの主人を知っている。貧びん乏ぼう人にんで、金目の物など何ひとつ持っていない。

　盗賊なら押し入る家を間ま違ちがっている。

　男がきいてきた。

「陳ちん湯とうの知り合いか？」

「だったら？」

　陳湯。それがここの主人の名前だ。

　長身は立ち上がり、腰の直刀に手をかけた。

　谷吉も長ちよう剣けんを身につけているが、それには手をかけない。腕うで組ぐみしている。

　男が威い圧あつする口調で問う。

「剣はどこにある。知っているなら、ありかを言え」

「剣？　ああ、このことか」

　腰の長剣を谷こく吉きつは叩いてみせる。

　男は口の端はしをゆがめた。眼には殺気が宿る。

「それをおれに返せ。そうしたら命まではとらねえ。助けてやる」

「阿あ呆ほうか」

　谷吉は苦笑を返す。

「これはおれの剣だ。なんで、おまえに返さんといかんのだ」

「そうか」

　薄うすら笑い。次の瞬間、男は刀を抜き、斬りかかってきた。

　谷吉も長剣を抜く。

　男の斬ざん撃げきを、軽くいなした。

　男は構かまえ直すが、谷吉は構えをとらない。

「……違う。その剣じゃねえ」

　谷吉の剣をまじまじと男は見ていた。

「だから言っただろうが、これはおれの剣だと」

「本物を出せ！」

　何を勘かん違ちがいしているのか、谷吉にはわからない。男は叫さけび、猛もう然ぜんと斬りかかってきた。

　その腕前は平凡だ。

　鋭するどく長剣を合わせる。すると男の腕から刀がもぎ取られた。

　谷吉は身をひねり、蹴けりを見み舞まう。

　腹はらを直撃された男はふっ飛び、壁かべに叩たたきつけられた。

　うずくまる男の眉み間けんに、長剣の尖せん端たんを突きつける。

　男はうめく。

「……てめえ、なに者だ」

「天てん子しから衛えい司し馬ばを拝はい命めいしている者だが」

「役人か！」

　驚おどろく男に、谷吉が尋たずねる。

「剣を探していると言ったが、どんな剣だ」

「知らねえ」

　谷吉はほんの少し、剣に力を加える。男の眉間の皮ひ膚ふを傷きずつけ、血が一条流れ落ちる。

「ほ、本当に知らねえんだ、旦だん那な。お頭から命令されただけなんだ。陳ちん湯とうの家から蒼あおい剣を探さがし出してこいって」

　蒼い剣。

　それがどういうものかは、わからない。剣のことなどに谷こく吉きつも興きよう味みはなかった。

「陳湯はどこにいる？」

　谷吉の眼には冷ややかな炎ほのおが揺ゆらめく。男は殺意を感じ取って、おびえた。

「長安の南の山に洞どう窟くつがある。そこがおれたちのねぐらだ。そこに陳湯はいる」

「そうか。ではおまえを殺したあと、奴やつに会いにいくとするか」

「ほ、本当だ、旦那。信じてくれ！」

　男は泣き出した。

　言っていることに噓はないようだ。谷吉は腕をふりかざし、男の首にうちつけた。長剣ではなく、手刀を。

　男は悶もん絶ぜつし、その場で失神した。

「阿あ湯とうの奴。また何かに巻まき込まれたか。いや。みずから招まねいたな」

　谷吉は旧きゆう友ゆうのことを思い返し、独ひとり笑った。







　……やがて広い空くう洞どうにつきあたった。

　谷吉は岩いわ陰かげに身を潜ひそめ、様子をうかがう。松明たいまつが三本ほどかかげられていた。その奥おくに男が三人いた。

　ひとりは中背。腰こしに長ちよう剣けんを吊つるしている。

　その隣となりには巨きよ漢かん。上半身裸はだかで、太い右腕に長い鎖くさりを巻きつけている。

　三人めは壁かべ際ぎわに立っていた。

　だが、よく見ると足が地面についていない。

　両手首を縛しばられ、吊るされているのだ。

　その縛られた男には見覚えがあった。

　旧友、陳湯だ。

　彼は頭を垂たれていた。眠ねむっているのではない。気き絶ぜつしているのだろう。

　衣服には血がこびりつき、顔は紫むらさき色いろに腫はれ上がっている。

　巨漢が松明を手にしていた。燃もえさかる炎ほのおを陳湯の腕にあてた。

　絶ぜつ叫きようが響ひびく。

「お目覚めか。陳湯」

　中背の男が嘲ちよう笑しようする。

「……なんだ。誰かと思ったら、あんたか。最近寝ね不ぶ足そくなんだ。眠ねむいんで、もう少し寝かせておいてくれ」

　陳ちん湯とうはそう言って、目を閉とじる。

　そこへ巨漢がふたたび松明をおしつけた。

　激げき痛つうに顔は歪ゆがめはしたものの、今度は声をあげない。

「いい加か減げん、宝ほう剣けんのありかを吐はけ。そうすりゃ、すぐに解かい放ほうしてやる」

「知らんね」

　男の問いに、陳湯は薄うす笑わらいを浮うかべて答える。

　男は直刀を抜ぬいた。それを陳湯の肩かたに突き立てた。

　皮膚が切り裂さかれ、血が流れ落ちる。

「おれにも情じようはある。剣をおれに返せば、いままでのことは水に流そう。それとも、両足をぶった斬ぎられて、二度と歩けないようになるほうがいいか？」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みだ。男は刀を陳湯の膝ひざあたりにあてた。

　陳湯の表情が変わった。

「ちょっと待て！　思い出した。話す」

「最初からそうすればいいんだ。それで剣は？」

「それは……」

　陳湯の口元に男が耳を寄よせる。

「あんたのお袋ふくろさんの牀しようの下だ。お袋さんと一夜をともにしたついでに、そこに隠かくしておいた」

　男の表情が激変する。

「へたな噓はよせ」

「噓かどうか、確たしかめてみりゃいいだろ。一目散に愛いとしいお袋さんのもとに駆かけてゆきな。そして聞くんだ。あの陳湯との熱い夜はどうでしたかって」

「死にたいらしいな」

　男が刀を振り上げる。

　だが、振り降ろすより先に悲鳴があがった。

　男の腕に、短刀が突つき刺ささっていた。

「おい、そのくらいでやめろ！」

　谷こく吉きつが言い放ち、長剣を抜いてとびこむ。

　男はもんどりうって、長剣の間合いから逃のがれた。

「手て酷ひどくやられたもんだな。阿あ湯とう」

　谷吉が告げると、陳湯は彼の顔をまじまじと見返し、

「おまえ……誰だっけ」

「ああ？」

　谷こく吉きつは自分の耳を疑うたがった。

「まさか、おれの顔を忘わすれたとは言わさんぞ。阿湯」

「金貸しの王婆ばあさんの使いだな。金は明日返すから、ちょっと待っててくれ」

「違うだろ」

「ん？……ああ。思い出した。幼おさな馴な染じみの……」

「そうだ」

「劉りゆうさんところのはな垂たれ六ろく児じか。懐なつかしいな」

「違う！　誰だ、それは」

「ふざけるな」

　そう叫さけんだのは、短刀を手首に受けた男だ。

　引き抜いた短刀を地面に叩きつけ、直刀で斬りかかってくる。

「わ！　冗じよう談だんだ、大たい哥か。はやくこの縄なわを切ってくれ」

「まったく！」

　陳湯は最初から谷吉だと気がついていたのだ。苦笑しつつも、谷吉は剣を一いつ閃せんさせる。

　陳湯を吊るしていた縄は切れ、陳湯は右へ、谷吉は左へ飛んだ。その中間で男の刀が空振りする。

　長剣を構えなおした谷吉の前に、もうひとりの男、巨きよ漢かんが立ちふさがった。腕に絡からみついた鎖くさりの束が不ふ快かいな音をたてる。

　巨漢が鎖を頭上で旋せん回かいさせ、谷吉めがけて放ほうった。

　谷吉は素す早ばやく横に跳とび、それを避さける。

　火花があがる。鎖は岩を粉々に砕くだいていた。

　動きは緩かん慢まん。だが、腕わん力りよくはありそうだ。それに鎖が武ぶ器きというのも厄やつ介かいだ。防ふせぐのは難むずかしいし、直撃したら、頭ず蓋がい骨こつなど簡かん単たんに砕けそうだ。

　巨漢は無気味に笑う。

　この武器で何人も冥めい府ふ送りにしてきたことだろう。よく見ると、鎖は血で赤黒く変色している。

　続いて、巨漢が二撃目を放つ。

　谷吉は避ける。だが急に鎖の軌き道どうが変化し、肩を打たれた。

　鈍にぶい痛いたみが走るが、骨ほねまでは傷いためていない。

　この巨漢、なかなかの使い手だ。

「大たい哥か。そんな奴やつさっさと倒たおせよ。あんたの腕じゃ、簡単だろ。おれでも一撃で倒せる」

　のんきな口調で陳ちん湯とうが言った。

「なら、おまえがやれよ」

　彼は、もうひとりと対たい峙じしていた。男は刀を構えている。対して、陳湯は素す手でだ。しかも、両手首の縄はまだほどけていない。

「その前に、この縄外してくれよう。にいさん」

　泣き出しそうな声だ。だが口元は笑っている。

「知るか。誰のせいでこうなったんだ」

　谷こく吉きつは吐はき捨すてる。

　男が陳湯に斬撃を送る。

「阿あ湯とう！」

　呼よび掛かけ、みずからの長剣を陳湯に放り投げた。

「悪いね」

　刀をかわす。と同時に、負ふ傷しようしているとは思えないほどの身軽さで、陳湯は剣の柄つかをつかんだ。

　陳湯を気にかけている場合ではなかった。

　素手になった谷吉めがけて巨漢が第三撃をはなつ。

　今度は避けない。

　わずかに身をよじり、鎖をかわす。そして鎖がのびきった瞬間に両手でつかんだ。

　力が均きん衡こうする。

　巨漢は焦あせった。谷吉は背は高い方だが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男ではない。それなのに、巨漢が鎖を力ちから任まかせに引いてもびくともしない。涼すずしい顔をしている。

　巨漢は咆ほう哮こうし、全体重をかけて鎖を引く。それでやっと動いた。谷吉がみずから飛び込んできたからだ。

　谷吉は巨漢の頭を飛び越え、背中に回った。そして鎖を巨漢の首に巻き付ける。

　そのまま巨漢を背負いあげた。

　巨漢の足が宙ちゆうに浮うく。

　首に絡みついた鎖をほどこうとする。だがじたばたする間もなく、巨漢は身動きしなくなった。

　気き絶ぜつした巨漢を降ろすと、谷吉は陳湯に向き直った。すぐに助太刀するつもりだ。

　陳湯は、妙みようにとぼけた顔でこちらを見ていた。

　いつのまにか手首の縄はほどけている。

　彼のかたわらに、盗とう賊ぞくの頭目が佇ちよ立りつしている。

　だが、その足は宙に浮いていた。

　さっきまでの陳湯と同じように、縛られて吊り下げられているのだ。

「お疲つかれさん」

「おまえが言うな！」

　無む邪じや気きな笑みの陳湯に、谷こく吉きつは顔をしかめる。

「どういう理由でこうなったのかは知らんが、おれに尻しり拭ぬぐいさせるのはやめてくれ」

「そう言うなよ、大たい哥か。久ひさしぶりに会ったんじゃないか。腹はら減へったから飯食わせてくれ」

「うるさい。知るか」

　背をむけて谷吉は立ち去ろうとする。

「待ってくれよ。大哥！　飯くわせろ！」

　そのあとをあわてて陳湯は追った。







　夕ゆう暮ぐれ時。

　谷吉の家は、長安の官かん舎しや街がいの一角にあった。中ちゆう堅けん官かん僚りようとしては一いつ般ぱん的てきな家だ。狭せまいながらも庭もついている。そこに妻つまと息子むすこの三人で住んでいた。

　その日、奇き妙みような客を迎むかえていた。

　飯台には料理が並ならべられている。膾なます、羹あつもの、焼き魚、煮に汁じる、飯。それを客人陳湯は無理やり口の中に詰つめ込んでいた。それを酒で流し込む。口のまわりは油でぬるぬる光っている。あごを汁がたれおち、飯台の上には食いかすが散さん乱らんしてた。旨うまそうには食っているのだが、とにかく汚きたない。最初飯を運んできた妻が二度と姿すがたを見せようとしないはずだ。

　戸口付近で谷吉の息子が不思議そうにその光景をみつめていたが、不意に姿が消えた。奥おくから妻が引っ張ったからだろう。

　陳湯がきいた。

「並へい児じ、何歳さいになった」

　口から飯が飛び散る。それが谷吉の服に付着した。谷吉は指先で払はらいのけた。

「ああ、十歳だ」

　並児というのが、谷吉の息子の名だ。

「そうか、前会ったときは五歳くらいだったから、おれのことは覚えてないか」

「飯食ってからしゃべれよ」

　谷吉の顔にまで飛び散った飯めし粒つぶがついていた。

　谷吉は迷めい惑わく顔がおだ。

「いや、覚えているみたいだぞ。また阿あ湯とうのおじちゃんと遊びたいって言ってたからな。家内は渋しぶい顔してるがな」

「おれだって、おじちゃんなんて言われたくないさ」

　陳ちん湯とうはまだ二十五、六歳といったところだ。谷こく吉きつの方が五歳ほど年長だった。

「連れん絡らくを取り合わなくなって、もう五年か」

　谷吉は感かん慨がい深ぶか気げだ。

　陳湯は碗わんに飯を盛もっている。次が六ろつ杯ぱい目めだ。

　彼らは同郷の生まれだった。陳湯などは故郷ふるさとでも有名な悪ガキで、いつも騒さわぎを起こしていたが、そのたびに谷吉が知ち恵えをまわして助けてやったものだった。その後、谷吉は仕官するため、上京してきた。陳湯も後にくっついてやってきたのだった。しばらくは長安の繁はん華か街がいで一いつ緒しよに遊んだものだったが、谷吉の仕事が忙いそがしくなるにつれて疎そ遠えんになった。ここ最近は顔もみていない。

「衛えい司し馬ばになったんだってな」

　素そっ気けなく陳湯は言うが、表情に羨せん望ぼうが見えかくれしている。

　衛司馬は、長安の宮きゆう殿でん警けい備びの責せき任にん者しやだ。中堅の武ぶ官かんだが、なかなかの重じゆう職しよくだった。

「大たい哥かなら、それくらいの官職は十分につとまるさ」

「ありがとうよ。そんなことより、阿湯」

　陳湯の箸はしが止まるのを待ってきいた。

「おまえをいたぶっていた連中、何者だ」

「仕事仲間さ。昔のな」

「何の仕事だ」

「たいした仕事じゃない」

　陳湯は目線を外した。

「おまえ、この五年間なにしていた。あれだけのことをされたんだ。理由があるだろう」

　谷吉は、兄あに貴き風を吹ふかすことに躊ちゆう躇ちよを覚えていた。彼も陳湯も子こ供どもの頃ころとは違う。陳湯がどれだけ変わったかは知らないが、いつまでも弟あつかいされることに反発するかもしれなかった。だが言わずにはいられない。

　陳湯はしばらく黙だまっていた。そしてぽつりと、

「武ぶ帝ていの墓はかを盗とう掘くつした」

「なんだって！」

　谷吉は啞あ然ぜんとするしかない。

「あの男たちと組んで、武帝の墓に潜もぐったんだ。誘さそってきたのは奴やつらのほうだ。おれは金に困こまっていたから、その話に乗った。墓には警けい備びの兵はいたが、入るのは容た易やすかった。もっとも中に入ってみたら、めぼしいものはとっくに盗ぬすまれていたがね」

「なんて奴だ。大不ふ敬けいだぞ、それは」

　皇帝の陵りよう墓ぼに盗みに入るとは。それが極きよつ刑けいにあたることはいうまでもない。

「で、奴らの言っていた剣けんとやらを、おまえがくすねた」

「残っていたのはあれしかなかった。ちょうど柩ひつぎの下に隠かくれてたんだ。おれが先に見つけたんだ」

「まったく、おまえってやつは」

　悪びれない陳ちん湯とうを見て、谷こく吉きつは憮ぶ然ぜんとする。この男は昔からいろんな悪さをしてきたが、これは極きわめつきだ。もし事がお上に知れたら、今度ばかりは救ってやれない。

「おまえな、こんな生活からは足を洗え。おまえにいろんな才さい能のうがあることは、おれがよく知っている。朝ちよう廷ていに仕えないか。おまえなら武官として十分にやっていける」

　おせっかいだとは承しよう知ちしている。だが谷吉は心から忠ちゆう告こくした。

　陳湯は聞き流し、話をはぐらかす。

「大たい哥か、なんでおれを訪たずねる気になったんだ？　まさか、おれの顔を見たくなったなんてことはないだろ」

「実はな、おまえに別れを言いに行ったんだ」

　陳湯は谷吉を見つめた。

「西せい域いきに行くことになった。使節として匈きよう奴どの単ぜん于うに会う。その正使に任にん命めいされたんだ」

「……匈奴か。いつ発つ」

「明日だ」

　陳湯は言葉につまる。

　匈奴。

　中ちゆう原げんの北方の草原を支し配はいする遊牧民族の名だ。剽ひよう悍かんきわまりない騎き馬ば民族であり、有史以来、中原国家を脅おびやかす歴史的な仇きゆう敵てきだ。彼らの侵しん入にゆうを防ふせぐために、秦しんの始皇帝は万ばん里りの長ちよう城じようなどという、途と方ほうもないものを築きずいたのだ。

「衛えい青せい、霍かく去きよ病へい両将しよう軍ぐんが匈奴を打ち破やぶって以来、匈奴も随ずい分ぶんとおとなしくなった。匈奴の呼こ韓かん邪や単于などは漢に積極的に従したがおうとしているしな。しかし、夷い狄てきのことだ。なにが起こるかわからん。無事に帰ってこられる保ほ証しようはない。だからおまえに一言挨あい拶さつしておこうと思ったんだ」

　だが谷吉には悲ひ壮そう感かんはない。むしろ、瞳ひとみは輝かがやいていた。

　陳湯は少年の頃ころのことを憶おもい返していた。

　郷きよう里りの地主の屋や敷しきに、ふたりは盗みに入ったことがある。ちょっとした度ど胸きよう試だめしのつもりだった。

　夜よ更ふけ。庭に放し飼いにされていた鶏にわとりを盗もうとした。だが突とつ然ぜん鶏が鳴いたため、住人に気づかれてしまった。ふたりは慌あわてて逃にげた。

　なんとか追っ手を振ふり切り、村はずれの廃はい屋おくに身を隠かくして夜を明かした。

　星空がやけに奇き麗れいだった。屋根の上に寝そべり、谷こく吉きつは陳湯に語った。中国の西には、西域と呼ばれる世界が広がっていることを。

　沙さ漠ばくに忽こつ然ぜんとあらわれるオアシス都市。

　行き交かう褐かつ色しよくの肌はだや碧みどりの瞳ひとみをもつ異い国こく人じん。

　万年雪を冠かんする高こう峰ほう。

　火をふきあげる火か焰えん山ざん。

　吹き荒あれる砂すな嵐あらし。

　見み渡わたすかぎりの大草原。

　そこを訪たずねることが自分の夢ゆめだと。

　将しよう来らいのことなど考えたこともない陳湯にとって、うらやましいかぎりだった。

　谷吉の瞳ひとみは、そのときから色あせていない。

　陳湯は告げた。

「それなら、なにか餞せん別べつでも送らないとな」

「おまえに会えただけでも十分だよ」

　苦く笑しようする谷吉にはかまわず、陳湯は上半身をかがめた。なにやら飯台の下をまさぐっている。

「おれが持っている物といったら、こんなものしかないが。受け取ってくれ」

　陳湯が取り出したのは、細長い棒ぼうのようなものだ。汚きたない麻あさ布ぬのにくるまれていた。そのようなもの、陳湯は持ち込まなかったはずだ。

　谷吉は不ふ審しんと不安を感じ、それを見た。

　棒は、剣けんの柄つかのようだ。

「それ……まさか」

　武帝の陵墓から盗とう掘くつしたという剣にちがいなかった。だがそれを、陳湯は飯台の下からとりだした。

「なんで、そんな物がここにあるんだ！」

　谷吉は飯台の下をのぞく。

　床には縄なわが落ちていた。

　盗ぬすんだ剣を陳ちん湯とうはここにくくりつけて隠かくしていたのだ。

「……おまえ、うちに忍しのび込こんだのか」

「大たい哥かには悪いとは思ったが、ほかにいい隠し場所が思いつかなかったんでね」

　確たしかに隠し場所としては意表をついている。陳湯が、気き鋭えいの若わか手て武ぶ官かんとつきあいがあるとは誰だれも思わないだろうから。だが、悪くすれば、谷こく吉きつも盗掘の片かた棒ぼうを担かつがされるところだった。

「おまえなあ」

　谷吉は頭をかかえた。

　陳湯は意に介かいさず、長剣を覆おおっている麻布をほどいた。

　中からあらわれたのは、白銀の剣。

　研とぎすまされたとしかいいようがない、しなやかな剣身。

　谷吉は思わず身を乗り出した。

「ちょっと見せてくれ」

　剣を受け取る。

　ずっしりとした感かん触しよくがあった。だが、それでいて手にしっくりとなじむ。剣には複ふく雑ざつな紋もん様ようが浮うき出ている。焼きを入れた時に生じたものだろう。亀かめの甲こう羅ら状じようの紋様だ。それが光を受けると、鮮あざやかな蒼あお色を発する。

　魅み入いられていた谷吉がつぶやいた。

「こいつは……まさか、干かん将しようか」

「さあな。銘めいなんて無いし」

「この蒼い紋様……いや、間違いない。干将だ」

　……春秋時代。

　楚その国に干将という刀とう匠しようがいた。彼の名声を聞きつけた楚の王は、希代の業わざ物ものを鍛きたえるよう干将に命じた。干将は天下を巡めぐって、鋼鉄を選び抜いた。そして全身全ぜん霊れいを込めて鉄を鍛練した。その様子を神や精霊もそばに近ちか寄より、一いつ心しん不ふ乱らんに見つめていたという。

　そして身重の妻の助けを得ながら、三年ののちに雌し雄ゆうふた振りの剣を完成させた。

　雄おすの剣には甲羅のような亀き裂れつ紋もん、亀紋が。

　雌めすの剣には水の波紋のような紋様、漫まん理りが。

　それぞれ浮うかび上がっていた。

　干将は雄ゆう剣けんに自分の名をつけ、雌し剣けんに妻の名「莫ばく邪や」をつけた。そして「干将」は天地の神にささげ、「莫邪」のみを楚王に献けん上じようした。

　剣の出で来き映ばえに王はいたく満足した。

　しかし剣に詳くわしい大臣が、献上されたのが雌の剣だと見抜いた。楚王は、さらに出来のいい剣を干将が隠していることを知った。干将に雄剣を差し出すように命じるが、干将は拒きよ否ひする。激怒した楚王は干将を殺害したのだ。

　だが、そういう運命をたどることを予期していた干将は妻に告げていた。

「息子むすこが成長したら、干将の剣を渡わたしてほしい」

　彼らの子の名を赤せきといった。成長した赤は、父の死の理由を聞かされ、仇かたきをとることを決意する。

　だが、一度は事が露ろ見けんし、赤は国中に手配されてしまう。山中に逃にげ込んだ赤は、そこで不思議な旅人と出会った。

　悲ひ憤ふん慷こう慨がいして赤が事情を打ち明けると、旅人は言った。

「仇をとりたいのであれば、喜んでご助力いたしましょう。それには干将の剣とあなたの首が必要ですが」

「楚王を殺すことが出来るのであれば、私の命などなぜ惜おしみましょうか」

　赤は感かん激げきし、すぐに自じ刎ふんして果てた。

　赤の首と干将の剣をたずさえて、旅人は楚王に謁えつ見けんした。楚王はむろん喜んだ。暗殺者の首と名剣が同時に手に入ったのだから。

　旅人は告げた。

「この者は王のお命を狙ねらった不ふ届とどきもの、釜かまゆでの刑けいがふさわしいかと存ぞんじます」

　楚王はさっそく釜を用意させた。沸わき上がる湯の中に赤の首を投じた。

　だが不思議なことに、赤の首は三日たっても煮にえない。それどころか、すさまじい形相で楚王をにらんでいる。

　旅人は言った。

「この者は勇士。普ふ通つうのことでは首は煮えますまい。王よ、ぜひ近寄って、この者を御ご覧らん下さい。王のお力があれば、かならず煮えましょう」

　王は釜を覗のぞき込んだ。そのとき、旅人は剣を抜き放ち、王の首を断たち切った。首は釜の中に落ちた。

「赤殿、仇はたしかに討うちましたぞ」

　そして旅人は自分の首に剣をあて、引いた。切断された首はやはり釜に消えた。

　三つの首は溶とけ合い、誰が誰の首かわからなくなっていた。しかたなく、臣下は肉にく塊かいを三つにわけて葬ほうむったということだ。

「……で、それ以来行方ゆくえ不明になっていたのが、この剣か」

　谷こく吉きつの言葉に、陳ちん湯とうはうなずく。

「それが武帝の時代に発見され、帝みかどの崩ほう御ぎよとともに墓はかに埋まい葬そうされたんだな。しかしな。名剣は熟じゆく練れんの剣士の手元にあってはじめて輝かがやく。墓場まで大事に持ってゆくものじゃない。それに、いままで盗とう掘くつされずにいたのは、おれに発見されるのを待ってたんだ。運命を感じないか」

「誰だれが感じるか。この悪党め。とにかく、この剣を受け取るわけにはいかない」

「なんでだよ。こんな剣、一生手に入らないぞ」

「阿あ呆ほう。誰が好きこのんで盗掘品なんて身につけるかよ。おまえがなんとかしろ」

　剣を陳ちん湯とうにつきかえす。だが、陳湯は受けとらない。

「冗じよう談だんじゃない。このおかげでおれはひどい目にあったんだからな。おれにとっちゃ、疫やく病びよう神がみだ」

「おれにとっても疫病神だ！」

　谷吉の抗こう議ぎを、陳湯は軽く受け流す。

「干かん将しようといっても誰もその価か値ちはわからんさ。宝ほう玉ぎよくで飾かざった剣じゃないし、見た目はごく普通の剣だ。武帝の副葬品なんて思わんだろ。それに、神の加か護ごを受けた剣なら、大たい哥かの旅の安全もきっと守ってくれる。さあ、持ってけ」

「う……」

　迷まよう谷吉に、陳湯はたたみかける。

「漢最高の剣士が使わないで、他の誰がこれを使うんだ？」

　決して干将の剣を谷吉に押おしつけようとしているのではなかった。彼に譲ゆずりたいというのは本心であり、善意だ。

　剣の魅み力りよくに負けたのか、それとも陳湯の話わ術じゆつに負けたのか。結局谷吉は干将を譲り受けた。

　谷吉が言った。

「礼と言ってはなんだが、おまえのことは左将軍の馮ふう奉ほう世せい殿どのに伝えてある。才気も勇気も申し分ないってな。気が向いたら会いに行ってくれ。きっとおまえを登用してくれる」

「余よ計けいなことを」

「ああ、余計なおせっかいだ。だが今にはじまったことじゃないだろ。世話を焼くついでだ」

　互たがいに苦く笑しようする。そして碗わんの酒を飲み干ほした。







　翌日、匈きよう奴どへ向かう使節一行は長安を発った。

　陳ちん湯とうは見送りには行かなかった。

　ただ、街かい道どう沿ぞいの丘の上から、谷こく吉きつの姿すがたを遠望しただけだった。

　黄こう砂さが舞まい上がり、使節の隊列の姿をかきけした。

　もう会えない。

　理由もなく、そんな気がした。















第一章　烏う孫そん公こう主しゆ
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　峡きよう谷こくを抜けると、眼がん下かには草原が広がっていた。

　はるか先で大地は蒼そう穹きゆうとつながっている。空には雲ひとつなく、澄すみわたるさまに魅み入いってしまう。振ふり返れば、そびえたつ天山山脈の高こう峰ほう。頂いただきは万年雪を冠かんしている。それが陽ひをうけて輝かがやいている。

　草の匂においのする風が、旅人を出で迎むかえていた。

　遊ゆう子しはふたり。

　ともに馬に騎き乗じようしている。長ちよう衫さん姿だ。それは漢人の装よそおいだった。

「天山の北と南では、風の匂いもこれほどちがうものか。なあ、子し公こう」

　連れのうちのひとりが声をかけた。

　もうひとりは、穏おだやかな笑えみを浮うかべている。だが、どこか不ふ遜そんな表ひよう情じようは隠しきれない。

　子公と呼よばれた男こそ、陳ちん湯とうだった。子公というのは彼の字あざなだ。

　この年、漢の元げん帝ていの御み代よ。建けん昭しよう三年（紀元前三六年）。

　陳湯は三十代なかばに達していた。長安にいたころから十年あまり経けい過かしている。容よう貌ぼうにさほど変化はない。だが荒あれ果てていたその頃ころとくらべ、顔色にも格かく段だんに精せい彩さいがある。

「ああ、子し松しよう。沙さ漠ばくの熱い風もいいが、草原の香かおりもまた、なんともいえないな」

　陳湯は僚りよう友ゆうに言った。連れの名は段だん会かい宗そう。字を子松という。陳湯よりもわずかに年上で、背せも頭一つ高い。

　彼らは漢の「西せい域いき都と護ご府ふ」に所しよ属ぞくする武ぶ官かんだ。年下の陳湯の方が官位は上だった。陳湯の官職名を「西域副ふく校こう尉い」といった。







　西域──

　中国の西方にひろがる沙漠と草原の広大な大地を、西域とよぶ。古来、漢以前の中国にとっては未知の地ち域いきだった。

　漢の武帝の時代。この地方の情じよう勢せいが長安にもたらされるようになった。好こう奇き心しん旺おう盛せいな武帝はさっそく興きよう味みをおぼえ、西域経けい略りやくにのりだした。強きよう敵てき匈きよう奴どの騎馬軍団に対たい抗こうするため、西域に産する名馬を手に入れようとしたのだ。

　漢の西方への勢力拡かく張ちようは、匈奴との衝しよう突とつを当然生み出すこととなった。匈奴は西域を支し配はい下かにおき、苛か烈れつな収しゆう奪だつを行っていた。匈奴にとって西域は絶ぜつ好こうの狩かり場だった。ここを失うことは、すなわち匈奴の衰すい退たいを意味している。漢と西域を結ぶ唯ゆい一いつの街かい道どう、河か西せい回かい廊ろうをめぐって、漢と匈奴両軍は激はげしく戦った。

　長期間にわたる遠えん征せい、軍ぐん需じゆ物ぶつ資しの欠けつ如じよ、慣なれない風土、機動力の差。それらによって漢軍は苦戦を強いられたが、ひとりの名めい将しようの出現で情勢は劇的に変化した。霍かく去きよ病へいというのがその将しよう星せいの名だった。

　霍去病は武帝の寵ちよう愛あいを受け、二は十た歳ちそこそこで将軍となった。若わかすぎる将軍の出しゆつ現げんに、歴れき戦せんの老将たちは不平不満をもらした。だがその抜ばつ擢てきが正しかったことを、霍去病は実力で証しよう明めいしてみせた。

　連年大軍をひきいて西方に出兵した。そして戦えばかならず勝ち、ついに匈奴から河西回廊を奪うばった。漢から西域への道がひらけたのだ。匈奴の苛政に苦しんでいた西域諸しよ国こくは、匈奴に対たい抗こうしうる勢力が存そん在ざいすることを知り、あいついで匈奴を離はなれて漢に服ふく属ぞくした。匈奴の支配は過か酷こく。対して漢は西域諸国に寛かん容ようで、宗主権さえ認みとめれば直ちよく接せつの干かん渉しようはしなかったためだ。

　霍去病は二十三歳の若さで夭よう折せつした。その後、武帝の崩ほう御ぎよによって、漢の対外積せつ極きよく策さくは落ち着いた。だが武帝の没ぼつ後ごも、趙ちよう充じゆう国こく、馮ふう奉ほう世せいといった名将があらわれ、西域を匈奴の手から守ってきた。

　しかし、西域支配権の奪だつ還かんを目指す匈きよう奴どの反撃も一段と激しくなった。そういった西域の情勢に迅じん速そくに対たい応おうするため、西域に常じよう備び軍ぐんを設せつ置ちする必要があった。それが「西せい域いき都と護ご府ふ」だ。

　西域都護府の長官を「西域都護」という。西域における軍事、軍ぐん政せいの最高責せき任にん者しやだ。初代都護となった名将鄭てい吉きつ以来、この地位に任命されるものは、戦略、戦術指し揮き、武術、人望、勇気すべてにおいて優すぐれていなければならなかった。

　この当時、西域都護の位にあったのは、甘かん延えん寿じゆという男だった。陳ちん湯とうはその男の副官となっていた。

　西域都護府は天山山脈の南、タリム盆ぼん地ちの中央に位置する烏う塁るい城じようにおかれていた。

　その城の一室に陳湯と、武官のひとりである段だん会かい宗そうが呼ばれたのはひと月ほど前のことだ。都護はふたりに言った。

「匈奴になにやら不ふ穏おんな動きがある。おぬしらふたりで烏う孫そんに赴おもむき、動静を探さぐってきてはくれまいか」

　それを聞いた陳湯は口元を思わずほころばせた。

「任まかせてくれ。何なら匈奴を滅ほろぼしてきてやろうか」

　都護はあわてて釘くぎを刺さした。

「様子を見てくるだけで構かまわん！　くれぐれも勝手な行動は慎つつしむようにな。子し松しよう、よく副ふく校こう尉いを補ほ佐さしてやってくれ」

「はっ。子し公こうが暴ぼう走そうしないようにしっかりと襟えり首くびをつかまえておきますよ。ご心配なく」

「平和をこよなく愛するこのおれが、平地に乱らんを起こすように見えるかね」

　憮ぶ然ぜんとする陳湯に、段会宗は苦く笑しようで応おうじた。

「ごくたまにだが、そう見えることがおありだそうだ」

　甘延寿は西域都護府に赴ふ任にんしてまもない。西域の情勢にあまり通じていなかった。そこで信しん頼らいできる部下を情じよう報ほう収しゆう集しゆうにあたらせることにしたのだ。

「……風が冷たいな」

　陳湯は空を見上げた。

　天山から吹ふき下ろしてくる風には冬の気配がある。長なが居いすれば、帰りの道は雪で閉とざされ通行不ふ能のうとなるだろう。彼らの向かう先は天山山脈の北にあった。西域における漢最大の友ゆう邦ほう、烏う孫そん国こくだ。

「適てき当とうにきりあげて、烏塁城の妓ぎ楼ろうでおねえちゃんを抱だいているほうが、なんぼかましだぜ。身毒インド出身のかわいい娘むすめがいるんだ。烏孫みたいな田舎いなかにそんな楽しみがあるとはおもえんし」

　職しよく務むに対する誠せい実じつさなど、烏塁城に置き忘わすれてきたらしい。極きわめて不真面目に陳ちん湯とうはのたまう。すると段だん会かい宗そうもあいづちを打った。

「おれは安息パルテイアの青い瞳ひとみの娘が好きだがな」

　段会宗は本来思し慮りよ深く実じつ直ちよくな男とされていた。だが今はその評ひよう価かは微び妙みようにゆらいでいる。誰だれに影えい響きようされたか？　段会宗いわく「言わなくても分かるだろう。なあ子し公こう」

　山やま沿ぞいの道を、ふたりは西へと向かった。めざす烏孫にはあと十日もすればつくはずだ。

　虚こ空くうに鳥の群むれが舞っていた。彼らを出迎えるように。見上げた段会宗がつぶやいた。

「あいつらなら天山山脈をこえるのも苦労はせんだろうにな」

　陳湯は言葉を返さなかった。

　鳥たちに歓かん迎げいされているわけではないということに気がついたからだ。空を覆おおうのは黒一色の点。その数が次し第だいに数をましてゆく。啼なき声はけたたましい。

「鴉からすか」

　段会宗が言った。

　ありふれた鳥だ。普ふ段だんなら気にもとめなかっただろう。だが、異い境きようの地でこれほどの大たい群ぐんと出会うと、屈くつ強きような精せい神しん力りよくを持つ者であっても、不ふ吉きつさに顔をしかめる。















「子公！」

「ああ」

　ふたりはいきなり馬を疾しつ走そうさせた。

　鴉が群むらがる理由は？

　歴戦の武ぶ人じんである彼らの脳のう裏りに浮かんだのは、最悪の事じ態たいだ。

　丘を越こえる。

　血の臭においが鼻をついた。

　地に転がるのは、数百にのぼる人と馬の屍し体たい。そこに鴉が群がり、屍肉をあさっているのだ。鋭するどいくちばしで眼がん窩かをつつき、眼球や脳のうをえぐりだしている。

　人はすべて甲かつ冑ちゆうをまとっている。小規き模ぼだが激しい戦せん闘とうがあったようだ。ふたりは馬を降おり、屍体をあらためた。

「烏う孫そんの騎き兵へいだな」

　兵士の兵へい装そう、軍ぐん旗きから段会宗は断だん定ていした。

「おい、見ろよ。子し松しよう」

　陳湯の言葉に段会宗が振り向く。陳湯が爪つま先さきで足あし下もとの屍体をつついている。それは甲冑の様式が烏孫の騎兵とは違ちがっている。

「匈きよう奴どの兵か。子公」

「そのようだ」

　すべての屍体は、まだ腐ふ敗はいしていない。血すら乾かわいていない。彼らが死んでからまだ時間は経たっていないようだ。

「烏孫と匈奴がここで戦ったということか？」

「だろうな」

　段だん会かい宗そうの問いに、陳ちん湯とうは短く答える。そして四方を見み渡わたした。

「子松、生き残っているやつはいないか」

「さあな。この状じよう況きようじゃ……」

　そのとき、段会宗が驚声をあげた。屍体の手が動き、彼の足をつかんだのだ。

「どうした。彊きよう屍しでもでたか」

「莫ば迦かいえ。こいつ、息があるぞ」

　陳湯が駆かけ寄よる。

　その兵士は烏孫人だった。全身血まみれだ。腹はらに致ち命めい傷しようを受け、どす黒い血が流れ出している。

　助けようがなかった。

「おい、聞こえるか」

　陳湯の呼よび掛かけに、その男はわずかに顔を動かした。閉とじかけた目からは光が失われていた。

「……こ、う……しゅ」

　しぼりだした声はかすれて聞き取れない。

「何だ。もう一度言ってくれ」

「こうしゅ……を……たす、け」

「こうしゅ？　公主か。公主を助けろ。そう言いたいんだな」

　男にはうなずく力も残ってはいなかった。口こう腔こうには血があふれている。もうなにもしゃべることはできまい。彼らにもしてやれることはなかった。ゆっくりと、男の身体からだから力が抜ぬけた。

　死を確かく認にんして、陳湯と段会宗は同時にため息をつく。段会宗がきいた。

「公主というのは？」

「たぶん、烏う孫そんの姫ひめ君ぎみのことだろ」

　普ふ通つう、公主というと漢の皇こう族ぞくの女じよ性せいを指していう。それを辺境の異民族が使っているというのも、妙みように違い和わ感かんを感じさせる。

「どうするよ、子し公こう」

「まったく。変なことに巻まき込まれそうだ。烏う塁るい城じようで葡ぶ萄どう酒しゆ片かた手てに女の子と戯たわむれるのも当分おあずけかよ」

　陳ちん湯とうは舌した打うちする。そして続けて、

「こんな貧びん乏ぼうくじは甘かん延えん寿じゆの野や郎ろうが引き当てればいいんだ。やつめ、今いま頃ごろ……」

　上官を罵ののしる途と中ちゆう、ふいに口を閉とざした。

「気がついたか、子公」

　段だん会かい宗そうのささやきに、陳湯もうなずく。

　鴉からすのわめき声で騒そう然ぜんとしている。だが、わずかに馬のいななきを聞いたような気がした。

　ふたりは馬に飛び乗り、ふたたび駆かけ出していた。




　　　　２




　狩かりが行われていた。

　四十騎きあまりの集しゆう団だんが草原を疾しつ走そうしてゆく。そのすべてが弓と刀で武ぶ装そうしている。軍旗には黒い鷲わしの紋もん様ようが染そめ抜かれ、風にはためく。軍装から見ると、匈きよう奴ど兵へいだ。

　その前方を獲え物ものが逃にげている。

　狩られているのは、三人の騎兵。

　三騎は並へい走そうしていた。それぞれ鹿か毛げ、栗くり毛げ、芦あし毛げの馬を駆かっている。どうやら烏う孫そん兵の生き残りであるらしい。烏孫人も遊牧民族だ。その手た綱づなさばきは熟じゆく練れんし、馬を自じ在ざいにあやつることができる。だが猛もう追ついする匈奴騎兵の勢いきおいもすさまじい。いずれ捕ほ捉そくされてしまうだろう。

　烏孫騎兵のうち、両側のふたりは屈くつ強きようそうな男だった。その間にはさまれた栗毛の騎手は小こ柄がらで華きや奢しやな体つきをしていた。

「子公。あれが、さっき言ってた公主様か」

「ああ、そうだろうぜ」

　漢人ふたりは、丘の上から追つい撃げき戦せんを目撃していた。観戦もそこそこに、馬を走らせる。前方、騎馬の群れに先回りするように。

　言葉を交かわさなくても、やるべきことを彼らは理り解かいしている。烏孫は漢の盟めい友ゆう。その窮きゆう地ちを救うのは漢の武人として当然の義ぎ務むだ。それに救う相手が王女ともなると、いやが上にも闘とう志しが湧わく。段会宗はともかく、陳湯などは本気で、王女様が妙みよう齢れいの美女であることを願っていた。

「相手は多た勢ぜいだぞ。どうする子し公こう」

「おまえさんの腕うでの見せ所だ、子し松しよう。まさか妓ぎ楼ろう通いで腕を鈍にぶらせちゃいないだろうな」

「それはおまえのことだろうが」

　陳ちん湯とうの悪童じみた表情に、段だん会かい宗そうも苦く笑しようをかえした。

　彼らふたりしかいなくても、匈きよう奴ど兵四十騎きなど敵てきではない。

　そういった顔をしているのだ。







　逃とう走そうをはじめてどれくらい時間が経たったか、覚えている者はだれもいなかった。烏う孫そん騎兵三騎のうち、まず脚色が鈍にぶりはじめたのが、中央の栗毛だ。一馬身から二馬身。じりじりと遅おくれをとりはじめる。小柄な騎手は遅れをとりもどそうと必死に手綱をしごくが、雑な乗り方がかえって馬の体力を奪うばっていた。

「姫さま、はやく！」

　鹿毛馬の騎手が振ふり向いて叫さけんだ。走る速度を緩ゆるめて栗毛の隣となりに並ならんだ。

　そのとき、男は痙けい攣れんした。

　背せ中なかが反り、顔は天をあおぐ。腰こしに矢を受けていたのだ。身体の均きん衡こうを失って、鞍くらから転落した。

　栗毛の騎手が馬を止めようとする。

「止まってはなりませぬ！　やつはもうだめだ」

　芦毛馬の騎手の叱しつ咤たをうけて、ためらいながらも馬を走らせた。だが後続の匈奴兵との距きよ離りもだいぶせばまった。落馬した騎手が馬群に飲みこまれる。何人かが馬を止めたのは、烏孫騎兵にとどめをさしているからだろう。

　残ったふたりの烏孫人にも、もはや逃げ切る力など残ってはいなかった。栗毛がふいに前まえ脚あしを折った。崩くずれるように馬体が転てん倒とうする。騎手の小柄な身体は投げ出され、大地に叩たたきつけられた。倒たおれたまま動かない。

「姫さま！」

　芦毛馬の騎兵が駆け戻ってきた。そして鞍から飛び降り、栗毛馬の騎手を抱きかかえた。

「はやくお逃げ下さい。さあ私の馬に乗って」

　砂さ塵じんと疾しつ風ぷうが迫せまった。匈奴の騎馬の群れが押し寄せ、彼らの両りよう脇わきをすり抜けてゆく。

　一いつ瞬しゆんにして、小柄な方の身体からだが血に染そまった。

　それは自分の血ではなかった。呆ぼう然ぜんとした様子でかたわらを見上げる。

　男が首くび筋すじを押おさえていた。指の間から、鮮せん血けつが勢いきおいよく溢あふれだしている。こわばった表情で何かを告げようとしていたが、それは声にならない。男は力なく倒れた。

　ひとり残された烏う孫そん人じんは、ただ座すわり込むだけだった。泣くことも、叫ぶことも、身動きひとつすることもできない。放心しているのだ。

　その間にも、匈きよう奴ど兵はまわりを取り囲む。すぐに襲おそいかかろうとはしない。微び妙みように距きよ離りを置いている。

　その輪の中から、ひとりが進み出てきた。烏孫人の前で下馬し、軽く礼をした。

「郅しつ支し単ぜん于う麾き下かの伊い奴ど毒どくと申します」

　その騎兵は、意外なほど丁てい寧ねいに名乗った。

「公主殿でん下かを賓ひん客きやくとしてお迎むかえするよう、単于から仰おおせつかっております。あなた様に危き害がいを加えるつもりはありませぬ。われらにお従したがいくだされますな」

　大柄だが、やや猫ねこ背ぜで鈍どん重じゆうそうな動きだ。眠ねむそうな両りよう眼め。髭ひげに覆おおわれた顔。冬とう眠みん最中の熊くまといった風ふう貌ぼうだ。言葉に誠せい意いなど感じられない。当然だ。いままでさんざん追いかけまわしてきたのだから。いまさら丁重な態度をとったところで、誰が信用する？

　伊奴毒と名乗った男が目配せを送ると、騎兵が烏孫人の前に出てきた。その肩かたをつかみ、立たせようとする。烏孫人はもはや抵てい抗こうしようとはしなかった。ただ、先に死んだ騎兵の屍し体たいを見つめている。

　風が吹き抜けた。

　同時に、匈奴兵の腕うでが、みずからの肩にのびた。悲鳴らしき声をあげて、後方にもんどりうって倒れる。

　匈奴騎兵たちはざわめいた。倒れた男の肩には矢が突つき刺ささっていたのだ。

「わはは、悪い。猪いのししの群むれを狙ねらって矢を放ったんだがなあ」

　わざとらしい高笑いに、匈奴騎兵の全員が振り返った。物もの陰かげからひとりの騎馬の男があらわれ、近ちか寄よってくる。騎馬民族とは違ちがった服ふく装そう。不ふ遜そんな笑み。

　陳ちん湯とうだ。

「当たったのは匈奴の言葉をしゃべる豚ぶたか。こりゃ、まずそうだ」

　その場にいる皆みなに解わかるように、匈奴語で陳湯は話した。こうみえて、西せい域いき諸しよ民みん族ぞくの言葉には大抵通じているのだ。もっとも本人に言わせれば「女を夢む中ちゆうにさせ、男を激げき怒どさせる言葉しか知らない」そうだが。

　烏孫人も陳湯の方を見ている。

　髪かみは長く、赤みがかっている。肌はだは雪白。おびえた青い瞳ひとみを陳湯にむけている。年ねん齢れいは十五、六か。少女だ。理想より五歳さいほど及およばないのが陳湯には残念だ。

「何者だ、きさま」

　伊い奴ど毒どくの声は陰いん鬱うつ。もともと感情の起き伏ふくに乏とぼしいらしい。無ぶ愛あい想そで淡たん々たんとした口調だ。

　陳ちん湯とうは答えない。馬を降おり、匈きよう奴ど兵の列に歩み寄る。腰こしには長剣を吊るしてあるが、手をふれようとはしない。無む防ぼう備びだ。

「異い境きようには来てみるものだな。いつも珍めずらしい風習にであう。なるほど、かよわい女の子を追いかけまわしていたぶるのが匈奴の風習か。おもしろそうだな」

　などと言いながら、匈奴兵に割わって入る。匈奴人たちも正体不明の男の不ふ敵てきさに、おもわず道を譲ゆずった。

　少女のかたわらに立つ。足あし下もとの彼女は、震ふるえることも忘わすれて陳湯を見上げている。一瞬だけ視し線せんがあった。だが彼女の方がすぐに顔をそむけた。

「照れてるな」などと自分勝手なことを思いながらも、陳湯は伊奴毒らに向き直った。

「なら、漢の風習もぜひ教えて差し上げよう。無知蒙もう昧まいな諸君」

　陳湯の言葉に誰も返事はしない。陳湯も、匈奴人の反はん応のうをうかがっている。しばらく両者の間に沈ちん黙もくが横たわった。

　じれた陳湯が伊奴毒に言った。

「おい、おっさん。『それは何だ』と聞きかえさにゃ、話が進まんだろ」

　しかたないといった様子で、伊奴毒がきいた。

「ためしに言ってみろ」

「……まあ、いい。それはな、こういう場面ではかならず猪いの豚ぶた野や郎ろうから少女を助け出す英えい雄ゆうが登場するってことだ！」

　その台詞せりふに恐おそれ入る者も、激怒する者もいなかった。ただ、伊奴毒以外のすべての匈奴騎き兵へいの嘲ちよう笑しようにむかえられた。

　伊奴毒があたりを一いち瞥べつする。すると嘲笑はやみ、陳湯をにらみつける目つきに変わった。どうやら伊奴毒という男がこの一隊の長で、部下をよく飼いならしているらしい。

「消えろ」

　伊奴毒が言い放つ。威い圧あつ感はなかなかのものだ。だがそんなことに恐きよう縮しゆくする陳湯ではない。

「いやだね」

「殺せ」

　静かに、だが間かん髪はついれず伊奴毒は命じた。

　瞬時に三騎が馬を走らせた。刀をふりかざし、陳湯に襲おそいかかる。

　陳湯は動かない。

　剣を抜こうともしない。

　叫さけび声があがった。

　それも立て続けに、三通りの絶ぜつ叫きようが。

　陳湯は動いていない。

　剣けんにも指一本触ふれていない。

　三騎はすべて馬から転げ落ちた。大地に倒たおれ込こむ彼らに、それぞれ矢が突き刺さっていた。よく見ると、その矢は通つう常じようの半分ほどの長さしかない。短たん箭せんだ。

「妖よう術じゆつか！」

　匈きよう奴ど兵たちは驚おどろき、後ずさった。だが、伊い奴ど毒どくが最初に気づいた。丘の上に、もうひとりいることに。

　そこに騎馬の男がいた。

　馬上で弩どを構かまえ、匈奴兵に狙ねらいをつけている。最初のひとりをあわせ、四人を射倒したのはその男。

　段だん会かい宗そうだ。

「あの男は、西せい域いきでも屈くつ指しの射手でな。射止めることができないのは女の心だけという不ふ憫びんなやつだ。だが男なら確実に射倒すことができる。試してみないか」

　陳湯のその言葉に激怒したのは、段会宗ではなく匈奴騎兵たちだ。六名が勇ゆう躍やく陳湯に向けて殺さつ到とうした。

　次々と悲鳴があがる。

　六名は相次いで落馬した。やはり短箭に撃うたれている。

　どんな熟じゆく練れんの弓兵でも、ひとりで六名の敵てきをほぼ同時に射抜くことなど不ふ可か能のうだ。だが、あの馬上の男はそれをやってのけた。匈奴騎兵の間に、畏い怖ふがひろがり、口々に伝説の武将の名をつぶやいた。

「飛ひ将しよう軍ぐん！」

　かつて、漢の文ぶん帝ていから武帝の時代にかけて、李り広こうという名将がいた。成人してから老いて自じ刎ふんして死ぬまで、常つねに対匈奴の第一線で活かつ躍やくしていた武将だった。清せい廉れんさをもって味方からは尊そん敬けいされ、神弓の技わざをもって匈奴からは畏い敬けいされた。匈奴は李広を「漢の飛将軍」と呼び、その存そん在ざいは伝説化された。その記き憶おくが呼び起こされたのだろう。

　もっとも、段会宗も名手ではあったが、一度に六人を射ることなど無理な話だ。それを可能にしたのは弩の仕掛けにある。弩の上部に弾だん倉そうがあり、そこに数本の矢を装そう塡てんすることができる。引き金をひいて矢を放ったあと、装塡用の取っ手を引けば簡かん単たんに矢が充じゆう塡てんされる仕組みだ。「連れん弩ど」と呼ばれるもので、戦国時代にはすでに実用化されていたが、これはさらに小型高性能化されている。だが通常の弩にくらべ矢が短い分、射しや程てい距きよ離り、殺さつ傷しよう力とも劣おとってはいたが。

「お遊びはこれくらいで十分。さあ、さっさと家に帰ったらどうだ。無意味に怪け我がすることもないだろ。なあ匈きよう奴どの旦だん那な」

　その言葉、匈奴兵が逃にげることを願っているのか、激発させようとしているのかわからない。

「矢はいつかは尽つきる。皆でかかれ！」

　当然、匈奴兵たちは目を血走らせて、伊い奴ど毒どくの命令に従したがった。

「阿あ呆ほうめ。もっと痛いたい目にあわないと、わからんようだな」

　陳ちん湯とうがにやりと笑う。その時、段会宗が叫んだ。

「悪い！　矢が尽きた」

　啞あ然ぜんとして陳湯は振り向く。見ると、段会宗はいそいそと替かえの矢を装塡している最中だった。その様子に匈奴騎兵たちも気がついた。ここぞとばかりに、五名の騎兵が陳湯に向けて突とつ進しんする。

　血のあとが残る五本の湾わん刀とうが、頭上に迫せまった。

　切り刻きざまれる寸すん前ぜん、陳湯の身体はふわりと浮ういた。

　瞬時に長剣を抜き放つ。

　一いつ閃せん。

　それだけで三人の騎き兵へいが同時に斬きられて落馬した。

　さらに身を翻ひるがえし、前後の敵てきに蹴けりを見み舞まう。

　鈍にぶい音ともに、ひとりは歯を、もうひとりは鼻を折られた。

　地面に叩たたき伏ふせられた五人は身体からだの各所を押おさえ、うめいている。

　陳湯は軽やかに着地する。だがそれだけでは止まらない。長剣を刺し突とつに構かまえて疾しつ走そうした。

　目の前には伊奴毒がいる。

　伊奴毒はとっさに湾刀を構えた。

　鋭い突きを湾刀ではねあげる。

　だが陳湯に打ち合う気はない。伊奴毒の懐ふところに入りこみ、左ひだり腕うでをつかんだ。そのままの勢いきおいで体当たりする。ふたりはもつれあったまま倒れた。

　ほかの匈奴騎兵たちは手を出すこともできない。陳湯の変へん幻げんの技わざを、ただ見ているしかなかった。

　上半身を先に起こしたのは伊奴毒。

　だがその首に腕が巻まきついている。

　背はい後ごから陳湯は、伊奴毒の眼がん前ぜんに長剣を突きつけている。

「殺せ」

　伊い奴ど毒どくの口調はこの期におよんでも、いたって淡たん々たんとしている。敵ながらたいした奴やつだ、と陳ちん湯とうは感かん嘆たんした。

「殺せ」

　再さい度ど勝者に命じる。だが、誰だれであろうと命令されることが陳湯は嫌きらいなのだ。

「おい、おっさん。あんた、部下から慕したわれているかい？」

　陳湯がたずねる。

「何のことだ」

　伊奴毒は質しつ問もんの意味が理り解かいできなかったようで、不ふ快かいげに聞き返した。陳湯は、次いで周囲の匈きよう奴ど騎兵に告げた。

「このおっさんを助けたいか！」

　匈奴兵の何人かがうなずいた。うなずかなかった者も、心情は同じだろう。

「よし、それなら武ぶ器きをその場に捨すて馬を降おりて、五十、いや百歩さがれ！」

　どちらでも似にたようなものだろう、などと言う匈奴兵はいなかった。大たい抵ていの者は素す直なおに従おうとした。

「莫ば迦かめ。わしの事に構うな。こやつを殺せ」

　伊奴毒は言い放つ。だが陳湯は酷こく薄はくそうな笑えみを口元に浮うかべ、

「残念。死ぬのは奴らで、おれじゃない。あいつらの技じゃ、おれに傷きずひとつつけることはできんよ。ここら一帯が墓ぼ地ちになるだけだ」

「この悪人め」と段だん会かい宗そうなら笑って言ったところだが、匈奴の男たちはその言葉と表情に気け圧おされた。

　しぶしぶ湾刀を捨てようとした騎兵のひとりが気がついた。

　となりに、烏う孫そんの少女が座すわり込んでいる。

　不安げに陳湯の方を見つめているのだ。

　男は口の端はしを歪ゆがめた。彼女を人ひと質じちに取ってしまえばいいと、いまさらながら気がついたのだ。そうすれば形けい勢せい逆転。あのいまいましい漢人を血祭りにあげることができるではないか！

　腕を伸ばそうとする。

　だが、少しも身動きすることはできなかった。

　喉のど元もとに長剣が突きつけられていたのだ。

「あまり変な考えを起こさないほうがいい。今後の人生を首無しでおくることになる」

　段会宗だ。このあたり、多少陳湯の影えい響きようを受けている。

　圧あつ倒とう的てきな技ぎ量りよう差をもつ剣けん士しふたりの前に、匈きよう奴ど兵たちはおとなしくならざるをえなかった。互たがいに顔を見合わせながらも、徒と歩ほで後方に退しりぞいた。

　満足した顔であたりを一いち瞥べつした後、陳ちん湯とうは段だん会かい宗そうに言った。

「おい子し松しよう、こいつらの武器と馬を全部集めてくれ」

「……念のため聞くが、何のために？」

「もちろん、売り払はらったら大金になるだろ。なまくらな刀はともかく、匈奴の駿しゆん馬めだからな！」

　言い放つ様は、野や盗とうの頭とう目もくだ。

「そう言うと思った。……ご自分で立てますか？」

　独どく語ごしたあと、段会宗はかたわらの少女に話しかけた。解わかるように、烏孫語に切り替かえている。

　少女はただ首を振ふった。

　甘あまえているのではない。脚あしと腰こしを強く打ち、本当に立てないのだ。

「ご容よう赦しや」

　軽々と少女を抱かかえ上げ、そして自分の馬に乗せた。そのあと、匈奴の馬四十頭あまりと武器を集めた。遊牧民たちの冷たい視し線せんが段会宗に突つき刺ささる。さすがに段会宗は気まずい思いをする。これではまるで自分も盗とう賊ぞくの一味ではないか！　心の中で匈奴騎き兵へいたちに言い聞かせた。「恨うらむなら陳湯を恨めよ」

「さてと、あとはあんたの処しよ遇ぐうだが」

　陳湯が伊い奴ど毒どくに言う。

「話が違ちがう！　助けると言ったではないか！」

　非ひ難なんの声をあげたのは伊奴毒本人ではない。遠ざけられた部下たちだ。陳湯は冷ややかに言い返す。

「助けると言ったのは、命まではとらない、という意味だ。不ふ逞ていの輩やからには相そう応おうの罰ばつをくださないとな」

「どっちが不逞だ！」

「黙だまれ。おっさんの命がどうなってもいいのか？」

　匈奴人たちは沈ちん黙もくする。段会宗などは「もちろん陳湯の方が不逞」と答えそうになった。陳湯に振り回される匈奴人に同情を禁きんじえないのだ。

「なぶるくらいならさっさと殺せ。覚かく悟ごはできておる」

　伊奴毒もさすがにいらだった。

「まあ、聞けよ。高こう貴きな身分に不逞をはたらいたものが、漢ではどう処しよ罰ばつされるか知ってるか？」

「知るか」

「鼻はな削そぎの刑けいっていうところだな」

　陳ちん湯とうは口元をつりあげ、長剣の刃を伊い奴ど毒どくの鼻にあてる。鋼はがねの冷たさが伝わって、伊奴毒は目を閉とじた。

「だがおれはとても寛かん容ような男なんでな。減げん刑けいして、今日はこれくらいで勘かん弁べんしてやろう」

「何をする！」

　伊奴毒はあわてた。長剣が伊奴毒の顎あごあたりを滑すべってゆく。同時に、太く長い毛がごっそりと落ちてゆく。

「髭ひげ剃そりの刑だ」

　抵抗はできなかった。陳湯の手元が狂くるい、生半可に傷きずつけられることを恐おそれたのだ。戦傷ならまだしも、こんなことで大怪け我がはしたくないというのが人情だ。

　あらかた剃り終わると、陳湯は人質を突き飛ばして解かい放ほうした。伊奴毒は恨うらめし気にたずねた。

「名を聞かせてもらおう」

「匈きよう奴どに戻ったら、女たちに聞いてみな。西せい域いきの女なら誰だれでもおれの名を知っている」

「嫌きらわれてるからな。それくらいにしてさっさと行くぞ」

　段だん会かい宗そうの横よこ槍やりに、陳湯は舌した打うちした。馬と少女をひきつれて立ち去ろうとする段会宗を追って、陳湯も愛馬に飛び乗る。去り際ぎわに言い残した。

「それじゃ、彼女はありがたく頂ちよう戴だいする。あんたらの単ぜん于うによろしく。じゃあな！」

　匈奴騎兵たちは呆ぼう然ぜんと陳湯を見送った。

「おぼえておれ」

　伊奴毒は唇くちびるをかんだ。そして部下たちに告げる。

「一いつ旦たんひきあげる。この借りはかならず返さねば……ん。どうした」

　伊奴毒と部下の目が合う。すると部下は不自然に顔をそらすのである。ひとりだけではなく、全員が。

「そんなにわしの顔がおかしいか」

　すっきりした顎をさすりながら、伊奴毒は言った。
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　しばらくのあいだ、陳湯一行は西へ向けて疾しつ駆くした。

　途と中ちゆう、引き連れていた馬たちを放し、野生に帰した。鞍くらやハミを外した後、陳ちん湯とうは馬の額ひたいをなでてやる。

「なんだ。売るんじゃなかったのか？」

「やめた」

　段だん会かい宗そうに陳湯はそう言った。

「思えばあのおっさんたちに悪いことをした。運が良けりゃ、こいつらに巡めぐり会って、家まで帰れるさ」

「おまえにしては気が利きいてるな」

「君子だからな」

　段会宗の嫌いやみめいた言葉にも、悪びれず答える。どうやら匈きよう奴ど人の長、伊い奴ど毒どくを陳湯はいたく気に入ったらしい。死なせるには惜おしいと感じたようだ。もっとも、陳湯は甘あまいだけの男ではない。ちゃんと武ぶ器きや馬具一式は捨すててある。ハミなしでは、遊牧民とはいえ馬を操あやつるには一苦労する。追つい跡せきされないための用心だ。

　陳湯たちが去ると、馬たちは不思議そうな目で彼らを見送っていた。やがてどこかへ立ち去るだろう。

　草原に別れを告げ、天山の山さん麓ろくぞいの道を進んだ。

　伊奴毒とは別の匈奴部隊に遭そう遇ぐうする危き険けんがあった。それに発見されないような道を選んだのだ。

　陽はすでに沈しずんだ。

　灌かん木ぼくに馬をつなぎとめ、あたりから薪まきを拾ってきて暖だんをとる。晩ばん秋しゆうの夜の冷気は容よう赦しやなく体温を奪う。

　段会宗が食料を調達してきた。数羽の雁かりだ。

「さすが、神しん弓きゆう手しゆ！　天下無む双そうの快かい男だん児じ！　おまえさんがいると助かるよ。食料に困こまらないもんな」

　おおげさにほめちぎる陳湯に、段会宗は渋しぶい顔をした。

「矢がもったいないんだ。心して食ってくれよ」

　陳湯が獲え物ものをすぐに平らげてしまうため、そのたびに鳥を仕し留とめに行かなくてはならないのだ。消しよう耗もうする矢も馬ば鹿かにはならない。もし矢が尽つきたときに徘はい徊かいする狼おおかみや敵てきに襲おそわれたらしゃれにならない。

　陳湯が簡かん単たんに雁をさばいて、たき火であぶった。香こうばしい匂においが風に流れる。

　彼らが助け出した少女は、何もしゃべらなかった。

　陳湯らも何も語りかけない。少女がまだ動どう揺ようしているからだ。無理もない。目の前であれだけの惨さん劇げきがくりひろげられたのだから。

　陳ちん湯とうが自分の食しよく欲よくを満たすのに集中していたため、段だん会かい宗そうが少女に、焼いた鳥のもも肉を渡わたした。少女は無言で受け取り、それを口に運んだ。

　やがて気が落ち着いたのか、口を開いた。

「もっと早く礼をいうべきだった。助かった。あたしは星せい星せい」

　目線は下に落としている。素そっ気ない言い方だ。顔かたちは悪くないが、可愛かわいげはない。

「あなたは烏う孫そんの公主殿でん下かですね」

　段会宗が烏孫語できいた。

　星星と名乗った少女は、驚おどろいた顔でふたりを見つめた。その表ひよう情じように緊きん張ちようが走っている。

「……そうだ。あたしの兄は烏孫の大だい昆こん彌ぴ星せい靡ひ……」

　大昆彌というのは、烏孫における王の称しよう号ごうだ。この少女は烏孫王の妹いもうと御ごなのだ。

「そなたたちは？　漢人のようだが」

　星星の問いに答えたのは陳湯だ。彼も烏孫語をつかった。

「西せい域いき都と護ご府ふの者です。おれは陳湯。そっちは段会宗」

「……西域都護府」

　暗い表情が、星星の顔に浮うかんだ。烏孫の者ならば、威い名みようの高い西域都護府の名を知らないはずがない。助けてもらったのがその武官だと知ったら、喜び感かん謝しやするのが当然ではないか。陳湯と段会宗は、少女の不ふ審しんな様子に顔を見合わせた。陰いん鬱うつとした表情は、たき火の炎ほのおが弱くなってそうみえるだけだろうか？

　段会宗が言った。

「……薪を拾ってこようか。集めた分だけではこころもとない」

「ああ、そうしてくれ」

　ふたりは漢語で会話する。すると烏孫の少女はつぶやいた。

「烏孫の言葉で話せ。漢語はわからぬ」

「ああ、それはそうですね。失礼しました。なに、薪を拾いに行くと言っただけです。ご心配なく。おまえなんか誰もとって喰くおうなんて思わねえよ。この可愛げのないガキめ」

　前半を烏孫語で、後半を漢語で陳湯は言った。

　星星は鳥肉に目を落としている。

　苦く笑しようしながら段会宗がその場を離はなれ、陳湯と星星のふたりっきりになる。

　空気は一いち段だんと重くなった。

「ところで……」

　陳湯がきりだした。

「昼間の一件けんですが、あなたたちはなぜ匈きよう奴どと戦せん闘とうを？　偶ぐう発はつ的なものとは思えないのですが」

　一いつ瞬しゆんにして星せい星せいの身体からだがこわばった。血の臭においと恐きよう怖ふが脳のう裏りに蘇よみがえったのだろう。このことを聞くのは時期尚しよう早そうだったかもしれない。だがいずれは聞かなければならないことだ。

　星星はうつむいたまま、のどの奥おくから言葉を絞しぼり出した。

「知らぬのか？　匈奴が、われら烏う孫そんを滅ほろぼそうとしていることを」

「……匈奴に不ふ穏おんな動きがある、ということは聞いていましたが……」

「不穏？」

　返ってきたのは露ろ骨こつな嫌けん悪おだ。星星は立ち上がり、陳ちん湯とうに背せを向けた。

「明日、夜があけたら、あたしひとりで赤せき谷こく城じようへ戻もどる。おまえたちはついてくるな！」

　言い放ったあと、少し離れた場所に星星は横になった。陳湯に背せを向けて。

　眠ねむりはじめたようだ。

　小さな背中を見ながら、陳湯はわずかに自じ嘲ちようした。

　何も語りかけなかった。

　彼女が何も答えないことは目に見えていたから。







　三日月は冷ややかに地上を見つめている。

　段だん会かい宗そうは、手にした木の棒ぼうでたき火をつついた。薪まきが爆はぜ、火の粉こが舞まい上がる。

　星星を起こさないように、陳湯に小声で言った。

「まず整理してみる必要があるな。ここ数年の西せい域いきの情じよう勢せいについて」

　陳湯も段会宗も、甘かん延えん寿じゆの赴ふ任にんとともに西域にやってきた。辞じ令れいをうけとったのが一年前。烏う塁るい城じようの西域都と護ご府ふに着任したのはわずか半年前だ。都護の任期は三年。都護府の武官の大半は、前都護の時代から残ざん留りゆうしていたが、欠員が生じた部ぶ署しよにふたりは配はい属ぞくされたのだ。

　ふたりはそれまで中央の軍務に就ついていた。

　ときの左さ将しよう軍ぐんを馮ふう奉ほう世せいという。

　馮奉世は、武帝、昭帝、宣せん帝てい、元帝の四代に仕えた宿将だ。八十歳さいに達しても甲かつ冑ちゆうを着込み、西域の最前線で戦い続けた男だった。当時の漢軍部の中ちゆう枢すうは外がい戚せき出身の貴き族ぞくによって占しめられていた。彼らは門もん地ちによって権けん力りよくにのぼりつめただけなので、当然実戦経けい験けんなど皆かい無む。下か士し官かんから叩たたき上げられた馮奉世が、数少ない漢軍の実戦派はの第一人者だったのだ。

　漢の辺へん境きように侵しん入にゆうした異民族羌きようを討とう伐ばつするため、馮ふう奉ほう世せいが出しゆつ陣じんしたことがある。

　羌は剽ひよう悍かんな民族で、平和なれした漢軍には手て強ごわい相手だった。馮奉世をもってしても苦戦の連続で、死し傷しよう者しやも多数出た。

　かつての漢の栄光はここにはない。幕ばく僚りようたちもうつむき加か減げんで沈ちん黙もくしたままだ。武帝の時代に燦さん然ぜんと輝かがやいた将星たちはもういないのだ。

　作戦会議でも事じ態たいを打開する策さくを見い出せない。

　戦うべきか？

　被ひ害がいをくいとめるため退たい却きやくするべきか？

　老将軍は苦く悩のうした。

　戦って敗やぶれることも、功なく退却することも、このうえない屈くつ辱じよくだった。都に帰き還かんしたのち、おのれの不ふ甲が斐いなさを皇こう帝ていに奏そうしたら自じ害がいしよう。悲ひ壮そうな決意をかためたとき、馮奉世の耳に妙みような音が飛び込んできた。

　どう考えても、いびきをかく音である。

　馮奉世だけでなく他の幕僚たちもそちらを見た。

　末席で、男が腕を組んでいる。だがその目は閉とじられている。

　こんなときに居い眠ねむりしているのだ。

「おい、きさま！　なに考えている！」

　男の隣となりに座すわっていた部将が怒ど鳴なった。男は気だるそうに目を覚ます。そして、口元のよだれを拭ぬぐった。

　非ひ難なんの声を男は無む視しし、ふところから地図をとりだした。戦場の地図だ。馮奉世はじめ諸しよ将しようが見つめるなか、男は無言で地図上を指し、その指を移い動どうさせる。

「莫ば迦かな！」

　参謀たちはみな腹はらを立てた。だが、馮奉世だけはその男を凝ぎよう視しして言った。

「おぬし、名はなんと申した？」

　その男は新しん参ざんだった。これまで目立たなかったために、名を忘わすれたのだ。

「陳ちん湯とう」

　彼は告げた。

「可か能のうなのか？　そのような作戦が」

「多分」

「たぶん、だと！」

　凡ぼん庸ような参さん謀ぼうたちが声をそろえるが、馮奉世は揚あげ足あしを取るようなことはしなかった。

「わかった。では、おぬしがその作戦の指し揮きをとれ。よいな」

　陳ちん湯とうはにやりと笑う。話のわかるじいさんだと思ったのだろう。

　精せい鋭えい部隊をあたえられ、出発した。

　目指すところは羌きようの後方。

　だが羌軍は険けん峻しゆんな地に陣じんをしいている。三方は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。迂う回かいできる道などなかった。だからこそ漢軍は後方迂回作戦を捨て、正面からの戦いに固こ執しゆうしていたのだ。

　だが、陳湯はこのあたり一帯の地形、地図にのっていないような獣けもの道みちまですべて熟じゆく知ちしていた。最初に調べあげていたのだ。

　途と中ちゆう、道が途切れていても、断崖にへばりついて進軍した。多くの兵士が谷底に転落する。落石が兵士を押しつぶす。そして、たどりついた先は、無む防ぼう備びな羌軍の背はい後ごだ。

　突とつ入にゆうする。

　羌軍はありえない方向からの攻こう撃げきにあわてた。だがその数は少ない。すぐさま撃げき滅めつしようとする。だが、命令をくだそうとする指し揮き官かんたちはことごとく馬上から転落した。

　矢に射いられているのだ。

　まっ先に突とつ入にゆうしてきた部ぶ将しようが矢を放った。すさまじいまでの正せい確かくさだ。混こん乱らんする羌軍に対し、その部将は矢の尽つきた弓を捨て、長ちよう剣けんを抜ぬく。

　徒と歩ほながら、騎き馬ばの兵よりも俊しゆん敏びん。

　剣を一度振ふるうだけで、数人の羌兵が倒たおされる。囲まれると跳ちよう躍やくし、そこから脱だつする。そしてまた敵てき兵へいを血の海に沈しずめてゆく。

「あいつ、すごいな」

　感かん嘆たんばかりしている陳湯ではない。みずから長剣をとり、乱戦のなかに身を投じる。

　同時に、正面から馮ふう奉ほう世せいひきいる漢軍も突っ込んできた。

　勝敗の帰き趨すうは決まった。

　戦いのあと陳湯はまず、もっとも勇戦した部将のもとに駆かけつけた。

「あんた、名は？」

「段だん会かい宗そう、字あざなは子し松しようと申す」

　生き真ま面じ目めな態たい度どで男は答えた……。

　馮奉世は、戦いに勝利したことより、陳湯と段会宗のふたりを得たことをなにより喜んだ。ついに次世代の将しよう帥すいを見つけたのだ。そして自分の幕ばく下かに置いて、経けい験けんを積ませた。

　やがて馮奉世は病に倒れ、卒そつした。

　馮奉世の後任は王おう商しようという人物だ。元げん帝ていの父、宣帝の皇こう后ごう（元帝の義ぎ母ぼ）であった王氏の一族だ。もちろん戦場にでたことなど一度もない。だが自分の派は閥ばつづくりには長たけていた。まず人事異い動どうで陳湯と段会宗を西せい域いきに追いやった。名将の影えい響きようの強いふたりを配下においておくことを嫌きらったのだ。ふたりはいるべきところを失った。

　だが結けつ構こう嬉々として西域に赴おもむいた。馮奉世亡なき今、宮きゆう廷てい勤づとめは窮きゆう屈くつなだけだった。

「……匈きよう奴どの呼こ韓かん邪や単ぜん于うは、主上の前で膝ひざを折ってまで服ふく属ぞくを誓ちかっている。実じつ際さいにここ数年、漢と匈奴の間に戦いは起こっていない。烏う孫そんが漢と同盟を結んでいることはやつらも承しよう知ちしているはずだ。それでいて、なぜ烏孫を攻せめなければならないんだ？」

　段だん会かい宗そうの問いに、陳ちん湯とうはただ一言。

「わからん」

「だが、あの子の言っていることも噓うそではないように思える。実際、戦せん闘とうは起こったわけだしな」

「ま。ここまで情じよう勢せいが混こん沌とんとしているのも、前の都と護ご殿とのの怠たい慢まんのおかげだろうぜ」

　陳湯のいい方に、段会宗は苦く笑しようしながらも賛同する。

　甘かん延えん寿じゆの前任者は才さい覚かくには問題なかったが、とにかくことなかれ主義を貫つらぬいた。在任中、西域から長安に送られてくる報ほう告こくには、「辺へん境きよう安あん寧ねい」の四文字しか書かれていなかった。中央政府も疑うたがいもなくそれを信じた。

「そういう報告を都護がだしたくなるのも無理はないよな。朝廷の阿あ呆ほうらは権けん力りよく争いで忙いそがしくて、こっちまで気が回らんし。肝かん心じんの帝みかどは、腐くさりかけの儒じゆ者しやや、もう腐ってる宦かん官がんのおべんちゃらを聞いていい気になってるだけだからな」

「おいおい、子し公こう」

　この場に、他に誰だれもいないことがわかっていても、会話が聞かれているのではないかと思って段会宗はあたりを見回す。もしこんな言葉が中央にもれたら、一発で死し刑けいだ。

　朝廷では、元帝の祖そ母ぼ（宣帝の生母）の一族王氏、義母の一族王氏、皇后の一族王氏と、三つの王氏が権力争いをくりひろげていた。それにくわえ、皇こう帝ていの寵ちよう愛あいする石せき顕けんという宦官がのさばっていた。この宦官に政せい治じ理念などない。自分の嫌いな人物を、讒ざん言げんして失しつ脚きやくさせるしか能のうのない男だ。丞じよう相しようや御ぎよ史し大たい夫ふはというと、失脚をおそれて、帝や石顕にごまをするだけだった。

「その丞相にしても、『論ろん語ご』の一節をもちだして他人をいびることしかできない能無しだがな。とにかく武将を毛嫌いしているらしいし、そんなところに都護が報告をあげても、無視されるのがおちだな」

　陳湯は、串くし刺ざしにした蜥蜴とかげをたき火の中で焼いていた。

「西域都護はどうされるおつもりだろう」

「さあ。甘延寿が並なみの男なら……」

　蜥蜴をとりだす。焼きすぎたようで黒くろ焦こげになっていた。さすがにそれを口にする気にはなれず、指先でしっぽをつまんで小さく振り回した。

「長安に異い変へんを報告しても、出兵の許きよ可かがおりる可か能のう性せいは低い。功こう績せきをあげても認みとめられる可能性は低い。なら、前の都護と同じように、三年の任期を無事に過すごそうとするだろうぜ。下手に動いて責せめをくらうよりましだからな」

「都護は並の男か、否いなか」

「ま、雑ざつ用ようとかの余よ計けいな仕事をおれに押おしつけようとしなけりゃ、それはそれでいいけどな……」

　と言ったところで、陳ちん湯とうが口を閉とざした。

　背はい後ごに人の気配を感じた。

　ふたりが振り返ると、そこに烏う孫そんの少女が立っていた。

「起こしましたか。公主殿でん下か」

　段会宗が言った。

　星せい星せいはふたりを見下ろしていた。

　頰ほおが紅こう潮ちようしている。両りよう眼がんにたき火の炎ほのおが映うつし出されている。

「今言ったこと。本当か？」

　声が震ふるえていた。

　漢人ふたりは顔を見合わせた。

　ずっと眠ねむったふりをして、彼女はふたりの話に聞き耳をたてていたのだ。それはよいとして、陳湯たちは漢語で会話していた。烏孫人の少女には聞かれてはまずい話ではあるからだ。彼女は漢語はわからないと言っていたのに、なぜ話の内ない容ようがわかったのか？

「なるほどね。あんた、漢語がわかるのか」

　陳湯は冷れい笑しようした。噓をついていた少女に対してというよりも、あっけなくだまされた自分たちに。なるほど、女の噓に男はこうも簡かん単たんにだまされる。

「四年前だ。あいつらが来たのは。最初はよくいる盗とう賊ぞくだと思っていた。自分たちの力で撃げき退たいすることができた。でも、あいつらはだんだん強くなってた。なんでも北の諸しよ国こくを占せん領りようして、西の康こう居きよとも盟めい約やくを結んだらしい。次に来たときには歯が立たなかった。戦いに敗れて、お城しろは包囲された。なんとか陥おとされずにはすんだけど、多くの人たちが北へ連れていかれた」

　少女は手を握にぎりしめている。

　陳湯がきいた。

「そいつらが匈きよう奴どだな」

「そうだ」















「匈奴の呼こ韓かん邪や単ぜん于うは漢と和親を結んでいる。それをいまさら破やぶるとは思えんが、なにかの間違いじゃないのか？」

「……そう。間違ってる」

　星せい星せいはうめいた。

「おまえたちが間違ってる。あいつらは呼韓邪単于じゃない。郅しつ支し単于よ！」

「……郅支単于」

　その名を聞いて、陳ちん湯とうは沈ちん黙もくしてしまった。かわりに段だん会かい宗そうが聞いた。

「郅支単于といえば、呼韓邪単于との抗こう争そうに敗れて死んだと聞いてましたが」

「死んだ？　そんな話を信じてたの？　どうりで、あたしたちが何度救きゆう援えんを求める使者を出しても、漢軍がこないはずだわ」

　吹ふき出してくる感情を抑おさえきることができない。

「死ななくてもいい人が、たくさん死んでいった！　でも、おまえたちを責せめるのは筋すじ違ちがいよね。しょせんはよその国だもの。どうなっても関係ない！」

　西せい域いき都と護ご府ふは匈奴から西域の国々を守るための組そ織しきであるから、本来、まっさきに救いの手を差し出さなければならない。星星の言葉は痛つう烈れつだ。

　だが、西域都護府の怠たい慢まんだけがすべてだろうか？

　使者が何度も訪おとずれれば、少なくとも善ぜん後ご策さくの検けん討とうくらいはなされるだろう。だが烏う孫そんからの使者がやってきたという話は聞いたことがない。

　誤ご解かいをとくため、話し合う必要がありそうだ。

　陳湯は立ち上がり、少女を落ち着かせようと肩かたに手をまわした。

　手が触ふれた瞬しゆん間かん、星星は眉まゆをつりあげた。

「あたしに触さわるな！」

　少女の右手がひるがえり、陳湯の頰ほおを打った。

　乾かわいた音が耳に残ざん響きようする。

　星星は呆ぼう然ぜんとしていた。あまりに衝しよう動どう的てきな行動を取ったあと、どうすればよいのかわからないのだ。

　ふたりに背せを向けた。

「……もう。もう漢なんかに頼たよらない。あたしの国は、あたしたちで守る」

　烏孫公主は駆かけ出し、馬に飛び乗った。そして暗くら闇やみの中に去ってゆく。

　いい大人ふたりは立ちすくんでいた。

　長い沈黙のあと、段会宗が声をかけた。

「おめでとう。いきなりふられたな」

「泣いていいか？」

「……それはやめてくれ。それはそうと、どうする？　お姫ひめさまを追うか？」

　段だん会かい宗そうは真顔に戻もどっている。陳湯は、

「ひとりにするわけにもいかんだろ。とりあえず、赤せき谷こく城じようへと向かうとしよう」

　ふたりは荷物をまとめ、馬に乗った。

　陳湯の頰は赤くなり、まだしびれが残っていた。

「ひねりの効きいたいい平手打ちだ。だがあれじゃ嫁よめには行けんな、絶ぜつ対たい」

　憮ぶ然ぜんとしてつぶやいた。

　頰はかすかに濡ぬれていた。少女の手のひらが涙なみだで濡れていたからだろう。




　　　　４




　中国の北方には荒こう涼りようとした沙さ漠ばくと草原が広がっている。

　そこには、農のう耕こう民みんの漢民族とはまったく異ことなった生活様式と文化と思想をもつ民たみが暮くらしていた。牧ぼく畜ちくを行い、牧草地を求めては各所を移い動どうする遊牧民族たちだ。遊牧の民は子こ供どものころから馬になれ親しみ、狩しゆ猟りようで弓の技わざを鍛きたえていた。大人になるころには自然と勇ゆう敢かんな兵士となってゆくのだ。中ちゆう原げんが農のう繁はん期きに入ると、素そ朴ぼくな遊牧民は勇ゆう猛もうな略りやく奪だつ者しやとなる。馬ば蹄ていの音を轟とどろかせ、湾わん刀とうを振り回す。奪うばえるものはすべて持ち去ってゆく。中国にとっては憎にくむべき宿しゆく敵てき。

　匈きよう奴どは、遊牧騎き馬ば民族のなかでも最大最強の勢力だ。

　高こう祖そ劉りゆう邦ほうが漢帝国をうちたてたころ、匈奴にもひとりの英えい雄ゆうがあらわれた。

　冐ぼく頓とつ単ぜん于うという。

　冐頓がまだ太子のころ。彼は、隣りん国ごく月げつ氏しに人ひと質じちとして送り込まれていた。間もなくして、冐頓の父、頭とう曼まん単于の軍勢が月氏を襲しゆう撃げきした。息子むすこを人質にしているにもかかわらずだ。

　当時、頭曼単于には寵ちよう姫きとのあいだに別の子こ供どもをもうけており、その子に跡あとを継つがせるため、邪じや魔まな冐頓を謀ぼう殺さつしようとしたのだ。

　攻せめ込まれた月氏の王は、当然、激げき怒どした。そして人質を殺すよう命じる。危き険けんを察さつ知ちした冐頓は襲撃者を斬きりたおし、馬を奪って匈奴に逃にげ帰った。思いがけず帰き還かんした息子の勇ゆう敢かんさを、頭曼単于は賞しよう賛さんした。だが内心不ふ快かいだったことはいうまでもない。冐頓もすべてを見通していた。殺意をいだき、父に服ふく従じゆうしながらも暗殺の機会を狙ねらった。

　あるとき、冐頓は部下を集めて言った。

「わしが弓で射いたものを射よ。背そむく者は斬きる」

　まず、自分の愛馬を射た。

　汗かん血けつ馬ばとよばれる名馬で、日ひ頃ごろから冐頓が大事にしている馬だ。矢を放つことを躊ちゆう躇ちよした者もいた。冐頓は、それらを即そく座ざに斬った。

　次いで、自分の愛あい妻さいを射た。

　胸むねに矢を受けて泣き叫さけぶ彼女に、だれも矢を放てなかった。

「射ぬか！」

　冐頓は残ざん酷こくに言い放つ。その声に従い、ひとり、またひとりと矢を放った。全身に矢を受け、彼女は絶ぜつ命めいした。ここでも矢を放たなかった部下を斬った。

　後日、父とともに狩かりに出かけた。冐頓はひそかに父の愛馬を射た。部下たちはためらうことなく矢を放った。冐頓の意に背く者はいなくなったのだ。

「わしの馬はどうしたのじゃ」

　頭曼単于は息子にたずねた。冐頓は何も言わなかった。ただ弓を構え、放つ。矢は腹はらに当たった。続いて、数十の矢が単于の身体からだに突き刺さった。頭曼単于は最後に、息子の底知れぬ恐おそろしさを見たのかもしれない。

　父を殺し単于の地位に就ついた冐頓は、匈奴の版はん図との拡かく大だいを目指した。漢との激げき突とつは必ひつ至しとなった。

　匈きよう奴ど騎き兵へいの大軍をひきいて万ばん里りの長ちよう城じようをこえて南下する。これに対し、高こう祖そ劉りゆう邦ほうもみずから三〇万の兵を従えて迎むかえ撃うった。両軍は激突したが、意外に匈奴はもろく、退たい却きやくをはじめた。漢軍はそれを追撃する。だが匈奴軍の退却は素す早ばやい。漢軍はひきずられ、漢の騎兵と歩兵の間に距きよ離りが生じた。その時を狙って、冐頓は突とつ如じよ反攻に転じた。

　匈奴の伏ふく兵へいが漢軍に襲いかかった。あっけなく漢軍は壊かい滅めつし、劉邦は包囲された。彼にとって、項羽と激戦を展てん開かいして以来、最大の危機だった。

　だが、冐頓も劉邦を捕とらえるまでにはいたらず、和約を結んで本国に引き返した。匈奴にとっては有利であり、漢にとっては屈くつ辱じよく的てきな条じよう件けんでだ。匈奴に対して毎年多た額がくの賠ばい償しよう金きんを支し払はらい、漢の皇こう族ぞくの娘むすめを匈奴に送らなければならなかった。そして匈奴を兄、漢を弟としたのだ。

　文帝、景帝の時代になっても、両者の関係は変わらない。だが穏おん健けんな政せい策さくをとる両皇帝のもと、敵てき愾がい心しんはうすらいだ。時には戦ったものの、交流が活発に行われ、辺境はにぎわった。平和的に漢の物産が手にはいるなら、それにこしたことはなかったのだ。

　そして漢に武帝が即位する。

　この若わかく鋭えい気きに溢あふれる皇帝は、中ちゆう華かの君主が夷い狄てきに屈することが許ゆるせない。それまでの対話路線を刷さつ新しんして、攻勢に打って出た。

　霍かく去きよ病へいをはじめ、李り広こう、衛えい青せい、李り陵りようなどという名めい将しようの活かつ躍やくもあって、匈奴の勢せい力りよくは駆く逐ちくされた。生命線である西せい域いきの支し配はい権けんを失うと、匈きよう奴どは衰すい退たいする一方だった。それに追いうちをかけるように、匈奴に内部分ぶん裂れつが起こった。

　宣せん帝ていの神しん爵しやく年間（紀元前六〇年前後）。

　匈奴では呼こ韓かん邪や単ぜん于う、屠と耆し単于、呼こ掲けい単于、車しや犂り単于、烏う籍せき単于の五人が乱立する事態に陥った。このなかで、呼韓邪単于と屠耆単于が二強と呼べる存そん在ざいだった。

　屠耆単于はまず、弱小の三単于を攻めて併へい吞どんした。そして雌し雄ゆうを決すべく、呼韓邪との戦いに向かった。兵数では呼韓邪が不利。だがそれを呼韓邪は不利とは思わなかった。

「呼こ屠と吾ご斯し、頼たのむぞ」

　呼韓邪単于はかたわらの青年武将に語りかけた。男はうなずきもしない。そしてわずかな手勢を連れて出撃した。この呼屠吾斯という人物は呼韓邪単于の兄で、呼韓邪陣営でも最有力の武将だった。

　長く待つ必要などない。

　呼屠吾斯は帰還した。全身を血で染そめている。片かた手てには屠耆単于の首をさげていた。

　呼韓邪単于は兄の武勇を頼もしく思う反面、恐おそれた。そして不安は現実となる。呼韓邪の留る守す中、呼屠吾斯は反乱を起こして自立し単于を名乗った。

　郅しつ支し単于だ。

　郅支単于は屠耆単于の残存勢力を吸きゆう収しゆうすると、一挙に呼韓邪を急きゆう襲しゆうした。呼韓邪単于に立ち向かうすべはない。敗やぶれ、呼韓邪は逃げた。南へ。万里の長城を越こえて。漢の皇帝に膝ひざを屈くつして救いを求めたのだ。その心中は怒いかりで煮にえたぎっていた。誇ほこり高い騎馬の王がひれ伏ふさなければならなかったのだから。

　そのころ郅支単于は各地の平定に奔ほん走そうしていた。漢に逃のがれた弟のことなど頭にはない。没ぼつ落らくした呼韓邪が匈奴の地を踏むことは二度とないだろう……。

　その隙すきを呼韓邪は衝ついた。漢軍の精せい鋭えいを引き連れ、郅支の本ほん拠きよ地ちを襲撃した。

　郅支不在の匈奴軍は、並なみの強さといったところだ。一撃で破り、王城は呼韓邪の手に戻もどった。今度は郅支単于が去らなければならなかった。落ち延のびたさきは、むろん漢ではない。西せい域いきの地だった。

　郅支はまず、草原の大国康こう居きよの客将となった。

　康居は、西域にあって漢とはよしみを通じていない。東に隣りん接せつする烏う孫そんとは長年敵てき対たいしており、強大な戦力を欲ほつしていたのだ。郅支にとってこれほど好都合なことはない。康居の軍勢を指し揮きして烏孫に侵しん入にゆう。その地を劫ごう略りやくした。康居にとっては頼もしい存在だったが、郅支はその地位に満足していない。まず烏う掲けい、堅けん昆こん、丁てい令れいという北方の三国を滅ほろぼし、自分の支し配はい下かにおいた。

　天山以北の地に動乱の影かげを投げかけていた。







　……蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆれている。

　天てん井じようから吊つるされた絹きぬの幕まくに影が映うつし出されている。

　上半身。雄ゆう大だいな体たい軀くの影。

　ゆるやかに動いている。

　そのたび、絹を引き裂さくような女の声が響ひびく。

　その間かん隔かくが短くなる。

　快かい楽らくの飽ほう和わ。その寸すん前ぜん、影の動きが止まった。

「どうしたの？　呼こ屠と吾ご斯し」

　声が戸と惑まどう。女の甘あまい声だ。

　影は無む視しして立ち上がる。天幕の裾すそがひるがえった。姿すがたをあらわした男は、並外れた長軀の持ち主だった。鋭気に溢あふれた眼がん光こう。筋きん肉にくの鎧よろいには光こう沢たくがある。年ねん齢れいは四十を超こえているが、みかけは三十なかばにしか見えない。

　郅しつ支し単ぜん于う。匈きよう奴どの王だ。

　裸はだかのまま、閨ねやの出口まで歩み寄った。扉とびらを開けると、そこに男がひざまずいていた。

「伊い奴ど毒どくか」

　烏う孫そん公主を襲撃した男だ。伊奴毒は夜中押しかけたことを恐きよう縮しゆくするように背せ中なかをまるめ、下を向いていた。大おお柄がらな男なのだが、この単于の前では、体格、風格とも見劣りする。

「夜分、申し訳わけありませぬ。ただいま帰き還かんしました。その報ほう告こくを……」

「烏孫公主は？」

　郅支が言った。

　郅支は烏孫の地を狙ねらっている。情勢は彼に有利だった。だが烏孫の頼みとする漢に介かい入にゆうされてはまずい。そのため、街かい道どう沿ぞいに網あみをはりめぐらし、救きゆう援えんを求める使者をかたっぱしから捕らえて殺してきたのだ。西せい域いき都と護ご府ふに使者が来ていないわけだ。だが今度は烏孫公主が出向くという。殺さず捕らえよというのが郅支の命令だった。

　沈ちん黙もくするだけの伊奴毒に、郅支は冷れい笑しようする。

「良い話は聞かせてもらえそうにないな」

　相手を押しつぶしてしまいそうな低い声。威い圧あつ感かんに伊奴毒は身体からだを震ふるわせた。

「おまえらしくもないな。聞かせてもらおう。失敗した事情を」

　伊い奴ど毒どくはうつむいたまま、告げる。

「我われ々われは、一度公主を捕らえました。ですが邪じや魔ま者ものが入りまして」

「誰だれだ。それは」

「……漢人のようでしたが、詳くわしいことは……」

「このあたりに漢人がうろついているはずはない。いるとすれば、西域都護府とやらの者か」

「は。おそらく」

　郅しつ支しの顔に苦味が走る。

「西域都護府が動いたとすれば厄やつ介かいだが。その漢人は何人の兵をひきいていた？」

「……その漢人と、もうひとり」

「ふたりか？　まさか噓うそではあるまいな」

「本当でございます」

　伊奴毒が顔をあげる。

　郅支と目があった。

　郅支は沈黙する。だがそのあと、大声で笑いはじめた。

「な、なにが……」

　狼ろう狽ばいする伊奴毒に、郅支は告げた。

「どういう心しん境きようの変化だ？　その顔は」

「これでございますか」

　伊奴毒はあごに手をやる。その姿すがたを見て、郅支は振ふり返った。天幕の中から鏡を持ってきて、それを伊奴毒に投げ渡す。

「見てみろ」

　言われるままに、鏡で自分の顔を見る。

「あ、ああ！」

　伊奴毒は激はげしく動どう揺ようした。

　伊奴毒の顔には髭ひげがなかった。

　それはどうでもいいことだ。

　だが、もうひとつ、本来あるべきものがなかった。

　眉まゆ。

　右目の眉だけ、きれいにそり落とされているのだ。

　やられた。

　伊奴毒は落らく胆たんした。あの漢人は、髭を剃そるようにみせて、ひそかに眉を剃っていたのだ。道理で、部下たちが目を合わせないはずだ。見つめていたら、かならず吹ふき出してしまうだろう。

　郅しつ支しは言った。

「ご苦労だ。伊奴毒、今日は休め」

　白い歯を見せる。妙みように邪じや気きのない顔。だがその顔を見せるときの郅支が最も恐おそろしいことを、伊奴毒は知っていた。

　うなだれる伊奴毒の襟えりを郅支はつかんだ。腕、肩、胸むねの筋きん肉にくが膨ふくれ上がる。伊奴毒の身体が宙ちゆうに浮ういた。

　伊奴毒の視し線せんが、郅支の胸のあたりまでもちあがった。伊奴毒は自分の足で立ってはいない。彼の体軀を郅支は腕一本で支ささえているのだ。

「匈きよう奴どは……」

　全身が紅こう潮ちようしている。憤ふん怒ぬが汗あせになって流れ出している。

「匈奴は何者にも屈くつさぬ。漢にも、それに媚こびへつらう呼こ韓かん邪やにも」

　言い放ったあと、左腕が暴ぼう風ふうを巻まき起こした。拳こぶしが伊奴毒の腹はらにめりこむ。鈍にぶい音。伊奴毒は、肺はいのすべての空気を吐はき出した。

　腕をはなす。伊奴毒の身体は床に崩くずれ落ちた。身体を折り曲げ、その場に嘔おう吐とする。

「次は期待している」

　伊奴毒を一いち瞥べつもせず、郅支はきびすをかえした。天幕の中にもどると、散さん乱らんしている衣服を着込む。牀しようの上に座すわっていた女が郅支をみつめていた。彼女に近ちか寄より、頰ほおに手をあてる。

「すまない、今夜はもう遊んでやれなくなった」

　笑えむ。

　それだけ言うと郅支は閨ねやからでてゆく。悠ゆう然ぜんとした足取りで。

　伊奴毒は、ただ自分の吐き出した汚お物ぶつをみつめていた。

　扉とびらの外で郅支の声が響ひびいた。

「……出しゆつ陣じんの用意をせよ。烏う孫そんを伐うつ」

　その声は女の耳には入らなかった。座ったまま気き絶ぜつしていたからだ。















第二章　赤せき谷こく城じよう
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　烏う孫そんの王都赤谷城は、巨きよ大だいな渓けい谷こくの中にある。

　星せい星せいを追った陳ちん湯とうと段だん会かい宗そうは、数日の騎き行こうのすえ、この城しろにたどりついた。道中は険けわしくはない。絲綢之路シルクロードの三本の幹かん線せんのうち、最北の天山北路の中ちゆう継けい地ちが赤谷城だからだ。だが、異い国こくの隊商とすれちがうことは少なかった。ここにも郅しつ支し単ぜん于うの影えい響きようがしのびよっているのだろう。

　丘の上から赤谷城を望んだとき、漢人ふたりはおもわず声をあげた。

　眼がん下かには蒼あおく広大な湖。

　天山からの雪ゆき解どけ水が流れ込み、底まで澄すんだ湖をつくりだしている。

　その湖上に赤谷城は浮うかんでいた。

　赤い石で造つくられた城じよう壁へきが、蒼い湖水、蒼い山やま並なみ、蒼い空に映はえる。

「……すごいな。子し公こうよ」

「ああ、仙せん境きようというやつが本当にあるとしたら、ここの事を指すんだろう」

　毒どく舌ぜつ家かの陳湯ですら、しばらくこの風景に見入っていた。

　烏孫人は遊牧民だ。だからその民は定住せず、簡かん易いテントに住む。だが烏孫の王族はこの地に城を築きずき、春夏秋冬を過すごしている。その建造物は西せい域いき諸しよ国こくの城じよう郭かく都市とは違ちがう。どこか漢風だ。長安の宮きゆう殿でんとくらべても、美しさは見み劣おとりしないだろう。

　ふたりから少し離はなれた場所に、烏孫公主はいた。感かん嘆たんしきりの漢人たちを見て、やや得意げだ。

　陳湯をひっぱたいてから飛び出したものの、すぐに追いつかれた。匈きよう奴どにまた襲おそわれるのではないかという不安も残っていた。それに、漢人は無礼なものの悪意はないと感じたので、同行は許ゆるした。言葉は交かわさなかった。食料も自分の携けい帯たい食をつまんだ。

　赤谷城は内城と外城にわかれている。外城は湖岸に建造されている。そこには庶しよ民みんが住み、兵士の営えい舎しやや旅行者のための宿もある。内城には宮殿と政せい庁ちようがあった。内城は湖に浮かぶ小島の上に建てられている。そのため、城自体が湖水に浮いているように見えるのだ。

　遊牧騎馬民族は戦いにおいては剽ひよう悍かんだったが、その暮くらしぶりは素そ朴ぼくだ。赤谷城には天山以南のオアシス都市のような雑ざつ然ぜんとした活気はないが、普ふ段だんなら住民たちに笑え顔がおが絶たえない。

　公主に続いて、漢人ふたりも外城の門をくぐった。

　公主の姿をめざとく見つけた子こ供どもたちが駆かけ寄よってくる。

「ひめさま！」

「ひめさま！　ひめさま！」

「おかえりなさい！」

「だいじょうぶだった？」

「きょうどにいじめられたの？」

「なかなかった？」

　無む邪じや気きな笑顔の子供たちにも、城外の緊きん迫ぱくした状じよう況きようはわかるのだろう。星せい星せいは馬から降おり、子供たちを抱だき寄せた。はじめて笑顔を見せる。

「ん。ありがと。あたしは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　小さな騒さわぎに、周りの大人たちも公主の帰き還かんを知った。

「姫ひめさま、心配しておりました」

「よくぞご無事で！」

「莫ば迦か野や郎ろう、こんなひどい格かつ好こうをされているんだ。ご無事なわけないだろう！」

「あ、これは……」

　星星は自分の姿を見た。

　ところどころ破やぶけた衣服には、乾かわいて黒くなった血けつ痕こんがこびりついている。彼女をかばって死んでいった男たちの血だ。顔も、髪かみの毛も、汗あせと泥どろにまみれている。

　女たちがすすり泣く。

「慕したわれているんだな、彼女。どうだ子し公こう？」

「……何が、どうなんだ」

「見直したかっていうことだ、彼女を」

「知るか。興きよう味みない」

　隅すみのほうで突つっ立っている漢人に注意を向ける者はいなかった。漢人の来らい訪ほうは珍めずらしいことに違いないのだが、それより公主の帰還がなにより嬉うれしいのだ。

　疲ひ労ろうと安あん堵ど感かんで星せい星せいは膝ひざを折った。もれる言葉は弱々しい。

「あたしのせいで、みんなが……」

　随ずい伴はんした若わか者ものは皆みな還かえらなかった。そのことに誰だれもが沈ちん黙もくしたが、なじる者はいなかった。初老の女性が、公主を抱き起こした。

「あなたの責せき任にんではありません。あなただけでも還って来られた。そのことを息子むすこもきっとよろこんでますわ」

　死んだ騎兵のなかに彼女の子息もいたのだろう。落らく涙るいが、星星の髪かみを濡ぬらした。

　みな慟どう哭こくする。その輪が割われ、あらたな人ひと影かげがあらわれた。

「大だい楽らくさま」

「おお、左さ大だい将しようさま」

　その声には敬けい意いが払はらわれている。五十過ぎの男だった。立りつ派ぱな風格の持ち主であり、癖くせのある赤い髭ひげを生やしている。優やさしくおだやかな双そう眸ぼうで星星をみつめている。

「大楽叔お父じさま！」

　その男の胸むねに、星星は飛び込んだ。

「星星、無事で何よりじゃ。匈きよう奴どに襲おそわれたと聞いた時には肝きもをつぶしたぞ」

　大きな身体からだで少女を抱きとめて、言った。

「ご心配かけました。あたしが至いたらなかったばかりに」

「よい、よい。今は家でお休み。いつ帰ってきてもいいように、食事と湯あみの支し度たくはしておいたからの」

「ありがとう、大楽叔父さま」

　星星の頭越しに、大楽は見なれない二人組の姿を見た。星星にきいた。

「あのお方たちは？」

　視し線せんがあい、段だん会かい宗そうが礼をする。少し遅れて、陳ちん湯とうも頭を下げた。

「漢の……西せい域いき都と護ご府ふの」

「本当か！」

　星星のつぶやきに、大楽は声をあげて喜ぶ。だが星星は嫌けん悪お感かんを隠かくさない。

「あいつらを信用しないで。とくに、背せの低い方。ふざけた顔してる奴やつ」

「これ、失礼じゃぞ」

　姪めいをたしなめる。星星は大楽をふりきり、人ごみをかきわけて内ない城じようのほうへと消えていった。

　大楽は、ため息をついたあと、陳湯へと歩み寄った。

「申し訳わけありませぬなあ。あれはよい子なのじゃが。がさつなのがのう。何か失礼な事を申しませんでしたかの」

　流りゆう暢ちような漢語で話しかけてきた。

　大楽の拱きよう手しゆに陳湯も返礼する。星星が何を言ったのかは聞こえなかったが、ろくでもないことを吹き込んだということは、容よう易いに想そう像ぞうがつく。

「とても礼れい儀ぎ正しいお方ですね。少なくとも、いきなり人をぶん殴なぐるような女には……いてて」

　陳湯の暴ぼう言げんが止まったのは、背はい後ごで段会宗が尻しりをつねったからだ。

「おれは西域副ふく校こう尉い陳ちん湯とう、こいつは段だん会かい宗そう」

「わしは左大将の大楽でござる。大だい昆こん彌ぴと星せい星せいの叔父ですじゃ」

　穏おだやかな口調のなかに、苦く悩のうが見える。

「お待ちしており申した。お疲れかとは思いますが、烏う孫そんを取り巻まく状況は深しん刻こくでの。できればこれから大昆彌に会ってもらえぬか。詳しい話はその席で」

「ああ、構かまいませんよ」

　陳湯はうなずいた。

　大楽の先せん導どうで、ふたりは内城へと続く桟さん橋ばしを渡わたった。目の前には美び麗れいを誇ほこる赤せき谷こく城じようの楼ろう閣かくがそびえたっていた。
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　かつての烏孫は、匈きよう奴どの西の端はしに位置する小しよう勢せい力りよくだった。ある年、匈奴の侵しん攻こうをうけて、烏孫王が殺された。

　烏孫王に昆こん莫もという息子がいた。国が滅ほろびたときにまだ幼よう児じだった昆莫は、草原に捨すてられた。

　家も、育ててくれる人もない。新鮮な食料を求めて狼おおかみや鷲わしが徘はい徊かいする地だ。この幼おさな子ごはすぐに死ぬだろうと、誰だれもが思った。

　数年後、昆こん莫もは草原で発見された。少年へと成長した姿すがたで。死んでいなかったのだ。それどころか、少年のために鷲が食べ物を運び、狼が授じゆ乳にゆうしていた。匈奴の単ぜん于うは、昆莫を神の子だと思い、それ以後養育した。

　成長した昆莫は匈奴の将軍となり、数々の功こう績せきをあげていた。だが単于が死去したとき、匈奴からの独どく立りつを決意した。

　烏う孫そんの遺い民みんをひきつれ、西へと走った。新天地は天山山脈の北ほく麓ろく。当然、匈奴は激げき怒どし、大軍をあげて昆莫を追つい撃げきした。だが、昆莫はこれを撃げき破はした。二度、三度と襲いかかる匈奴軍に対し、昆莫と烏孫の民は団結して戦った。そして敗走してゆく匈奴軍を見送りながら、勝利の歓かん声せいをあげたのだった。

　しかし、再さい興こうしたての烏孫の国力では、強大な匈奴に対たい抗こうするのは難むずかしい。そこで昆莫は同どう盟めい者を求めた。はるか東、匈奴を退しりぞけつつあった漢がその相手だった。

　ときの皇こう帝てい武帝は昆莫の存そん在ざいを知り、喜んだ。そして娘むすめを彼に嫁とつがせる事にした。最上の敬意を烏孫に払はらったのである。

　妃きさき選びは難なん航こうした。娘たちにはそれぞれ有力な後ろ楯だてがおり、最果ての地に娘を嫁がせる事に猛もう反発したのだ。結局選ばれたのは、武帝の娘ではなかった。江こう都と王おう劉りゆう建けんの娘、細さい君くんという女じよ性せいだ。

　江都王は景帝の孫であり、武帝の甥おいにあたる。だが、この人物は異い常じよう性せい格かくの持ち主だった。

　父の愛あい妾しようを奪うばう。実の妹と相そう姦かんする。女官を池で溺でき死しさせ、あるいは家臣を狼に喰くい殺させて愉ゆ悦えつにひたる。人と獣けものの子をつくろうとして、裸はだかの女官を四つん這ばいにさせて犬と交わらせる……。

　皇族という事もあって、不所業はおおめにみられてはいたが、結局謀む反ほんに及およんで、一族もろとも処しよ刑けいされた。ひとりだけ生き残ったのが細君だ。罪ざい人にんの娘。そういう境きよう遇ぐうが、異い郷きように嫁がせるのに都合がよかったのだ。

　盛せい大だいな行列が組まれ、細君公主は烏孫に輿こし入いれした。

　細君は悲嘆した。

　はるか西せい域いきに嫁がされたこともあるが、夫となる昆莫はこのときすでに老人で、言葉も通じなかったからだ。傷しよう心しんの彼女に、昆莫は優やさしく接せつした。天山の麓ふもとの湖に漢風の宮きゆう殿でんを築き、公主を住わせた。烏孫の民も純じゆん朴ぼくで、かれらと接しているうちに細君の心は慰なぐさめられた。

　だが。

　年老い、死期をさとった昆莫はうらわかい細君の身を案じて、ある提てい案あんをした。息子むすこの岑しん陬しゆに細君を妻めあわせようとしたのだ。細君は驚おどろいた。彼女は昆莫の妻なのである。それがどうして、義ぎ理りとはいえ息子と再さい婚こんできるだろうか？　だが遊牧民たちにとって、生母以外の女性を父から子へ受け継つぐ事は、禁きん忌きではなかった。過か酷こくな草原の環かん境きようが、そういう風習を造つくったのだ。

　細君公主は武帝に使者を出して、それを止めさせようとした。だが返事は「烏う孫そんは漢とともに匈きよう奴どを滅ほろぼそうとしている。両国の和親のために我が慢まんしてくれ」という素そっ気ないものだった。

　やがて昆莫は卒した。細君は岑陬の妻となり女児をもうけた。だが心労が重なった細君も、ほどなくして世を去った。

　細君は死去したが、烏孫との関係を絶たやすわけにはいかない漢は、あらたに嫁がせる公主を選びだした。

　細君のときと事じ情じようは変わらない。選ばれた少女を解かい憂ゆう公主といった。楚そ王おう劉りゆう戊ぼの孫まご娘むすめだった。

　楚王は景帝の時代に「呉ご楚七国の乱らん」を起こした首しゆ謀ぼう者しやのひとりだ。やはり謀反人の一族だったのだ。

　解憂公主は烏孫に嫁ぎ、岑陬の妻となった。岑陬が死ぬと、次は肥ひ王おうという人物の妃きさきとなった。その肥王との間に五人の子をもうけた。長男を元げん貴き靡ひといい、肥王のあと、烏孫大だい昆こん彌ぴの地位を継ついだ。三男が左さ大だい将しよう大だい楽らくだ。元貴靡が没ぼつしたあと、解憂は望郷の念から、漢へと戻もどっていった。大昆彌は元貴靡の息子星せい靡ひが継いだ。星せい星せいはその実じつ妹まいで、解憂公主の血を四分の一ひいていることになる。

「星星の顔はわしの母上にそっくりじゃ。それ以上に似にておるのがあの性格での」

　大楽が陳ちん湯とうに告げた。

　大昆彌との会見の準じゆん備びが進められている間、大楽は漢人たちに烏孫の歴史を説明していたのだ。

「母上も相当に気の強いかたじゃった。匈奴の侵攻。大昆彌の地位をめぐる内乱。じゃが母上は動じず、皆を叱しつ咤た激げき励れいなさった。時にはみずから馬に乗り、戦場を駆かけたこともあってのう」

　細君公主と解憂公主の境遇は似ていた。だが違っていたのは性格だ。解憂は運命を嘆なげかず、現状を変えようとした。彼女に随ずい伴はんした漢人の中には、教養のある女官も多く含ふくまれていた。彼女たちは烏孫人に漢語を教え、漢の礼節になじませようとした。時には、公主みずから烏孫人の中に入っていった。その人ひと柄がらもあって、烏孫の民はますます漢に親しみをおぼえたのだった。

「大楽叔お父じさま！」

　星せい星せいが顔をみせた。汚よごれた胡こ服ふくから、薄うすい草色の寛かん衣いに着き替がえていた。汗あせを洗い流した肌はだは白く輝かがやいている。

　陳ちん湯とうは、はじめてじっくりと星星の顔を見た。

　赤みを帯びた長い髪かみ。澄すんだ碧へき眼がんは西せい域いき人の特とく徴ちようだ。だが柔やわらかな顔の造ぞう型けいは確たしかに漢人だった。祖そ母ぼの特徴が色濃こくでたのだろう。

「何見てるのよ！」

　星星は顎あごを突き出す。容よう姿しはともかく、言動はまるっきり子こ供どもだ。

「兄さまは？」

「寝しん室しつじゃ。副ふく校こう尉い殿どのと会う準備をしておるはず」

「じゃ、あたし様子みてくるね！」

　足取りが妙みように弾はずんでいる。通路の奥おくに消えたあと、しばらくしてから、顔だけ見せた。

「準備できたって。大楽叔父さま。そのふたりを連れてきて！」

「これ、またお客人にむかって、そのような口を」

　たしなめるが、厳きびしさは全然ない。

「相当、甘あまやかしてるな」

「子し松しようよ。あれは野放しというやつだ」

　漢人ふたりはひそかに苦く笑しようした。







　星せい靡ひは、牀しようの上で上半身を起こしていた。

　烏う孫そんの王、大だい昆こん彌ぴだ。年ねん齢れいは妹と十歳さいあまり離れている。顔は星星と似ていた。紅こう毛もう碧眼。肌は白い。だが妹と違い、どこか青白く弱々しい顔立ちだ。強国烏孫の王は意外と繊せん弱じやくだった。

「体調がすぐれぬゆえ、このような格好で申し訳わけない」

「いえ、われらこそ突とつ然ぜん押しかけ、ご迷めい惑わくをおかけします」

　陳湯は丁重に礼を返した。これでも最低限の礼儀は心得ているのだ。

「生来病弱で、それゆえ匈きよう奴どなどにつけこまれるのでしょう。われながら情けないかぎりです」

　寂さびし気に烏孫王は笑う。

　飾かざり気のない寝室だ。そこに漢人ふたりと、烏孫側は大昆彌星靡、左大将大楽、星星。そしてもうひとりいる。険けわしい形相の男だった。陳ちん湯とうらが入室してから、ずっと彼らをにらんでいる。その視し線せんを受けて、段だん会かい宗そうは居い心地ごこち悪そうにしていたが、陳湯は平然と受け流している。

「小しよう昆こん彌ぴ烏う就しゆう屠とにござる」

　その男は言った。

　大昆彌が烏孫王なのに対して、小昆彌は副王ということになる。実じつ際さいは、病弱な星靡に代わって政せい務むをとりしきる摂せつ政しようというところか。

「われら辺へん境きようの小国烏孫のために、天てん兵ぺいをさしむけてくれもうした大漢帝てい国こくの皇帝陛へい下かならびに西せい域いき都と護ご閣かつ下かに、まずはお礼を申し上げる」

　丁てい寧ねいではあるが、口調に好意のかけらもない。眼光は鋭するどい。彫ほりの深い顔だちは生まれつきなのだろうが、敵意も感じる。いきなり挑戦的なのだ。

「それで、都護殿は貴き公こうらに何万の精せい兵へいを授さずけられたであろうか」

「こいつひとり」

　陳湯が即そく答とうする。言葉遣づかいが大昆彌に対するときと違ちがう。へりくだってくる相手にはそれ相そう応おうに、威い圧あつ的な相手には適てき当とうに応対する、というのが陳湯の信条なのだ。















　烏就屠は嘲ちよう笑しようで応じようとして失敗した。

「……では、おぬしとあわせて、ふたりか」

　隣となりで大楽も複ふく雑ざつな表ひよう情じようをしている。烏就屠は大楽に言った。

「これが、おまえが待ち焦こがれていた漢兵だ。ふたりでも一万の騎き兵へいに匹ひつ敵てきしようぞ」

「さすが小昆彌といわれるお方。よくわかっておいでで」

　陳湯が目を細めた。どのように烏就屠に対たい処しよするか決めたようだ。

「なんだと」

「この段会宗は、漢随ずい一いちの剣けん士し。お望みとあれば、郅しつ支し単ぜん于うの首を獲とってくることも可か能のうですが」

「莫ば迦かな事を言うな、子し公こう」

　段会宗はあわてた。陳湯の背はい後ごに控ひかえている彼がささやいた。

「おい、今から行ってこいなんて言われたらどうするんだ」

　陳湯の背中を指でつついている。

「ここはおれに任まかせろ」

「ああ、もう知らん。勝手にしろ」

　幸いな事に、陳湯の言葉を烏就屠は大言壮そう語ごと受け取ったようだ。

「漢人というのは口達者な者が多いと聞くが、おぬしらはまさにその通りよ。剣より口で人が殺せるわ」

「烏う就しゆう屠と、無礼じゃろう」

　大楽が叱しつ咤たするが、烏就屠も負けてはいない。唾つばを飛ばして言い返した。

「大楽、この際言っておく。漢は本心から烏う孫そんを助けようなどと思っておらぬ。匈きよう奴どと烏孫を嚙かみ合わせ、最後に漁ぎよ夫ふの利りを得ようとしておるのだ。見え透すいておる。そうであろう、漢人！」

　匈奴や烏孫のような遠えん隔かくの地を漢が占領したところで、得るものは少ない。それどころか統とう治ちに負ふ担たんがかかり、国力を消しよう耗もうするだけだ。そういうことで、漢が烏孫に野心を向けるということはありえないのだが、この小しよう昆こん彌ぴは妄もう想そうをたくましくして感情的になっている。普通の人間なら心をこめて彼を説得し、両国の友好をそこねないように努力するだろう。だが陳ちん湯とうは。

「いやあ、小昆彌殿はなんでもお見通しですな。だてに小の一字がついているわけじゃない。恐おそれ入ります」

　おおげさに膝ひざを叩たたいて、言わなくてもいい事を言う。

「なんだと！」

　怒いかりが一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうする。烏就屠は腰こしの刀に手をまわし、抜ぬいた。

「やめて！　烏就屠叔お父じさま！」

　星せい星せいが叫さけぶ。

　烏就屠の湾わん刀とうは陳湯の目の前をかすめた。刀の先せん端たんが鼻先に突つきつけられるが、陳湯は身動きひとつしない。不敵に笑顔をつくる。

「冗じよう談だんです。小昆彌殿。漢はいつでも烏孫の味方です。多分ね」

「……次に軽口を叩いてみろ。本当に斬きるぞ」

「どうぞ、ご随ずい意いに」

「ふたりとも、そのくらいにせぬか」

　大楽が言った。苦々しげな表情だ。烏就屠の軽けい挙きよに対してでもあり、漢の西せい域いき副ふく校こう尉いの態たい度どに対してもだ。

　星星は両手を握にぎりしめている。それを見て、烏就屠は刀を戻した。姪の手前、仕方なしに、といった様子で。

「副校尉殿……」

　疲つかれきった声で、大昆彌がきいた。

「我われ々われが知りたいのは、漢から援えん軍ぐんを差し向けていただけるかどうか。ご助力をお借りする立場で、心苦しいかぎりなのですが。しかし、もし援軍がこないのであれば、早急に別の手を打たなくてはならないのです。漢に頼たよらなくても匈きよう奴どに打ち勝てる手を」

　一国の王らしからぬ物言いだ。陳ちん湯とうは好意を感じるとともに、この国王で匈奴に勝てるのか、柄がらにもなく心配になる。

「うちの皇帝の怠たい慢まんはおわびします。ですが、西域都護甘かん延えん寿じゆは……」

　うちの皇帝、ときりだしたことに烏う孫そん人はみな驚おどろく。段だん会かい宗そうはひとり口元をひきつらせている。

「甘延寿は常つねに精せい兵へいを手元に置き、訓練を重ねています。おれたちふたりをここに派は遣けんしたのも、有事の際にすみやかに対応するため。大昆彌さまがお望みなら、すぐにでも西域都護府に駆かけ戻り、都護に出兵させますが」

「兄さま、信用しないで」

「これ、星せい星せい。口をはさむでない」

　大楽はたしなめ、次いで大昆彌に言った。

「いかがされる。大昆彌」

　星せい靡ひの吐と息いきはこれからの困こん難なんを思ってのことだろう。彼も、陳湯の事を信用するべきか迷まよっているのだ。そして天てん井じようをあおぐ。

「もう一度だけ、漢を頼ってみよう。副校尉殿、援軍をお願いします」

　陳湯はうなずく。

「今日のところはゆっくりくつろいでくだされ。辺へん鄙ぴなところで何もありませぬが、ささやかながら宴うたげの支し度たくをさせますゆえ」

「ありがたく、お受けします」

　星靡は、一国の主にしては柔にゆう弱じやくだ。だが人柄は悪くない。親漢派の大だい楽らくと、嫌漢派ともいうべき烏う就しゆう屠との意見対立があるとはいえ、一国を保たもっているのも統とう治ち能のう力りよくには問題ないからだろう。だが人の良さだけで、郅しつ支し単ぜん于うとわたりあえるだろうか？

「妙な兄妹だな。妹の元気を少しわけてやりたいが……」

　陳湯が少女のほうを見る。目があって、あわてて星星は顔をそむけた。

　星靡が咳せき込こみはじめた。それが謁えつ見けんの終了を告げた。
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　月げつ亮りように照らしだされて、天山の万年雪が浮うかび上がっていた。

　風は冷気を帯び、秋のなごりを惜おしむこともなく流れてゆく。

　王宮の露ろ台だいから、峡きよう谷こく内ないの草原が展てん望ぼうできる。暗くら闇やみの中、ところどころで光の点が揺ゆれているのは、城じよう外がいの遊牧民がたき火をしているからだろう。

　露台にはふたりの影かげがあった。陳ちん湯とうと段だん会かい宗そうだ。ふたりは欄らん干かんにもたれかかっていた。奥の広間からは胡こ弓きゆうと月げつ琴きんの音色が流れてくる。酒の入った笑い声。美女の嬌きよう声せい。宴はなかばにさしかかったばかりだ。ふたりは夜風にあたるために中ちゆう座ざしていた。

　瑠る璃りの夜や光こう杯はいを口に運ぶ。葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんが欄干の上に置かれていた。強い酸さん味みのある酒が喉のどを滑すべり落ちてゆく。かなり杯さかずきを重ねたが、ふたりともまだ酔よってはいない。段会宗によれば「陳湯は、酒を飲んでも普段と変わらない。もともと酔ってるからな」

　たそがれている陳湯に、段会宗がきいた。

「いいのか、子公」

「なにが？」

「大だい昆こん彌ぴにあんな大見得をきってだ」

　段会宗の表情は渋しぶい。

　陳湯は、手中の夜光杯をもてあそんでいる。月の光をうけて、深しん紅くの液えき体たいが鮮あざやかな色を放っていた。

「すぐに烏う塁るい城じように駆け戻って、都と護ごに出兵を要よう請せいしても、すぐに兵がだせるわけじゃない。そのくらい、おまえも承しよう知ちしてるだろう」

「……ああ」

　漢の領内であれば、西せい域いき都護の裁さい量りようで自由に出兵できる。だがここは異い国こく。国こつ境きようを越こえて出兵するときには、中央政府の許きよ可かが必要なのだった。一度朝議にかけられ、皇帝の認にん可かがおりて、はじめて兵を出動させることができる。西域都護の独どく断だん専せん行こうをふせぐ措そ置ちだ。

「烏塁城から長安にむけて狼煙のろしをあげたとして、出兵許可がおりるのは何か月も先の話だ。それで間に合うのか？」

「さあ、わからん。よくてぎりぎり。それも勅ちよく命めいがすぐにおりるっていう前提での話だがな。朝ちよう廷ていのやつらに、ここで何が起こっているか見通すことなんてできない。また派は閥ばつどうしで足の引っ張りあいさ。誰だれかが功こう績せきをたてたら、ほかのやつらは愉ゆ快かいじゃないだろうからな」

「だろうな。だがたしかに、おれたちにできる事といったら、長安に出動要請を送ることぐらいだ」

　何かほかに方法がないか考えこむ段会宗に、陳湯が言う。

「ないわけじゃないぞ。策さくが」

「……ほう」

　妙にうれしそうに陳ちん湯とうが笑っている。段だん会かい宗そうは知っていた。陳湯がそんな笑えみを浮かべているとき、ろくでもないことしか考えていないということを。

「知りたい？」

「ぜひ教えてもらいたいな」

「それはな……」

　陳湯が口をとざした。人の気配を感じたからだ。ふたりは振り返った。そこに白い寛かん衣いを着た妙みよう齢れいの清せい楚そな美女が立っていた。

　と思ったら、星せい星せいだった。

　ふたりは視し線せんを城外に戻した。

　背後で烏う孫そん公主はしばらく立っていた。だが意を決したようにこちらに向けて歩み寄よってくる。「……なんであたしが逃にげなきゃならないの！」というぼやきがかすかに聞こえる。

「おい、子し公こう。公主殿でん下かをどう思う？」

「どうって？　どうも思わんよ」

「……おれはちょっと苦手だ」

　しみじみと段会宗は言った。

「あの子を見ていると、長安に残してきた家内を思い出すんだ。外面のかわいさに騙だまされて結婚などしてみたのが間違いだった。おまえも気をつけろよ」

「何をだ」

「女は恐こわいってことだ。ま、所帯をもってみるとわかるさ」

「そんなものかね」

「そんなもんだ」

　美び貌ぼうの妻をもつ愛あい妻さい家か。それが段会宗の都護府内での評ひよう判ばんだ。そんな彼にも知られざる苦労があるようだ。段会宗は逃げるようにその場から離れ、広間へと戻っていった。公主とすれ違うときうやうやしく敬けい礼れいしながら。

「主しゆ賓ひんがこんなところにいていいの？」

　陳湯の横に並ならんだ星星がきいた。敵てき意いこそ感じなくなったが、口調は刺とげ々とげしく、目もあわせようとしない。

「すこし夜風に当たりたいとおもいまして」

　陳湯は漢語で答えた。それが烏孫公主には気に入らなかった。

「ここは烏孫よ。漢語ではなく、あたしたちの言葉でしゃべりなさい！」

　強ごう情じような子だ。陳湯は烏孫語も問題なく話せるが、素す直なおに従したがうのもおもしろくなかった。おれは女に甘あまくないというところを、同どう僚りようの苦労人に見せつけておく必要があった。

「わかりました。公主殿下。烏孫語でお話しましょう。ですが、ひとつご容よう赦しや願いたいのですが」

「なによ」

「私はあまり烏孫語が得意ではありません。とくに敬語が苦手でして、少し乱らん暴ぼうな言葉遣づかいになるかもしれません。失礼だとはおもいますが、それでも構かまいませんか？」

　妙に丁てい寧ねいに言う。

「いいわ」

　星せい星せいは応じた。

　風に乗って、彼女の身体からだの匂においがとどく。陳ちん湯とうは穏おだやかならざる心境になった。ガキだとばかり思っていたが、こうして見ると、大人びているようにも感じる。ふと段会宗の言葉を思い出し、納なつ得とくした。

「昼間の事は悪かったわ。烏う就しゆう屠と叔お父じさまは普ふ段だんは優やさしい人なのよ。でも漢のことになると誰にも譲ゆずらなくて」

「叔父？」

「そう、大だい楽らく叔父さまと烏就屠叔父さまは兄弟なのよ」

　容よう貌ぼうも性せい格かくも似にていないので、そうとは気がつかなかった。烏就屠は大楽の弟だ。だが異母兄弟というやつで、烏就屠の母は西域人なのだ。だから烏就屠には、ほかの王族に見られるような漢人らしさはなかった。

「構わないさ。烏孫の状じよう況きようを知らなかったおれたちにも非はある。そうだろ」

　宣せん言げんどおりの言葉遣いで陳湯は言った。それも語調を低めて。先に丁寧な言い方で了りよう解かいを求めたのは、落差をつけるためだった。

　星星はどう対応していいかわからず、どぎまぎしている。

「漢語に戻そうか？　公主」

「いいわ、それで。でも兄さまや叔父さまたちの前ではやめて。漢語で話して」

「わかった」

　陳湯はにやりと笑う。これで、星星に対して精せい神しん的てき優ゆう位いにたてる。相手がガキであろうとなんだろうと、つけあがらせないことが大事だと陳湯は信じていた。

「お酒、いただけるかしら」

　居い心地ごこちの悪さをはねかえそうとして、星星が言った。

「飲めるのか？」

「なによ、莫ば迦かにしないで！　飲めるわ」

　夜や光こう杯はいに葡ぶ萄どう酒しゆを注ぎ、それを渡わたした。星せい星せいは杯さかずきを口元で止める。ひと呼こ吸きゆうおいたあと、一気にあおる。

　直後、顔をしかめた。

　白い肌はだが赤くなる。いや、見る間に青ざめている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　少女を気づかっているようにみえて、内心では大笑いしている陳ちん湯とうだった。

　酒杯を陳湯に突つき返して、星星は気分を落ち着かせた。

　一息いれたあと、彼女は言った。

「匈きよう奴どに対たい抗こうするのに、大だい楽らく叔父さまは漢の援えん助じよが必要だといい、烏う就しゆう屠と叔父さまは、漢は信用できないから自分たちだけで戦うと言ってる。あたしにはどちらが正しいかわからない。ねえ、教えて。漢の人たちは、あたしたちを助けてくれる？」

　このときばかりは、でまかせも、冗じよう談だんをとばす気にもならなかった。それが少女を無む惨ざんに傷きずつけてしまうとわかっているからだ。

「その可か能のう性せいは低い。武帝の頃ころならともかく。今の漢は、西せい域いきの事に興きよう味みを失っている」

「そうなの……」

　星星はうつむく。

「あなたは……あなたはどうなの？」

「おれか」

　饒じよう舌ぜつな陳湯には珍めずらしく、言葉に詰つまった。さまざまな想おもいが、脳のう裏りからあふれだしそうになる。何から話すべきか。いや、本来彼女に話すべきことではないはずだ。だが、しばらく黙だまったあと、陳湯は言った。

「もう十年も前になる。おれの友人に谷こく吉きつという男がいたんだ」

　異い郷きように夢ゆめをはせ、そして匈奴に使者として旅立った旧きゆう友ゆうは、それ以来長安には戻もどってこなかった。陳湯の前に姿を見せることはなかった。

「匈奴って？」

「ああ、呼こ韓かん邪や単ぜん于うじゃない。呼韓邪なら漢と和親を結んでいる手まえ、漢の使者に手を出すことはしないだろうからな。あとで知ったことだが、あいつが会いにいったのは郅しつ支し単于だったんだ」

「……殺されたの？」

「いや、わからん。もしかしたらまだ生きているかもしれない。朝廷のほうでも、最初は捜そう索さく隊たいを出した。だけど足取りはつかめなかった。単于に会ったっていうところまではわかってるんだ。そのうちにみんな谷吉のことなんか忘わすれてしまった。小役人ひとりがどうなろうと、知った事じゃないらしいからな」

「じゃ、あなたはその人を捜さがしに？」

「なにかと面めん倒どう見てくれたからな。おれひとりでも真しん剣けんに捜さがしてやらないと……」

　そう言ったきり、陳ちん湯とうはふたたび沈ちん黙もくした。

　谷吉が生きている。その可か能のう性せいを捨すてた事はこれまでなかった。漢人が匈きよう奴どに降くだり、単于の将しよう軍ぐんとして活かつ躍やくしたという例は、これまで何度かあった。谷吉は才能のある男だから、郅支単于も目をつけないはずはない。今頃匈奴の女といちゃついてるのではないか？

　だが、烏う孫そんを取り巻まく状況を知って、それが淡あわい期待にすぎないということを、いまさらながら悟さとらざるをえない。それに気き骨こつのある男だ。匈奴に降こう伏ふくするくらいなら死を選ぶだろう。

　素すの顔をさらけだしている陳湯に、星せい星せいが言った。

「あたしに出来る事があったら、何でも言って。あたしたちも漢に助けを求めるだけじゃだめだわ。力になれる事があったら協力する」

　向けられた双そう眸ぼうは真しん摯し。この少女が陳湯の目をみつめて話すのはこれが初めてだった。その気持ちに感かん謝しやしながらも、

「これはおれひとりがカタをつけなきゃならない問題だ。余よ計けいな口は挟はさまないでくれないか」

　彼女を巻まき込こみたくはなかった。我われながら嫌いやな性格だと、陳湯は自じ嘲ちようする。もっとほかに言いようはあるだろうに、と。

　当然、星星は眉まゆをつりあげる。

「余計な口で悪かったわね！　そういえば、最初に会った時に、あたしのこと可愛かわいげのないガキとか言ってたわね。いつまでもそんな口たたいてなさい。大事なとき助けてくれる人なんていなくなるんだから！」

　言い放って顔を背そむけた。いつもなら、得意の毒どく舌ぜつで言い返す事もできたが、このときは何も言葉が思い浮かばなかった。陳湯も視し線せんを城の外に向けた。

　星星は、何か言われたら言い返してやろうと身み構がまえているが、陳湯にその気はなく、ただ自分の思考に沈しずんでいる。

　風がいっそう肌はだ寒さむく感じる。

「あれ？」

　沈黙を破やぶったのは星星だ。

「変だわ」

「なにが？」

　星せい星せいの声が緊きん張ちようしている。視線は草原のほうを凝ぎよう視ししている。

　陳ちん湯とうも気がついた。

　草原の奥おくに見えるたき火の炎ほのお。それが、さっきより数が増ふえ、激はげしく燃もえている。

　たき火などではない。焼やき討うちにあっているような光景だ。

　露ろ台だいの下の広場が騒さわがしくなった。見ると、武ぶ装そうした兵士が行き交かっている。星星が身を乗り出して問いかけた。

「どうした！　何があった」

　突とつ然ぜん頭上から声をかけられて、兵士は驚いた。それが日ひ頃ごろから敬けい愛あいする公主だと知って、棒ぼうのように直立不動になる。

「きょ、匈きよう奴どです！　近きん隣りんの集落が襲しゆう撃げきされました！」

「匈奴！」

　郅しつ支し単ぜん于うの軍ぐん勢ぜいであるとは聞かなくてもわかる。陳湯も兵士にたずねた。

「どれくらいだ。敵てきの数は！」

「わかりません。われわれも状じよう況きようをつかみかねているので」

　兵士は、公主のとなりに立つ異い国こく人に嫉しつ妬との目をむけている。だがそんなことを陳湯は気にしない。

「役にたたんやつらめ」と言おうとしたが、公主の手前、陳湯は口を慎つつしんだ。

「陳湯！」

　少女にいきなり名を直ちよく接せつ呼よばれて、陳湯はおもわず背せをのばした。たとえ年長者や上官に名を呼び捨てにされても、反感を覚える彼だ。だが、星星にそう呼ばれると、なぜか清すが々すがしさを感じた。

　精せい神しん的てき優ゆう位いは、赤せき谷こく城じようの湖底に沈んでいった……。

「叔父さまたちに知らせて。すぐに救きゆう援えんにむかうと」

　そう言い残すと、星星は欄らん干かんを飛び越こえ、暗くら闇やみに身を投げた。

「あっ、こら、待て」

　陳湯はあわてた。この露台は王宮の三階にあるのだ。飛び降りて無事にすむはずがない。地面をうかがう。案の定、公主は地面に横たわっていた。だが、すぐに跳はね起き、駆け出していた。飛び降りた場所に馬草が積まれていたのだ。

「出しゆつ陣じんする。用意のできたものから我われに続け！」

「おう！」

　星星の声に、多くの兵士の応おう答とうが連れん鎖さした。

「まったくよ。無む茶ちや苦茶だぜ、姫ひめさま」

　陳湯は薄うすく笑うが、すぐにそれを消した。やや焦あせりぎみに広間へとむかう。実のところ、烏う孫そん公主のとった行動は戦せん術じゆつ的てきに非ひ常じようにまずいのだ。

　大だい楽らくたちも、異変を知ると酔よいを吹ふき飛ばした。烏う就しゆう屠とは、

「ひゃひゃひゃ。しゃしゅがは、しっしじぇんうよ。われりゃが、のんきにしゅへんをひりゃいておるしゅきを、みのがしゃぬわ」

　彼はかなり酔よっている。

　大楽は眉をひそめる。そして陳湯に告げた。

「ただちに出陣せねば。星せい星せいめ、わずかな手勢で何ができるのじゃ……。副ふく校こう尉い殿どのにもご助力していただけるか？」

「もちろん」

　なごやかな宴うたげは、一転してあわただしくなる。主しゆ賓ひん席で美女に囲まれ目め尻じりをさげている男をみつけて、陳湯は声をかけた。

「子し松しようさん。浮うわ気きの最中悪いが、お遊びは終わりだ」

「なに？　まさかおれの家か内ないが、ここに？」

「え？　子松さまって結けつ婚こんしてるの？」

　女のひとりが驚く。どうやら自分は独身だと告げていたらしい。

「……こら、さっさと立たんか」

「お、おう」

　段だん会かい宗そうに関して、いろいろと有ゆう意い義ぎな発見がある夜のようだ。これを材料に段会宗をいたぶるのは後々のこととして、今はやるべきことがほかにある。

「いい感じのところ、邪じや魔まするなよ子し公こう。……で、公主との仲はどうなったんだ？」

「ぶん殴なぐっていいか？　子松」

　段会宗は両手で自分の頰ほおを軽く叩たたいた。すると普段の顔に戻る。

　それ以降、ふたりは無言で戦いの準じゆん備びにとりかかった。
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　野の獣けものたちの眠ねむりをさまたげるように、騎き馬ばの群むれは疾しつ走そうする。

　夜に輝かがやく月が、行く路みちを指し示しめしてくれている。赤せき谷こく城じよう下か。たとえ闇やみ夜よでも、彼らは道を見失わず目的地に辿たどり着ける。

　先行するのは百騎あまりの烏孫騎兵。その先頭には星星の姿もあった。白い寛かん衣い姿すがたのままだ。甲かつ冑ちゆうは身につけていない。腰こしには細身の長剣を帯びている。付き従したがうのは熟じゆく練れんの騎兵たちで、後続、大だい楽らく麾き下かの主力をおおきく引き離はなしていた。

　丘を越こえる。

　焦こげ臭くさい匂においに顔をしかめる。そこに炎ほのおの壁かべが出現した。

　十ほど並ならんだ遊牧民の移い動どう式しき住じゆう居きよ、穹きゆう廬ろが燃もえているのだ。

「止まれ」

「停止！　停止！」

　星せい星せいが武ぶ将しように命じると、命令が部隊に伝わる。馬から飛び降りた少女は、そのまま駆け出した。

　人が倒たおれている。

　男のようだ。

　星星は抱だき起こそうとする。

　その手が止まった。

　男は身動きひとつしない。胸むねに刀かたな傷きずを負っていた。血が、胸から腹はらのほとんどを塗ぬりつぶしていた。

　もう死んでいるのだ。

　男の手が一方へ伸のびている。何かを捜さがすように。その先を星星は見る。そこに、妻つまらしき女と幼よう児じが倒れていた。

「なんで……」

　彼らだけではない。

　ほかに数十人、ここの住民はすべて殺害されていた。

　略りやく奪だつなどではない。

　誰だれがこれを行ったかは、わかっている。匈きよう奴ど、郅しつ支し単ぜん于うだ。

　だが、なぜこれほどの殺さつ戮りくをおこなわなければならないのか。

「みんなで手分けして、まだ生きている人を見つけて」

　騎兵たちに告げた。誰でもいい。ひとりでもいいから生きていてほしかった。

　目の前を風が吹ふき抜ぬけた。

「ぎゃ」

　同時に、騎兵のひとりが叫さけび、鞍くらから転落する。眉み間けんに矢が刺ささっている。即そく死しだ。

　弦つるの音が連れん鎖さする。

　星星はとっさに身を伏ふせた。その頭上を矢の雨が過すぎてゆく。

　矢は、烏う孫そん騎兵の列に注ぎこまれた。悲鳴と馬のいななき。騎兵は混こん乱らんし、矢を受けて昏こん倒とうする。

　囲まれている。

　そして星せい星せいは悟さとった。郅支の罠わなにはまってしまったことに。

　炎の向こうに騎影がうごめく。鷲わしの紋もん様ようの旌せい旗き。

　匈きよう奴ど軍だ。

　屈かがんだまま、星星は矢の中をくぐり抜けた。そして身軽に馬に飛び乗る。同時に長剣を引き抜いていた。何も言わず、何も考えず、匈奴の軍列にむけて馬を疾しつ駆くさせていた。

「姫ひめさまに続け！」

「姫さまを守れ！」

　少女の行動に、烏う孫そん軍の規き律りつは見事に蘇よみがえった。もともと西せい域いき随ずい一いちの剽ひよう悍かんな民だ。少々のことでは臆おくさない。烏孫騎兵は一丸となって、匈奴軍に突とつ撃げきした。

　匈奴兵はあわてた。矢の攻撃でじっくり戦力と戦意をそいでから皆殺しにしようという心づもりだったのだろう。いきなり向かってきた烏孫兵に対応が遅おくれた。

　銀色の月げつ亮りようを彩いろどる、深しん紅くの鮮せん血けつ。

　弓から湾わん刀とうへ持ち替かえようと焦あせる匈奴兵の首くび筋すじに、星星の長剣が滑すべり込こんだ。柔やわらかい手ごたえ。そしてあまりにも不ふ快かいな手ごたえ。

　騎兵は頸けい動どう脈みやくを切せつ断だんされ、馬から転げ落ちる。

　人を斬きった。

　殺した。

　生まれてはじめての経けい験けんに、ひどい嫌けん悪おと、吐はき気が生じた。

　あやうく落としそうになる長剣を、星星は固く握にぎりなおした。ここは戦場なのだ。泣き言など許ゆるされない。

　烏孫の鋭するどい攻撃に、匈奴の一角が崩くずれる。包ほう囲い陣じんの突とつ破ぱは目前だった。だが、星星の前に、黒い影かげが立ちふさがった。

　騎影だ。それは暴ぼう風ふうの勢いきおいで、星星のかたわらをすり抜けた。

　月光が走る。

　湾刀に反はん射しやした光だ。それが一いつ閃せんするだけで、後続の烏孫騎兵五人が吹き飛んだ。

　悲鳴などあげる暇ひまなどない。みな即死だ。

　烏孫の勢いはせき止められた。

　振り向きたくはなかった。しかし、振り向く以外に何もできなかった。

　ひと回り大きな青あお鹿か毛げの悍かん馬ば。そこに身を委ゆだねる、巨きよ大だいな影。手にする刀も、星星の背せ丈たけほどはありそうだ。流りゆう麗れいな弧こを描えがく、幅はば広ひろの湾刀。形は呉ご鉤こうと呼ばれる武器だが、その大きさはまるで違う。それをこの騎兵は片かた手てで軽々と振り回している。

「おのれ！」

　ふたりの烏孫騎兵が怒ど声せいを発して、立ち向かった。

　呉鉤が水平に走る。

　耳みみ障ざわりな音が立て続けに起こった。その光景に星せい星せいは目を背けることができない。一いつ瞬しゆんの出来事だった。ひとりは頭ず蓋がい骨こつをきれいに両断され、もうひとりは腰から下が離ればなれになった。

　ともにひと振り。

　強きよう烈れつな悪お寒かんを感じ、奥おく歯ばあたりが震ふるえる。星星は卒そつ倒とうしそうになった。

「お初にお目にかかる。天山に名高き烏孫公主殿でん下か」

　冷ややかで、狼おおかみのうなりを思い起こさせる声だ。

「あ……あたしを、知っている？」

「皆みなからは単ぜん于うと呼よばれている」

　郅しつ支し単于！

　烏孫の仇きゆう敵てき。それが今少女の目の前にいた。勇ゆう猛もうさは聞いていた。だが想そう像ぞうをはるかに絶ぜつしている。

　だが、恐きよう怖ふを憎ぞう悪おが上回った。

「皆の」

　息を飲み込んだあと、星星は一気に吐はき出した。

「みんなの仇かたきだ！」

　馬ば腹ふくを蹴けり、低い姿し勢せいから郅支単于に向けて走る。長剣を刺し突とつに構かまえた。

　郅支はまだ冷然としている。湾刀はだらりとさげたままだ。

　長剣の先端が首筋をねらう。

　突き刺した。

　だが、寸すん前ぜんで郅支は軽く身体からだをひねり、かわしている。同時に、右みぎ腕うでがひるがえった。星星の背中に呉鉤が叩き込まれた。

　激げき痛つうを感じたのはほんの一いつ瞬しゆん。

　死を感じたのも、一瞬だけ。

　その瞬間、星星の心に、あの漢人の顔がよぎった。

　なぜだかわからない。

　小さな身体からだは吹き飛び、地面に叩きつけられた。そして動かなくなる。

「姫さま」

「姫さま！」

　烏う孫そん騎兵たちは動転した。

「皆殺しにしろ！」

　狂きよう気きじみた声が匈きよう奴ど兵の中からあがる。包囲が狭せばまり、ひとり、またひとりと、烏孫兵は倒たおされてゆく。もはやなすすべはない。

「これが西せい域いき随ずい一いちの勇ゆう猛もうをうたわれた烏孫兵だとはな。いかに漢化などというものが愚おろかなことか」

　郅しつ支しの表情は、冷れい笑しようから嘆たん息そくに変わっていた。そして、地面に横たわる烏孫公主を眺ながめた。

　手下の騎兵が、星せい星せいの両手を後ろ手に縛しばっていた。そして抱かかえ上げようとする。その身体が痙けい攣れんした、喉のど元もとに矢を受けていたのだ。

　新たな怒声。それとともに匈奴軍の一角が崩れた。

　烏孫兵だ。大だい楽らく麾き下かの主力が到着したのだ。

　勝利に酔よいしれようとしていた匈奴兵は、また乱らん戦せんの中にひきもどされた。そのなかをひとりの騎兵が突き抜ける。

　匈奴兵でも、烏孫兵でもない。

　甲かつ冑ちゆうは身につけていなかった。東方、漢風の軽けい装そう。

　陳ちん湯とうだ。

　長弓を引き絞しぼる。僚りよう友ゆうの段だん会かい宗そうには及およばないが、陳湯の弓術も並ではない。もっとも目立つ匈奴騎兵に対して矢をはなった。

　郅支の眉み間けんに、正せい確かくに矢が吸すい込まれる。その寸前で郅支は矢をつかみ取っていた。

　陳湯は弓を捨てる。

　そして長剣を抜く。

　愛馬の栗くり毛げは、まっすぐ郅支のほうへと疾しつ走そうした。

　すれちがいざま、長剣と呉ご鉤こうが交差した。

　陳湯の腕に強きよう烈れつな痺しびれが残った。陳湯は最初の一いち合ごうで知った。この匈奴人がなみはずれた雄ゆう敵てきであることを。

　位置をいれかえて、両者は対たい峙じする。

　ふたりの中間には、少女が倒れていた。身動きしない。息をしているのかもわからない。

　陳湯は焦った。

　だが、見かけは平然としている。眼がん前ぜんの男に笑えみを送った。

「匈奴に人なし。と聞いていたが、まさにそのとおり。人材不足で熊くまにまで鎧よろいを着せてるとはね」

　それを聞いて郅しつ支しも笑えみを浮うかべる。

「その言葉返してやろう。漢に人なしと聞いていたが、戦場に平服であらわれる莫ば迦かはいるのか」

「ああ、滅めつ多たにはいないがね」

　内心はともかく、両者とも愉ゆ快かいげな面おも持もちだ。まわりでは血みどろの戦いが続いている。だが、別の場所にいるかのようにふたりは落ち着いている。

　陳ちん湯とうが言った。

「あんた、郅支単ぜん于うだな」

「そうだ」

　郅支が答える。すると陳湯は鼻で笑った。

「なにがおかしい」

「いや、なに。あんたが出向いてきてくれたおかげで、おれがわざわざそちらまで行かなくても良くなったからさ。さっさとあんたの首を獲とって、都と護ご府ふにもどりたいんでね。西域中の美女がおれの帰りを待ってるからな」

　陳湯の軽口に、郅支も口元をゆがめる。

「漢人よ。名は何と申す」

「阿あ湯とう」

　問いに、陳湯はそう答える。

「阿湯。残念だが、女たちには涙なみだを流させることになる」

「死んで泣いてくれるなら本望だね。あんたにはいるのかい？　そんなひとが」

「……おまえの知ったことではない」

　漢人の口車に乗せられそうになったのを悟って、郅支は顔を引き締しめ直した。陳湯の技ぎ量りようを計りかねているのだ。口だけの男ではない事は、最初の一合で郅支も気づいている。

　青鹿毛を疾駆させる。

　陳湯も栗毛を走らせた。

　距きよ離りがなくなる。郅支は呉ご鉤こうで薙なぎ払はらった。軽い一撃。だがそれは常人の渾こん身しんの振ふりをはるかに超こえる威い力りよくだ。

　陳湯の姿すがたが消えた。

　郅支の頭上に跳ちよう躍やくしていたのだ。

　空中で一回転。そして長剣を突き出す。鋭するどく速い刺突だ。

　突とつ然ぜんの変化に、郅支はのけぞった。

　陳湯はそのまま落下する。そこに、郅支の横をすりぬけた愛馬がいた。その鞍くらにおさまる。

　長剣の先に血けつ痕こんが着いている。

　郅支の右耳から頰ほおにかけて、鋭い傷きずが走っていた。流れ出し、口元に達した血を、郅支はなめた。

「血を流すのは、いつ以来だったか」

「案外、きのう以来だったりしてな。女に嚙かまれて血が吹ふき出たとか」

「どこをだ」とは郅支は聞き返さなかった。郅支は強きよう靭じんな精せい神しん力りよくの持ち主のようだ。戯ざれ言ごとにも揺ゆり動かされることはない。それどころか久ひさ々びさに手ごたえのある敵に巡めぐり会えたことを喜んでいる。

　逆ぎやくに、陳ちん湯とうは舌した打うちする。今の技は必殺のものだ。本当なら、頭ず蓋がい骨こつを刺さし貫つらぬいているはずだった。それをかわしたのは、郅支の勘かんが鋭いからだろう。

　だが勝機は見み出いだした。

　腕力勝負ではとてもかないそうにない。しかし、腕力自じ慢まんはえてして鈍どん重じゆうなものだ。そして俊しゆん敏びんさには彼は自信があった。

　陳湯は長剣を刺突に構えて突き出す。

　緩ゆるやかな突き。

　郅支の呉ご鉤こうと交わる寸すん前ぜん、その軌き道どうを二度、変化させた。

　緩かんから急。神速の変化だ。

　剣けん尖せんが、郅支の眉み間けんを狙ねらう。

　瞬しゆん間かん、呉鉤が跳はね上がった。最短の軌道をとり、長剣を跳ね上げた。陳湯の腕から長剣がもぎ取られようとする。それを必死のおもいでつかみ直した。

　速さにおいても互ご角かく。

　陳湯に仕し掛かけを後こう悔かいさせる暇ひまをあたえず、呉鉤が、体たい勢せいを崩くずした陳湯の脇わき腹ばらに走る。

　長剣をあわせる。重い衝しよう撃げきで鞍から転落しそうになる。

　息をつく間もなく、呉鉤が陳湯の頭上に落ちた。身体からだをまっぷたつにされる寸前、陳湯は長剣で防ふせいだ。だが鈍にぶい音がして、長剣は根元から折れた。

　とっさに、陳湯は馬上から身を投げている。

　そのまま、呉鉤は垂すい直ちよくに振りおろされた。

　悲鳴を上げたのは、陳湯の愛馬だ。

　鞍から腹までを一刀で両断されたのだ。栗毛はおびただしい血の量と内ない臓ぞうを大地にぶちまけて、倒れた。

「うそだろ」

　さすがに陳ちん湯とうは絶ぜつ句くする。

　柄つかだけになった長ちよう剣けんを郅しつ支しにむける。かたわらには、烏う孫そん公主が倒たおれていた。彼女を左手で引き寄よせた。

　かすかに息はしていた。

「死んではおらぬ。刀の峰みねで打ったからな」

「そりゃ、お優やさしいことで」

　郅支は追い討ちをかけようとはせず、馬上からふたりを見下ろす。

「おい、公主。しっかりしろ」

　陳湯の呼よびかけに反はん応のうしない。身体にうけた衝撃は相当なものだった。気絶しているのだ。

　その間にも、陳湯のまわりを匈きよう奴ど兵が取り囲む。

　ひとりでなら逃にげることもできる。

　だが、少女をおいてゆくわけにはいかなかった。

　脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうだ。







　匈奴は退たい却きやくをはじめた。

　荒あら々あらしく訪おとずれた風は、去ってゆくときも素す早ばやい。烏孫兵はそれを見送りながら、安あん堵どに胸をなでおろしていた。

　甲かつ冑ちゆうに身を包んだ大だい楽らくのもとに報ほう告こくが入ったのは、その後。

「星せい星せいが捕つかまったじゃと！」

　手にした湾わん刀とうを地面に叩たたきつけた。

　だが、うかつに匈奴軍を追うわけにはいかない。多数の負ふ傷しよう者しやを収しゆう容ようするほうが先決であったし、郅支単ぜん于うも反撃の態たい勢せいを整えているだろうから。正面から戦っても、全ぜん滅めつするだけだ。

　匈奴騎兵を数十人斬きりふせていた段だん会かい宗そうは、僚りよう友ゆうの姿をもとめ、戦場を駆け回っていた。

「子し公こう、子公！」

　応答はない。

　陳湯の愛馬が惨ざん殺さつされているのを見つけ、段会宗は呆ぼう然ぜんとした。















第三章　虎こ狼ろう相そう闘とう
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　都タ頼ラ水ス。

　後の世、大だい唐とう帝てい国こくとイスラム帝国との間で、歴史的な会戦が行われたことで有名なこの河かわのほとりに、郅しつ支し単ぜん于うの居きよ城じようはあった。この河は絲綢之路シルクロードの通り道でもあり、烏う孫そんと大国康こう居きよの両方を扼やくす要よう衝しようでもあった。

　略りやく奪だつによって連行してきた民たみを、城しろの建けん造ぞうにあたらせた。老人や女子こ供どもも関係はない。昼も、夜も。過か酷こくな労働で多くの人が命を落とした。それによってできたのが、郅支城だった。







　通路を吹ふき抜ぬけてくる風に、落命した人々の怨えん嗟さの声を聞いた気がした。

　星せい星せいはまだ足を引きずっていた。全身にひどい痛いたみが残っている。両りよう腕うでを縛しばった縄なわも、まだ解とかれてはいない。彼女の両りよう脇わきには、湾刀をかかげ持つ匈きよう奴ど兵が監かん視しするように従したがっている。逃げ出せそうにはなかった。

　広間へと連れてこられた。

「ようこそ、我わが居城へ。公主殿でん下か」

　壇だん上じようの豪ごう奢しやな椅い子すに腰こし掛かけているのは郅しつ支し単于だ。左手で頰ほお杖づえをつき、右手では酒しゆ杯はいをもてあそんでいる。

　ただの酒杯ではなかった。

　白い球体。人の頭部ほどの大きさ。

　頭ず蓋がい骨こつだ。

　かつて、匈奴の英えい雄ゆう冐ぼく頓とつ単于は、攻せめ滅ほろぼした敵てき国こくの王の頭蓋骨を酒杯として使っていたという。その類たぐいだ。星せい星せいは嫌けん悪お感で顔をそらす。

　彼の左右には臣下が並ならんでいる。その中を、郅支の目前まで引き立てられた。

「さっさと殺せ。烏孫の女は死など恐おそれない！」

　覚かく悟ごができているわけではなかったが、烏孫の王族として、助けを求める気にはなれなかった。

　郅支は冷笑を向けた。

「公主殿下。そなたに害をくわえる気はない。予はそなたを賓ひん客きやくとしてお迎むかえしたつもりだが」

「これで賓客といえるの？」

　左右の兵士を見て、星星は言った。

「よかろう。縄をほどいて差し上げろ」

　兵士のひとりが星星の背はい後ごに回って、手首のいましめをほどく。

「さがれ」

　と郅支が命じると、兵士ふたりは引き下がった。だが、星星の動きには目を光らせている。不ふ審しんな行動があれば、すぐに飛びかかってくるだろう。

「公主殿下に、予の盟めい友ゆうを紹しよう介かいしておこう」

　郅支が告げると、左右から何人かが進み出た。

「康こう居きよ王殿。予の最大の協力者だ」

「公主殿下。なにとぞよしなに」

　康居王というのは、初老の男だった。中背で、とくに外見に特とく徴ちようはない。郅支の前では存そん在ざいすらかすみそうだ。形の上では、郅支は康居の客将だ。だが、これではどちらが主人かわからない。実じつ質しつ、郅支が康居を乗っ取っているのだろう。

「そのとなりが、康居の副王、抱ほう闐てん殿」

　この男は、康居王と違ちがって壮そう年ねんでたくましい。草原の猛もう将しようといった感じだ。星せい星せいに言葉をかけることはしない。勝ち誇ほこった笑みをうかべている。

「伊い奴ど毒どくは、すでに知っているな」

　その名をきいて、さんざん追いかけまわされたことを思い出した。顔を見るのも嫌いやだった。だが、視し界かいの端はしに入った伊奴毒の顔を見ると、星星は一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした。

　髭ひげのない顔。

　そして、右の眉まゆもない。

　それは知っている。陳ちん湯とうが剃そっていたところを見ていたから。

　しかし今は、左の眉もなくなっている。

　伊奴毒は陰いん気きな顔で、ややうつむいている。おそらく左眉は自分で剃ったのだろう。片眉ではどうみてもおかしい。だが、両方の眉を剃ってみると、かなり凶きよう悪あくな面おも持もちだ。

「もうひとり、会わせたい男がいる」

　郅しつ支しが目配せすると、兵士が奥おくの扉とびらをあけた。そこから兵士に連れられた男が入ってきた。

　飄ひよう々ひようとして、とても捕とらえられているようには見えない足取り。

「陳湯……」

　戦場で気を失っていた彼女は、この時はじめて、漢人も一いつ緒しよに捕つかまったことを知った。

　陳湯の両手は、後ろ手に縛られている。顔にはところどころ痣あざがある。彼女に対するほど、郅支は彼を丁重には扱あつかわなかった。

「陳湯！」

　星星は駆かけ出そうとする。だが、ふたりの匈きよう奴ど兵が彼女を取り押おさえる。

「さて、阿あ湯とうよ」

　郅支が語りかける。

「おまえの身体からだを引き裂さくことは容た易やすい。だが、その前に聞きたいことがある。漢は、烏孫に兵を差し向ける気があるのか？」

「陳湯！」

　星星が口をはさんだ。

「言ってやって。漢は匈奴の暴ぼう虐ぎやくを許ゆるさない。かならず大軍を送り込んで匈奴を討うつと！」

　一瞬だけ、陳湯は星星に視線を送った。彼女が元気そうなことに安あん堵どする。

「さあな」

　陳湯の嘲あざけりに似にた表ひよう情じようは、誰だれに向けたものかはわからない。

「漢の皇こう帝ていが何を考えてるかなんて、おれの知ったことか。西せい域いきのことなんか、女と寝ねているときの夢ゆめの中にしかでてこないんじゃないか？　そんなことより、単ぜん于う。おれを雇やとってみないか？」

「雇うだと」

　郅しつ支しは笑みをうかべる。

「剣の腕じゃ……いや、あんたには及およばないが、そこそこは使える。それはそこの眉なしのおっさんも保ほ証しようしてくれるさ」

　陳ちん湯とうが伊奴毒の顔をながめる。伊奴毒は顔を背けた。目め尻じりあたりが痙けい攣れんしている。

「何を考えている。それは本心か？」

「もちろん。うだつのあがらない士し官かんとして一生過ごすより、匈きよう奴どの将軍にでもなったほうが楽しそうじゃない。略りやく奪だつとかできるしな」

「何、莫ば迦かなことを！　本気なの？」

　星せい星せいの声は震えている。顔色は蒼そう白はくだ。

　陳湯はそれには応じず、郅支に告げた。

「かつて李り陵りようは匈奴に投降して、単于のために策さくを献けんじた。おれはあんたの李陵になってやってもいい。見たところ、ろくな参さん謀ぼうがいないようだし」

　李陵は名将李り広こうの孫だ。漢の勇将だったが、戦いに敗れて捕ほ虜りよとなった。その後、武帝が李陵の母を処しよ刑けいしてしまい、李陵は匈奴の一員となったのだ。

　李陵ほどの大物ではないが、漢の武官が郅支に寝返ったとなれば、漢に与あたえる衝撃はかなり大きい。

「何が望みだ。金か？　名声か？」

「いや、女だ」

　臆おく面めんもなく、陳湯は答える。

「……女？　そんなもののために、漢と烏う孫そんを裏うら切ぎるというの？　見み損そこなったわ、恥はじ知しらず！」

　星星は泣きたくなった。こんな情なさけない男に、烏孫は命運を託たくそうとしていたのか。

「よかろう。好きな女をくれてやる。匈奴の女か？　それとも康こう居きよの女か？」

　郅支が楽し気に言うのを聞いて、陳湯はひと言。

「そこにいる」

　一瞬にして、郅支の口元がひきつる。

　星星はあたりを見回した。この場所に、女など誰もいない。いるのは……。

「……よかろう。と、言うとでも思ったか」

「やっぱり？」

「あ」

　今いま頃ごろ誰のことだか気がついて、星せい星せいは声をあげた。

「おもしろい男だ。だがそれはのめぬ」

「まあ、いいさ。単なる冗じよう談だんだ。……ついでに、ひとつ教えてくれ。単ぜん于う閣かつ下か」

「聞ける話か？」

「多分ね」

　だいぶ、郅しつ支し単于もこの漢人がどういう男かわかってきたようだ。口調にいくぶん警けい戒かい心がこもっている。

「まあよい。申してみよ」

「十年前……」

　陳ちん湯とうの語調が低くなる。

「あんたのもとに漢から使節がきたはずだ。正使の名は谷こく吉きつ。その男の所在を聞きたい」

「谷吉だと」

　記き憶おくの糸をたどるのに、さして時間はかからなかった。

「おぼえておる。骨ほねのある男だった」

　懐なつかしそうに言う。

「もし、死んでいたとしたら、どうする」

「死んだ理由を確たしかめるまで」

「そうか」

　郅支は立ち上がった。勇ゆう壮そうな姿すがただ。ゆっくりと陳湯の前まで降おりてくる。

「十年ぶりの再さい会かいだ。喜べ」

　郅支の手から酒しゆ杯はいが放り投げられ、陳湯の足あし下もとに転がった。

　陳湯を見つめる、ふたつの眼がん窩か。

　匈きよう奴どの臣下の間からくぐもった笑いが聞こえる。嘲ちよう笑しようだ。星星は怒いかりと悲しみで倒たおれそうになる。そして憐れん愍びんを覚え、陳湯を見た。十年間、捜さがし続けた友人とこんな形で再会するなんて、さぞや……。

　陳湯は、笑っている。

「どうせ、そんなところだろうとは思っていたがね」

「予が殺した。さて、どうする？　友のために仇かたきを討うつか」

「ぜひ、そうしたいね」

「だが、その状じよう況きようでどうする。両手をつながれて、予に勝つつもりか」

「そうだな。縄なわぐらいはずしてくれよ」

　ぬけぬけと言う。

「気に入らんいい方だな。それが人に物を頼たのむ時の態たい度どか？　漢人というのは礼れい節せつを重んじると聞いていたが」

「それもそうだ。悪かった。言い方を変える。縄はずせ！　この猪いの豚ぶた野や郎ろう！」

「黙だまれ」

　ついに郅しつ支しは陳ちん湯とうに合わせることができなくなった。郅支の前では誰だれもが恐おそれ、ひれ伏ふす。だがこの漢人はひれ伏すどころか、すべてを茶ちや化かしている。

「ひざまずいて、予の鞋くつを舐なめよ。そうしたら縄はほどいてやる」

「なんだ。そんなことでいいのか？」

　陳湯は平然と片かた膝ひざをついた。だが身をかがめようとはしない。

「ふん。どうした阿あ湯とう」

「いや……。烏う孫そん公主の足なら好きなだけ舐めまわすが、やっぱり、おっさんの足じゃな。臭くさそうだ。それに」

「何だ？」

　陳湯は破は顔がんする。

「もう、縄はほどいてたりする」

　瞬しゆん時じに立ち上がる。

　右の拳こぶしで郅支の下した腹はらを殴なぐった。渾こん身しんの力をこめている。

　鈍にぶい手ごたえ。

　わずかに郅支は身を屈くつした。

　つづけざま右みぎ脚あしが跳はね上がる。鋭するどく弧こをえがいて、郅支の横よこ面つらを蹴けり飛ばした。

　郅支は一歩、よろめいた。

　だが、ともにそれほど効きいている様子ではない。

　陳湯は後方に退しりぞいた。

「痛いてっ」

　うめいたのは陳湯。右の手首を振っている。

「ち。頑がん丈じようなやつ」

「それだけがとりえでな。おまえこそ、いつの間に縄をはずした？」

「ここに連れてこられたときには、もうはずしていた。縛しばり方が甘あまかったんじゃないのか？」

「何をしている！　斬きれ」

　激げつ高こうしたのは、臣下の列にいた男。康こう居きよの副王抱ほう闐てんだ。

　怒ど声せいに応じて、陳ちん湯とうの間近にいた匈きよう奴ど兵ふたりが湾わん刀とうを抜いた。

　左右から斬ざん撃げきがおそいかかる。

　陳湯は素早く右手の兵士の背後にまわりこみ、湾刀を持つ右腕をつかむ。すると兵士は傀儡くぐつの人形のように陳湯にあやつられ、もうひとりの兵士の湾刀を受け止めた。

　すかさず、陳湯は横蹴り。

　脇腹に突き刺さり、兵士は吹き飛んでいった。

　その脚をさげず、あやつっていた兵士の顔面に膝蹴りを見み舞まう。

　こちらは顎あごをくだかれ、床に昏こん倒とうする。

　陳湯は湾刀をひろい、郅しつ支しに対たい峙じした。

「離して！」

　星せい星せいの叫さけび声だ。見ると、彼女の右腕をねじりあげ、首に湾刀を突きつけている男がいる。

「動くな、漢人」

　またしても抱闐だった。得意げな表情だ。愉ゆ悦えつに浸ひたる目。その目を見たとたん、陳湯は思った。「陰いん険けんな野や郎ろうだ。こいつとは絶ぜつ対たいに仲良くしたくねえ」

「余よ計けいなことはするな。離はなしてさしあげろ」

　郅支の口調は鋭するどい。陳湯以外なら威い圧あつするのに十分だった。抱闐は身を震ふるわせながら、少女の身体を離した。なぜ怒鳴られたかわからないのだ。

「優やさしいな。単ぜん于う閣かつ下か」

「女にはな」

「おれと同じだ。気が合いそうだな」

　陳湯は、郅支に対しても余よ裕ゆうの言動をみせているが、実は内心ではかなり焦あせっている。

　この状況で、何を優ゆう先せんさせるか。

　それは烏う孫そん公主を助け出すということだ。

　星星の叫び声を聞いて、そのことを思い出した。谷こく吉きつのことにこだわりすぎて忘わすれていた自分に腹が立つ。

　しかし、どうやって助け出す？

　もし郅支を倒すことができても、この場には多くの匈奴の将兵がいる。彼らが一いつ斉せいに襲いかかってきたら、自分はともかく星星の命はない。

「おい、こいつを倒す気でいやがる」

　思し索さくを中断して、陳湯は自じ嘲ちようした。

　最大の難なん敵てきは、この郅しつ支し単于なのだ。一度手合わせしただけだが、かなりの力量をもつ戦士であることはわかっている。以前は郅支は呉ご鉤こうを振ふるっていたが、今は素す手でだ。呉鉤は王おう座ざのわきにたてかけてある。絶大な威力を持つその刀に手をふれようとしないのは幸いだが、陳ちん湯とうの湾刀は、よく見ると刃こぼれしているなまくらだ。これでは肉に傷きずをつけるのがせいぜいだ。だが呉鉤を奪うばうという手はつかえない。あの馬ば鹿かでかい刀を振るうことができないからだ。

「どうした」

「困こまった。打つ手がない。やっぱり本当に降こう参さんしようか」

　ため息をもらす陳湯に、郅支は苦く笑しようする。

「なにを、いまさら……」

　いきなり陳湯は疾しつ走そうした。

　低い態勢から、湾刀を横に薙なぐ。

　膝ひざを狙ねらった斬撃だ。

　郅支はすんでのところで、後ろに飛び退のいた。

　だが、これは陽動。

　身体からだを反転させ、陳湯は湾刀の軌き道どうを縦たて方向に変化させる。

　郅支の頭上に迫せまる。

　かわしきれない。

　だが、陳湯の身体が吹ふき飛んだ。

　郅支の脚あしが跳はね、陳湯の腹はらを直撃したのだ。

　宙ちゆうを一回転半して、床に頭から落ちた。

「期待外れだ。もう終わりか？」

　大おお股またで、郅支が近ちか寄よってくる。

　陳湯は唾つばを吐はいた。それは赤い塊かたまりだった。喉のどから血の味がせりあがってくる。

　立ち上がることができなかった。

　それでも、床に転がった湾刀をつかみ直そうとする。

　その手首を、郅支の鞋くつが踏ふみつけた。

　鈍にぶい衝撃。

　骨ほねがきしむ。あと少し力を入れたら、手首は折れる。

「どうだ。気分は？　まだ戯ざれ言ごとを吐くことができるか？」

「……公主に踏みつけられるなら、いつでも歓かん迎げいする」

「度ど胸きようは認みとめてやろう」

　郅支の言葉は冷ややかだ。

「だが予に相対するのはまだ早い」

「わかった。出直してくるから、解かい放ほうしてくれ」

「認みとめぬ」

「やっぱりね」

　郅支の片かた足あしが持ち上がった。陳ちん湯とうの頭を踏みつぶす気だ。この怪かい力りきの前では、人の頭も、蛙かえるのように潰つぶされてしまう。頭ず蓋がい骨こつは割われ、脳のう髄ずいがあたりにぐちゃぐちゃに散らばる。

　陳湯の視界に迫せまる鞋底。それをなにかが覆おおい隠かくした。

　顔にあたる衣服を通して、肌はだの柔やわらかさとあたたかさが伝わる。

「もう、やめて……」

　星せい星せいの声だ。

　郅支の動きは止まった。

　少女の身体が、陳湯をかばっていた。

「陳湯、しっかりして！」

「陳湯……」

　星星。これは死んだ真ま似ね、戦略的敗走というやつだ。かならずおまえさんは助ける……。

　そう言おうとするが、言葉は出てこなかった。

　暗い闇やみが意い識しきに降おりてきた。




　　　　２




　ふかふかの毛もう布ふにくるまれて、隣となりには絶ぜつ世せいの美女がいる。

　そんなことが妄もう想そうなのはわかっている。

　だがせめて、烏う塁るい城じようの狭せまい兵へい舎しやの中でいいから、そこで目覚めたかった。

　現実を認めたくなかった。いままでのことが夢ゆめだったとしたら、すべて笑って許ゆるす。

　匈きよう奴どのことも夢。

　郅しつ支し単ぜん于うのことも夢。

　痛いためつけられたことも夢。

　星星のことも？

「いかん。なに考えてるんだ、おれ」

　目覚めたとき、陳湯は床ゆかに倒たおれていた。

　石床の冷たい感かん触しよくが、身体全体に伝わる。妙みように不ふ快かいなのは、床に埃ほこりが積もっているせいだ。顔の半面に付着している。手で払はらいのけたかったが、それはかなわなかった。立ち上がることもできない。全身、縄なわで縛しばりつけられているからだ。

「まったく。閉とじ込こめられるだけならいいが、これじゃ、飯も食えねえ。餓が死しするじゃねえかよ」

　あまり想そう像ぞうしたくない死にかただ。もしこのまま死んだら、歴史書には「西せい域いき副ふく校こう尉い陳ちん湯とう、字あざなは子し公こう。匈きよう奴どの郅しつ支し単于に捕らえられて、人知れず飢うえ死にする」とでも記されるのだろうか。

　部屋は暗い。扉とびらの小こ窓まどから明かりが漏もれてくる。通路の燭しよく台だいの炎ほのおだ。

「おい。郅支！　腹はら減へった。飯持ってこい！」

「黙だまれ！」

　扉の向こうから怒鳴り声がした。

　郅支がいるのかと思い、陳湯は一瞬あせったが、そうではない。監かん視しの兵がいるのだ。

　鍵かぎを開ける音がする。そして扉が開く。部屋に入ってきたのは中年の匈奴兵だ。来世、生まれ変わってもやっぱり拷ごう問もん役。そういった感じの男だった。

「よう。晩飯は、ここの臭くさい肉料理じゃなくて、長安の宮きゆう廷てい料理にしてくれない？」

「莫ば迦かめ。きさまに飯などくわせるか。かわりにこれをくらえ」

　男は、つま先で陳湯の腹を蹴けりあげた。

　たいした蹴りではない。

　だが、そこは郅支に痛いためつけられた場所だ。腸が裂さけ、胃が破やぶれそうな痛みがはしる。

　息ができなくなる。

「痛いてて。……やめてくれ。勘かん弁べんしてくれ、旦だん那な」

　情けない声で懇こん願がんする。その醜しゆう態たいをさらす姿に匈奴兵はいたく満足げだ。調子に乗って、もう一度蹴る。

　陳湯はうめいたあと、ぐったりとなった。

「ちっ。気絶しやがったか。まあいい。またあとで痛めつけてやるわ」

　そのまま部屋の外にでて、鍵を閉める。

「……ふざけやがって。たいがいにしとけよ」

　男が出ていったのを確かく認にんして、陳湯はつぶやいた。そして首を曲げ、口を襟えり首くびにもってゆく。

　襟から糸が一本、出ている。

　それを嚙かむ。首を引くと、糸がほつれ、襟に穴あなが開いた。そこに再ふたたび口をあて、歯で何かをとりだした。

　小さな刃は物ものだ。

　それを肩かた口ぐちの縄にあてた。

「……飯はいいや。それより酒持ってこい。まちがっても馬ば乳にゆうなんか持ってくるなよ！」

　そう陳ちん湯とうが告げたのは、しばらくしてからだ。

　扉が開き、さきほどの監視兵が入ってきた。

「まだしゃべる気か。その口の歯を全部折ってやるわ」

「そりゃ、ご苦労さん」

　男は振り向いた。かたわらに、かなり冷たい目線を送る人物が立っていた。

「よう」

「よ……う」

　男の表情がこわばる。

　陳湯は膝ひざ蹴げりを、男の下腹に突つき刺さした。男は前まえ屈かがみになる。その首くび筋すじに肘ひじを落とした。

　白目をむいて昏こん倒とうした匈奴兵の服を脱ぬがす。上下ともだ。

「臭っ。一度も洗あらってないな。……日ひ頃ごろの行いが悪いのか、おれ？　何が悲しゅうてこんなおっさんの服を脱ぬがさにゃならんのだ」

　文もん句くを言いながらも、奪うばった衣服を着込む。毛皮つきの帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶると、いっぱしの匈奴兵だ。

　湾わん刀とうを腰こしに差す。刃があるのかないのかわからないような刀だ。だが、何かの役には立つだろう。ほかに使えるものがないか探さがすため、部屋の中を見回す。

　牢ろう獄ごく、というよりも倉庫だ。武ぶ具ぐの類たぐいもいくつか放置されていたが、どれも錆さびきって、使い物にならない。

　奥おくの方は、荒れ具合がひどい。

　蜘く蛛もの巣と埃ほこりが何なん層そうにも積み重なっている。

　子こ供どものてのひらほどの大きさの蜘蛛がかさかさと蠢うごめく。

　陳湯は素す早ばやく湾刀を抜ぬいた。

「さっそく役にたったぞ」

　蜘蛛をつついて追い払はらい、埃をとりのぞく。すると、剣けんのような柄つかが目についた。

　それに手をかける。

　その感かん触しよく。

　陳湯は呆ぼう然ぜんとした。

　その感触は、覚えている。

　さらに埃を振り払う。

　長剣は鞘さやに納おさめられているのではなく、汚きたない麻あさ布ぬのにくるまれていた。

　それを所持している屍し骸がい。

　死んでから何年もたっている。すでに白はつ骨こつ化かしていた。まとっているのは血で黒く変色した漢風の長ちよう衫さん。

　頭部はない。首を刎はねられているのだ。

「……よう、大たい哥か」

　つぶやく。

「のんきな奴やつ。こんなところで居い眠ねむりか？」

　静せい寂じやくのなかでも、その声に響ひびきはない。

「遅おそいぞ阿あ湯とう。おまえが助けにきてくれるのを、ずっと待ってたんだ」

　これも陳ちん湯とうのつぶやきだ。死者は何も語らない。

「悪い。あんたには助けてもらったのに、おれは何もできなかった」

「気に……」

　気にするな。おれの不ふ甲が斐いなさだ。阿湯、おまえが悪く思うことはないよ……。

　死者ならそう語っただろう。だが陳湯はそれを口にすることはできなかった。

　しばらく沈ちん黙もくする。















　不甲斐ない？

　不甲斐ないのは、誰だれだ！

「まあいいさ、阿湯。おれの仇かたきをとろうなんて思うな。しかし、あの娘むすめは救ってやれ。気になるんだろう、星せい星せいのことが？」

　その言葉は陳湯の内省ではない。たしかに谷こく吉きつの声で聞こえた気がした。

「はん、誰が」

　陳湯は上を向き、鼻で笑う。

「……大哥。長安に帰ろう。その前に、すこしだけ待っててくれ。生意気姫ひめさまを助け出してくる。その間、この剣を貸かしてくれ」

　長剣を麻布ごととり、それを縄で背せ中なかにくくる。

　干かん将しようの剣。至高の剣。

　だが、それを得たぐらいで郅しつ支しとの技ぎ量りよう差さが縮ちぢまるとは思えなかった。

　遊び呆ほうけて日頃の鍛たん練れんを怠おこたってきたことを、今頃後こう悔かいしていた。







　城じよう内ないは閑かん散さんとしていた。

　変へん装そうはしているが、こそこそ不ふ審しんな動きをすれば怪あやしまれる。堂々とした足取りで陳湯は通路を歩く。

　意外にも匈きよう奴ど兵の姿は見当たらなかった。まさか、こぞって他の場所に移い動どうしたわけでもないだろう。

　星せい星せいを探すのに好都合、とみえて実はそうでもない。

　彼女がどこに捕われているかわからないため、兵士たちの会話の中からあたりをつけようと考えていたからだ。

「きさま、何している」

　背はい後ごから呼よび掛かけられた。

　陳湯は警けい戒かいしつつも、ふりむく。

　通路の奥おくから、数人の匈奴兵が彼を見ていた。そのなかのひとりが声こわ高だかに言った。

「全員広場に集まれと命令が出ていただろうが、なにぐずぐずしてやがる」

「へえ。そうでやした」

　愚ぐ鈍どんそうに陳湯は答えた。

　城内に兵士が見当たらないわけはわかった。だが、広場で何がおこなわれるのだろうか。

「処しよ刑けいだとさ」

「処刑？」

　声がうわずった。

「……いったい誰が処刑されるんで？」

「おれが知るか。噂うわさじゃ高こう貴きな人物らしいが」

　郅しつ支しが星星を殺す理由はひとつしかない。彼女に利用価か値ちを認みとめなかったときのみだ。人ひと質じちにして烏う孫そんを脅きよう迫はくする。それ以外に生かしておく理由はない。そして郅支は星星を最さい大だい限げんに利用するだろう。当面は害されることはないはずだが。

　昏倒している間に、事態が急変したか。

　一いち団だんのあとについて、広場へとでる。すでに多くの匈奴兵が集まっていた。目算しただけでも一万は超こえる。その中央は柵さくでさえぎられ、湾刀を持つ数十人の兵士が警けい備びしている。

「おい、どいてくれ。どけ、こら！」

　無理やり人の列をかきわけ、前列へと出る。

　そこから郅支の姿が見えた。

　その左右には見覚えのある人物たち。伊い奴ど毒どくや康こう居きよの副王抱ほう闐てん。そして、赤い髪かみの少女もいた。

　青ざめた、今にも泣き出しそうな表ひよう情じよう。

　もし星星に刃やいばがむけられたとき、どうするべきか。陳ちん湯とうは迷まよった。良い策さくなど浮うかびはしない。最悪、ひとりで斬きり込こんでいかなければならない。数十人の兵士を道連れに、陳湯は殺される。

「罪ざい人にんをひきたてよ！」

　その声に注意を引き戻もどされた。

　そう怒ど鳴なったのは、康居の抱ほう闐てんだ。兵士がせわしなく動く。

　星せい星せいに近づく者はいなかった。

　一角から、縄で縛られた男女が数十人つれてこられた。

　やはり見覚えがあった。

　その先頭は、無力そうな老人。

　康居王だ。

　兵士たちによって跪ひざまずかされる。土色の顔面。屈くつ辱じよくにまみれた顔だ。

「王よ」

　臣下であるはずの副王抱闐が告げる。その態度は、相手を見下している。

「おぬしは単ぜん于うの恩おんをうける立場にありながら、賊ぞく、呼こ韓かん邪やと結けつ託たくし、匈きよう奴どとわれら康居を裏切ろうとした。その罪つみ、万ばん死しに値あたいする」

　老人は、抱闐をにらみつけた。

「抱闐、この下げ種すめ。わしを陥おとしいれてまで王の地位がほしいか！　単于よ。わしは無実じゃ。すべてこの男が仕組んだこと」

「黙だまれ！　証しよう拠こは明白。それは単于もお認めになっておる。さっさと斬きれ」

　抱闐が命じると、兵士たちが白はく刃じんを振りおろした。

　最初に斬られたのは、腹ふく心しんの部下たちだ。

　そして親族。子し息そく。ひとりが斬られるたびに、四方の群ぐん集しゆうから歓かん声せいに似にたどよめきが沸わき起こる。

　星星が殺されるわけではなかった。だが安あん堵どよりも嫌けん悪おが上回る。殺されたなかには、女や子こ供どもも含ふくまれていた。

　処刑の理由はよくわからない。

　だが、康居王のいうように、何者かに陥れられたというのが正しいのだろう。康居王の存そん在ざいが不要になった郅しつ支しと、王の地位が欲ほしい抱闐の利害が一いつ致ちしたからか。

「呼こ屠と吾ご斯しさま！」

　女が叫さけんだ。

「わたしはあなたの妻つまよ。なぜ殺されなければならないの！」

　容よう貌ぼうは美しい。だが絶ぜつ望ぼうと恐きよう怖ふで表情が歪ゆがんでいる。

「単于。この子だけでも助けてやってくだされ。この子にはなんの罪もない」

　康居王も懇こん願がんする。

　郅支の命令を抱闐は待った。情なさけ心を起こして、この女だけでも助けるのではないかと思ったからだ。

　だが、そんな男ではないことは、抱闐も、康居王も知っている。

　郅支はわずかにあごをあげ、続行をうながす。

「斬れ！」

　抱闐が命じる。兵士の湾刀は彼女の首筋をとらえた。血がふきあがり、月げつ琴きんの弦つるが切れるように、叫び声も途と絶だえた。

「おのれ、郅支、抱闐」

　康居王は唾つばをとばす。

「わしの姿がきさまらの明日の姿と知れ。きさまらの悪行は、天はかならず見のがすまいぞ。きさまらの首が、呼こ韓かん邪やか、漢の皇こう帝ていの前に差し出されるのがよう見えるわ」

　罵ののしり声は、空しく響く。直後、康居王の首は跳はねとび、血を吸すい込んだ砂地の上に転がった。
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　なぜ皆みな死ななければならない。

　ここ数日で、実に多くの人々の死に立ち会ってきた。烏う孫そん、康こう居きよ、匈きよう奴ど。自分たちが殺しあわなければならない理由は何なのか。

　欲よく望ぼう？

　すべてを郅しつ支し単ぜん于うの責せき任にんにすることは簡かん単たんだ。だが、郅支を倒たおせば、かつての平へい穏おんが戻もどってくるのか？

　そうではない。そのことは星せい星せいにもわかっている。

　郅支を倒すには、さらに多くの血を流さなければならない。烏孫人も匈奴人も、肉親や恋こい人びとや子供を奪うばわれる。結果、憎悪は終わらない。何世代ののちも、やはりいがみあい、殺しあうことになるのだろうか。

　だとすれば、この憎悪の連れん鎖さを断たち切ることはできるのか。

　誰にそれができる？

　自分にはとてもできない。

　質しつ素そながら清せい潔けつな寝しん室しつの牀しようの上で、星せい星せいは膝ひざを抱だいていた。

　ふと、あの漢人の、不ふ敵てきなのか不ふ誠せい実じつなのかよくわからない顔が心にうかんだ。

　……ひとりでふさぎこむな。おれがなんとかする。

　あの男なら、そう言ってくれるはずだ。

　陳ちん湯とうはどこにいるのだろう。

　気き絶ぜつした陳湯が、屍し体たいのように引きずられてゆくところまでは目もく撃げきした。どこかに捕とらえられ、痛いためつけられているのかもしれない。

　助けに行きたい。

　だがここを抜け出すことはできない。扉とびらの向こうには監かん視し兵へいがいるだろうし、それにここは高こう楼ろうにある。まさか窓まどから抜け出し、飛び降りるわけにもいかない。

　力のなさにうなだれることしかできない。

　扉が開いた。星星はふりむいた。

　扉によりかかる影かげ。優やさし気な微ほほ笑えみ。

「陳湯？」

　そう見えた。だがその影は巨きよ大だいだった。

「郅しつ支し……」

　おびえを隠かくせない。

　郅支はゆっくりと近寄ってくる。

「予が恐おそろしいか」

　恐怖を感じるのは、この男が理り解かいできないからだ。

　草原に覇はを唱える英えい雄ゆう。

　冷れい徹てつな統とう治ち者。

　盗とう賊ぞくの首しゆ魁かい。

　殺さつ人じん鬼き。

　浮かべる笑みは、どの部類にはいるのか？

「……なぜ、あのような事を。女性や子供に何の罪が」

「子は、数年もすれば一人前の男だ。女とて、短刀でおれの背中を刺すことぐらいできよう。そなたが予を憎にくむのもわかる。だが元来、国を保たもつということは非情なもの。匈きよう奴ども、漢も、そしてそなたの烏孫もしかり。歴代の王位を巡めぐって暗あん闘とうが繰くりひろげられてきた。内ない乱らんや謀む反ほんに対して果断に対たい処しよせねば、そなたとて刑場に消える運命なのだ」

　星星は言葉に詰つまる。

　今の烏う孫そんは兄星せい靡ひのもとでまとまっている。だがかつては大だい昆こん彌ぴの地位をめぐって争いがあったことは聞いていた。それに祖そ母ふや父が負けていれば、今の星せい星せいは存在すらしていない。

「予とて、流血は好まぬ。だが平和をもたらすためには、避さけて通れぬ道でもある。現在西せい域いきには五十余あまりの国が存在し、たがいに争っている。たがいの憎しみを消し去るにはどうしたらいいと思う？」

　星星の心理を見抜くような言葉だ。彼女には答えられなかった。郅しつ支しも答えを期待してはいなかった。

「漢などに平和をもたらすことはできぬ。かわりに強力な統治者が西域を治めればよい。そう思わぬか」

「その皇帝が、あなただというの？」

　郅支はうなずかない。

「予はその道をつくるだけだ。皇帝となるのは、そなたの兄でもよい。あるいはそなたでもよい」

　甘あまい言葉。だがそれは到とう底てい信じられない。

「今は信じなくてもよい。要は信望のあつい人物のもとで西域がひとつにまとまればよいのだ。そのために康居も協力してくれる。烏孫も協力してくれるなら、そなたの兄や民みん衆しゆうにはけして害はおよぼさぬ。約束しよう」

「もし拒きよ否ひしたら？　康こう居きよ王おうのように切り捨すてる気なの」

　星星の問いに、郅支は薄うすく笑うだけだ。それが質しつ問もんを肯こう定ていしている。

「……あの人をどうする気なの」

「おもしろい男だ。あの阿あ湯とうは」

「阿湯？」

　おびえを忘わすれ、思わず星星は吹ふき出した。

「あなたは、あの人のことを湯ちゃんって呼よんでるの？　陳ちん湯とうはあなたをなんて愛あい称しようで呼ぶ？」

　その瞬しゆん間かん、郅支の脳のう裏りによぎったのは、人を小こ馬ば鹿かにしたような陳湯の笑みだ。

「陳湯は、あの人は絶対にあなたには屈くつしない。あなたは狼おおかみのように貪どん欲よくだけど、あの人は虎とらのように気高いから」

　不ふ遜そん。不ふ逞てい。不ふ真ま面じ目め。そんな態たい度どの裏うらに、誰だれにも汚けがすことのできない誇ほこりがあるのではないか。そんな気がする。

「……そうか。予が狼で、やつが虎か。ならば、意地でも従したがえさせたくなった」

　郅しつ支しが身を乗り出した。星せい星せいの肩かたをつかみ、押おし倒す。抵てい抗こうしようとしても、強い力で覆おおい被かぶさられ身動きできない。郅支の息が顔にかかる。

「やつの命も、烏う孫そんの命運も、おまえの心こころ掛がけ次し第だいだということを忘わすれるな」

　暴ぼう力りよく的な口調に変わっている。

　手が星星の服の襟えり元もとをつかむ。

　そして、引き裂さいた。

　星星は唇くちびるを嚙かみ締しめることしかできない。

　だが、それから先、郅支の手が止まった。

　表の廊ろう下かから足音が近付いてくる。

「単ぜん于うさま、大変でございます！」

　声が呼び掛けた。

「何ごとだ」

　郅支は不ふ快かいげに応じ、星星から手を離した。扉とびらへと向かう。

　扉をあけると、数人の匈きよう奴ど兵が平へい伏ふくしていた。

「騒そう々ぞうしい。何があった」

「は、申し訳わけありませぬ。火事でございます。廏きゆう舎しやと、厨ちゆう房ぼうと、武ぶ器き庫こが燃もえております。それはなんとか消し止めましたが……」

「が、何だ」

「漢人が逃にげ出しました」

「阿あ湯とう……いや、陳ちん湯とうめの仕し業わざか。なかなか楽しませてくれる」

　郅支は部屋から出て、扉を閉しめた。その向こうから命令する声が響ひびく。

「やつを捕らえて予の前に引きずり出してこい。捕らえたものは将軍にしてやる」

　足音が遠ざかる。だが無人になったわけではない。匈奴兵たちが残り、星星が逃げ出すのを阻そ止ししている。

　星星は安あん堵どした。

　自分が汚けがされなかったことより、陳湯が無事だということに。彼ひとりなら、郅しつ支し城じようから脱だつ出しゆつすることもできるだろう。

　扉の向こうから話し声がする。

「単于さまも残念だったろうな。女を押し倒そうとしたところを邪じや魔まされたんだからな。あの顔みたか？」

　品のない笑い声が起きる。

「漢人というのはどういう奴やつだ」

「噂うわさじゃ、烏う孫そん公主の情じよう夫ふらしいぞ」

「へえ、おとなしそうな娘むすめにみえたがな。あの歳としで、男なしでは生きられないってか」

「おい、こら。中に聞こえるぞ」

　誰かが小声で叱しつ咤たする。もう遅おそい。全部聞こえている。とんでもない誤ご解かいに、頭を抱かかえる。

「烏孫公主さまは単ぜん于うさまの妻つまになられるかもしれんのだぞ。後でどんなお叱しかりをうけるか……」

　郅支の厳きびしさは誰でも知っている。みな沈ちん黙もくした。

「……おまえが我われらに漢人の逃とう亡ぼうを知らせてくれたおかげで、単于さまにお目通りすることができた。もし我らが賞されることがあったら、おまえのことも単于さまに報ほう告こくしておこう」

「へえ、どうも」

「あまり見ない顔だな。新入りか？　名は？」

「烏孫公主の情夫にございます」

　直後、立て続けに鈍にぶい音がおこる。石いし壁かべや床ゆかに人が叩たたきつけられる音だ。

　扉が開く。

　匈きよう奴ど兵だ。その帽ぼう子しをゆっくり持ち上げると、不ふ敵てきな眼がん光こうがあらわれる。

「おう、誰かと思えば公主じゃないか。なにしてるんだ。そんなところで」

「陳ちん湯とう！」

　胸むな元もとが破やぶれていることを思い出し、星せい星せいは手で押さえつけた。鼓こ動どうが伝わる。陳湯が近づいてくると、身体からだが熱くなった。

　抱だき締しめられたら、どうする？

　陳湯の右手が肩かたに触ふれる。

　そのまま腕うでをつかみ、強く引っ張ぱった。

「さっさと逃げるぞ。郅しつ支しがすぐに戻ってくる。……ん？　どうした」

「なんでもない！　痛いから引っ張らないで。自分で歩ける」

「そうか。そりゃ悪い」

　星星は心の中で頭をかきむしった。

　いまほど嫌きらいになったことはなかった。

　変な妄もう想そうにとらわれた自分を。

　素す直なおにありがとうと言えない自分を。

　率そつ直ちよくな気持ちになれない自分を。
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　郅支城内は迷めい宮きゆうさながらだ。外へ向かっているのか、内に迷まよい込こんでるのかもわからない。

「どうも気に入らんな」

　陳ちん湯とうはつぶやく。匈きよう奴ど兵の気配を避さけて通路を選んでいるのだが、かえって追い詰つめられているような気がしてならない。

　星せい星せいは黙だまってついてくる。

　足取りはしっかりしている。だが疲ひ労ろうは隠かくせないようだ。数日の出来事が負ふ担たんになっているのだ。

　ときおり、心配そうに陳湯の顔をうかがう。

「なんだ。おれの顔になにかついてるか？　まさか……」

「何よ」

「眉まゆ毛げが片かた方ほうない、とか」

　星星は笑わない。

「そうか。両方ともないのか。これで、あのおっさんのこと、笑えなくなったな」

　それでも笑わない。

「陳湯。顔、真っ青よ」

「どうせなら、色白の美男子といってほしいね」

「…………」

　星星が沈ちん黙もくしたのは、あきれたからではない。

　陳湯の笑え顔がおは引きつっている。額ひたいからは汗あせが吹ふき出している。歩調も乱みだれがちだ。あきらかに重じゆう傷しようを負っている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ふん、不死身の肉体を持つおれがか？……う」

　不意に陳湯はうずくまった。星星はあわてた。

「どこ？　どこが痛いたむ？」

「ここ」

　と言って、陳湯は自分の頰ほおを押さえた。

「あんたに最初に引っぱたかれたところが、いちばん痛い」

「……出口はどこかしら」

　星星は陳ちん湯とうに背せを向けた。くだらない話につき合うのが馬ば鹿からしくなったからでもあり、かつて陳湯へしたことへの羞しゆう恥ちからでもある。

　陳湯は立ち上がる。

　強がってはいるが、実は立っていることすら億おつ劫くうだった。郅しつ支しの蹴けりを腹はらに受け、内ない臓ぞうに深手を負ったようなのだ。肋ろつ骨こつにもヒビが入っている。呼こ吸きゆうするたび、胸むねから腹にかけてが痛む。

　その間にも、星星は先を行く。だがすぐに立ち止まった。

　通路がふたてに分かれている。

　迷った末、星星は右の道を選んだ。

「待て」

　陳湯がひきとめた。

「なんでそっちを選んだ」

「なんでって……。ほら、聞こえる？」

　言われるままに、陳湯は耳をすませる。静せい寂じやくのなか、わずかに空気が振しん動どうする。

　水のせせらぎ。

　河かわ……おそらく都タ頼ラ水スがこの奥おくに流れているのだ。

「この先が出口なんだわ。河に出たら、それに沿そって逃にげ出せる」

「そりゃ名案だな」

　だが陳湯は全然感心してはいない。どうも腑ふに落ちないのだ。そんな逃げ出せそうな場所に、警けい備び兵がひとりもいないのはどういうわけか？

「あたしが信用できない？」

「いや、そうじゃないが」

「じゃ、はやく行きましょう」

　運を天と彼女に任まかせるしかなかった。それに後方から、追っ手の気配も近づいてくる。躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。

　ふたりは右の通路を進んだ。

　進むにつれ、河の音は大きくなる。光が差し込んでいるのか、だいぶ明るくなった。

　行く手を扉とびらがさえぎっていた。その先は外界だろう。扉は木もく製せいで薄うすい。開かないように、板で打ちつけてある。

　扉を蹴飛ばした。

　すると、板どころか扉全体が外れ、陳湯の視界から消えた。

　くるくる回転しながら、下のほうへと落ちていった。

　その先に通路は、ない。

　足あし下もとは崖がけ。

　そのはるか下に、確たしかに河はあった。白いしぶきをあげる激げき流りゆうだ。

　対岸へゆくには吊つり橋を渡わたらなければならない。だが、吊り橋は途と中ちゆうでちぎれ、残ざん骸がいが向こう岸の崖に張りついている。

「そんな……」

「なるほど、こういうことか」

　星せい星せいは呆ぼう然ぜんとしている。

　陳ちん湯とうは憮ぶ然ぜんとしている。

　逃げ道はない。谷底に降おりる道もない。あとは、今きた道をひきかえし、もう一方の通路を行くしかない。

　振り向く。そこに、殺気が襲おそいかかった。

　陳湯が湾わん刀とうに手をかける。だが襲しゆう撃げき者しやはさらに速い。

　地面すれすれを疾しつ走そうし、陳湯の目前で跳はねた。

　人ではない。

　灰はい色いろの影かげが、ふたつ。

　瞬時に湾刀を抜き、ひるがえした。

　頭部を叩たたき割わる。

　だが、もうひとつの影への対たい処しよが間に合わない。

　開いた赤い口。鋭するどい牙きば。

　とっさに差し出した左腕に、食らいつく。

　血しぶきが陳湯の服を濡ぬらした。

　左腕を嚙かまれると同時に、湾刀でその頸けい部ぶを貫つらぬいていた。

　それは犬のような獣けものだ。が、犬よりもさらに獰どう猛もうで鋭い体たい軀くと牙をもつ。

　狼おおかみだ。

　左手をふりはらう。すると、狼は谷底へと落下していった。

　陳湯は冷ややかに左腕を見る。手の甲へと流れ落ちてくるのは自分の鮮せん血けつだ。ほんの少し対応が遅れていたら、左腕の肉はごっそりひきちぎられていた。

「ひどい傷きず……」

「なに、このくらいで死ぬことはないさ」

　指を曲げてみる。

　ひどい痛みで指が震ふるえるが、どうにか物をつかむことぐらいはできそうだ。腱けんが傷ついていないのは幸いだった。

「ここは人じん外がい境きようか。狼の次は何が出てくるんだ？　熊くまか？」

　陳ちん湯とうの視し線せんの先に、匈きよう奴ど兵が姿すがたをみせた。二十名あまり。その先頭に立つのは、その熊だ。

　無ぶ愛あい想そで、陰いん鬱うつな面おも持もちの男。陳湯には少なからず恨うらみを持っているはずだが、今は彼を睨にらんでも、あざ笑ってもいない。

「漢人、刀を置かれよ」

　伊い奴ど毒どくは静かに告げた。

　星せい星せいを背はい後ごにかばいながら、陳湯は一歩進み出る。敵てきの数は少ない。伊奴毒の剣の腕もたかがしれている。どうにか血路はひらけそうだ。

　だが、匈奴兵の背後の影に視線が吸すいついた。

　郅しつ支し単ぜん于うがそこに佇たたずんでいた。

　手に汗あせがにじむ。

「畜ちく生しよう。臆おく病びよう者ものめ」

　身体からだがおびえている。郅支に刻きざみつけられたのは傷だけではない。深しん刻こくな畏い怖ふもだ。

　星星も後ずさる。そのかかとが崖がけの端はしにかかった。

「も、もう逃にげられない」

「わかってる。そんなことは！」

　焦あせりが、強い口調となった。だが、不意に陳湯は笑みを星星にむけた。

「いや、諦あきらめるのははやいぞ。ひとつだけ逃げ道はある」

「本当！」

　彼女の顔に喜色がうかぶ。だが、あることに気づき、すぐにそれを消した。陳湯にきき返す。

「それって……まさか、ここから飛び降おりろってこと？」

「勘かんがいいな。そのとおり」

「冗じよう談だんでしょ？　こんなところから飛び降りたら死んじゃう」

「そうとも限かぎらんぞ。運が良けりゃ、助かる」

「無む茶ちや苦茶よ！　正気じゃない。それにあたしって運うん勢せい良くないんだから。いつも占うらないじゃ最悪の結果しか出ないんだから！」

「知るかよ、そんなこと……」

　陳湯の言葉が途と切ぎれた。

　その先が続かなかったのだ。突とつ如じよ、左胸に灼しやく熱ねつ感かんを覚えた。

　そこを見る。

　肩かたの付け根あたりから細い棒ぼうが生えていた。

　その尖せん端たんにあるのは、鋭い鏃やじり。

　背中から胸を矢が貫いていた。

　全身の感覚を失い、陳ちん湯とうはその場に崩くずれ落ちた。

　星せい星せいは両手で口をおさえ、かたわらにしゃがみこんだ。ただ、おろおろするばかりだ。震える手で、矢を抜こうとする。

「莫ば迦か野や郎ろう！　触さわるな！」

　激げき痛つうが走り、陳湯は仰のけ反ぞる。

「ごめん……」

　星星は泣き顔だ。

　それを見て、匈きよう奴ど兵が殺さつ到とうしてくる。とっさに、星星は湾刀を握にぎりしめた。立ち上がり、それを構かまえる。まっすぐ前を見み据すえ、なにかを決意したように、顔をひきしめる。

　匈奴兵たちは、緩ゆるやかにふたりを追い詰める。

　戦っても、勝てるはずがない。

　次の瞬間、星星は湾刀の刃を自分の首くび筋すじにあてた。

「来るな！　それ以上近寄ったら、あたしは首を斬きる」

　兵の動きが止まった。

「おい！　何考えてるんだ。莫迦なことはやめろ。正気じゃないのはどっちだ」

「莫迦莫迦いわないで！　本気よ」

　うめいた陳湯に、星星はきっぱりと言い切った。気の強い彼女のこと、本当に首を傷つけかねない。

「公主」

　そう言ったのは、匈奴兵の間から出てきた男、郅しつ支し単ぜん于うだ。放ったばかりの弓をたずさえている。通常の二倍の太さはある剛ごう弓きゆうだ。

「そなたに免めんじて、その男の命は助けてやろう」

「信用するな。奴やつの言うことなんか」

　どちらの問いかけにも、星星はうなずかない。

「そなたは予に降くだれ、そうすれば、その男の命までは奪うばわぬ。烏う孫そんへの侵しん攻こうもとりやめよう。どうだ」

「……本当なの？」

「ああ。天に誓ちかって」

「星せい星せい」

　陳ちん湯とうは全身の力を抜ぬいた。痛いたみを受け入れ、柔やわらかな表ひよう情じようになった。優やさしく彼女に告げる。

「おれのことはいい。おまえは自分のことだけを考えろ。おまえには待ってくれている人がたくさんいるはずだろう。兄上や叔お父じどのたちのためにも、おまえは逃げるんだ」

「陳湯……」

　星星はうつむく。

「あたし、みんなの足を引っ張ぱってばかりだった。みんなに守られてきたけど、あたしは何もできなかった。でも、今は違ちがう」

　ひざまずき、陳湯の首に手を回した。

「あなたのことを守りたい。あなたが……大切だから」

　顔を寄よせる。

　陳湯は甘あまい息を感じた。

　乾かわいてはいたが、柔やわらかな感かん触しよくが、確たしかに唇くちびるに残った。

　再ふたたび、星星は立ち上がる。湾刀は地面に置いた。

「あたしはどうなっても構わない。だから、この人は助けて」

「よかろう。伊い奴ど毒どく、公主殿でん下かをお連れしろ」

　郅しつ支しの命令を受けて、伊奴毒が進みでた。星星は抵てい抗こうもせず、素す直なおに従したがった。

「莫迦女め。郅支なんかの言うことを信用しやがって。奴が約束など守るか」

　陳湯は崖がけに手をかけた。

「……おれは、その上をゆく大莫迦野郎だな。星星を助け出す？　逆ぎやくに助けられてんじゃねえかよ」

　腕に力をいれ、身体からだを引きずる。崖のほうへと向かって。視し界かいの下の都タ頼ラ水スがかすんでみえる。

「陳湯……」

　彼がなにをしようとしているのか、星星にはわかった。

「陳湯、やめて！」

　彼女の叫さけびに、郅支も反はん応のうする。

「伊奴毒、奴を逃にがすな」

　伊奴毒が陳湯を取り押おさえようとする。だが一瞬早く、陳湯の姿は消えた。

　ゆるやかな落下。遮さえぎるものは何もない。

　伊奴毒が崖っぷちから身を乗り出した時には、陳湯の身体は激げき流りゆうの中に沈しずんでいた。















「なんで……」

　星せい星せいは力なく崩くずれ落ちる。

　伊奴毒は彼女に近寄り、抱だき起こした。無ぶ愛あい想そな双そう眸ぼうの奥おくに、微び妙みような光が浮うかんでいる。

　何人かの兵士が崖の下をのぞいていた。

「莫ば迦かめ。こんなところから飛び降おりて、助かるわけがねえ」

　だが、誰だれも陳湯の行動を笑ってはいなかった。

　陳湯は浮かび上がってはこなかった。
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　あの娘むすめはなんと言っていた？

　忘わすれたくない。

　だが思い出せない。

　それは最も大事な言葉だったはず。

「ちくしょう。なんだったけな」

　頰ほおを叩たたいても、頭を殴なぐってみても記き憶おくは蘇よみがえらない。

　気分を落ち着かせれば、思い出せるのだろうか。

　だが、自分を包み込こむこの暗くら闇やみも、平へい穏おんな心などもたらさない。

　どこまでも続く道を歩いていた。

　どこに行き着くのかもわからない。

　どこでもいい。

　どこだってかまわない。

「違ちがうわ」

　少女が言った。

「何が違うんだ？」

「そっちへ行っちゃだめ。行くならこっちの道よ」

　微ほほ笑えむ。

　少女の背はい後ごには小さな扉とびらがある。

「そういや、おまえの言うことを信用して、痛いたいめにあったんだ。おれはおれの道をゆく」

「陳ちん湯とう……」

　少女の表ひよう情じようがかすんでゆく。

「あたしはあなたのお荷物じゃない。信じて」

「……まったく」

　吐と息いきして、方向を変える。少女のほうへと。

「あたしもあなたのこと、信じてる。だから、はやく……」

　少女が差し伸のべた細い腕うでをにぎろうとする。だが、ふいにその姿すがたが消えた。

　残されたのは静せい寂じやく。

　孤こ独どくのなかで、笑えみをうかべた。

　思い出したのだ。

　彼女の言ったことを。

　彼女のしてくれたことを。

　おもいっきり扉を蹴け破やぶる。

　その先は、まばゆい光があふれていた。







　……できることなら、あと少し眠ねむりたい。

　心身ともそう要求している。最近異い常じように働き過すぎなのだ。都と護ご府ふに戻もどったら、超ちよう過か分の俸ほう給きゆうをかならず都護からふんだくろう。そう決めてふたたび眠りにつく。

「おい、気がついたか！」

　身体を揺ゆり動かされる。陳湯は眠りから引きずり起こされた。

「……なんだ、子し松しようか」

　頭上に、段だん会かい宗そうの顔があった。

「なんだとは、随ずい分ぶんだな。……まあ、いい。心配したんだぞ。このまま死んじまうんじゃないかって」

「ここは？」

「ああ、赤せき谷こく城じようだ」

　陳ちん湯とうは牀しように寝ねかされていた。真新しい毛もう布ふが心ここ地ちいい。

　陳湯を発見したのは、巡じゆん回かい中ちゆうの烏う孫そん兵だ。陳湯はずっと胡こ服ふくを着ていたため、最初は彼だと気がつかなかった。負ふ傷しようした匈きよう奴ど兵を発見したという知らせはすぐに大だい楽らくのもとに届とどけられた。大楽は段だん会かい宗そうとともにすぐに馳はせ飛んできた。陳湯ではないかという予感があったのだろう。それで彼は赤谷城に保ほ護ごされたのだった。

　収しゆう容ようされたときには、何者かによってすでに左ひだり胸むねの矢は抜ぬかれ、けがの応おう急きゆう処しよ置ちは施ほどこされてはいた。だがいままで陳湯は昏こん睡すいしたままだった。

　段会宗が言う。

「矢や傷きずは心しん臓ぞうをかすめてはいたが、急所は外れている。命に別状はないはずだ」

「あたりまえだ。心臓にあたってたら、もう死んでる」

「まあそう言うな、子し公こう。まだ疲つかれてるなら、しばらく横になっているといい」

「そうさせてもらう」

　まぶたを閉とじかけようとして、いきなり見開いた。段会宗に問う。

「おい、おれはどれくらい寝てた？」

「ああ、……そうだな半年」

「は、はんとしだと！」

　叫さけび、上半身を起こす。そして呆ぼう然ぜんとした態ていで頭をかかえた。視線がうつろにさまよっている。

「星せい星せいはどうなった？」

　直後、段会宗は顔をしかめている。

「すまん」

「なにが……まさか、星星は……」

「いや、おまえがここに戻ってきたのは三日前。半年というのは冗じよう談だんだ」

　普ふ段だんの陳湯なら、段会宗の冗談にも調子を合わせるはずだった。だが、まさか陳湯がこれほど狼ろう狽ばいするとは思ってもいなかったのだ。冗談としては極きわめてたちが悪いことを悟さとり、段会宗は後こう悔かいした。

　段会宗の襟えり元もとを陳湯はつかんだ。

「おもしろいこと言うじゃない。子し松しようさんよ。誰だれに教わったんだ」

「それはおまえだ」

　と段会宗は言おうとしたが、やめた。この場では不ふ適てき切せつだからだ。

「星せい星せいはまだ無事なんだな」

「知らんよ。それはおまえが知ってることだろう」

「……そう、そうだよな」

　陳ちん湯とうはうなだれ、段会宗から手を離はなした。ゆっくりと立ち上がり、枕まくら元もとの長ちよう剣けんを手に取る。麻あさ布ぬのにくるまれた剣だ。

　部屋から出て行こうとする。だが、全身の痛いたみに、身体からだを折り曲げた。

「大だい丈じよう夫ぶか。無理するな、子し公こう」

　そう言ったのは、陳湯の様子が普通と違うからだ。諧かい謔ぎやくの衣ころもが剝はぎ取られ、素すになった陳湯がここにいる。

「今無理しないで、いつ無理するんだ？　おれのことに構かまうな。それより子松、大だい昆こん彌ぴと叔お父じどのたちを集めてくれ。話さなきゃならんことがある」

　陳湯の口からそんな言葉がでるとは予期していなかった。大けがをして性せい格かくが変わったのか。段会宗は不思議に思う。以前よりましになったとは、すこしも思わなかったが。







　段会宗に肩をあずけ、陳湯は大昆彌星せい靡ひの前にあらわれた。

　星靡は以前と同じく、牀しようのうえで上半身を起こしている。左右には左さ大だい将しよう大だい楽らくと、小昆彌烏う就しゆう屠と。かれら三人の表情は一様に険けわしい。

「副ふく校こう尉い殿どの、無事帰ってこられてなによりだ」

　烏就屠は皮肉を隠かくそうともしない。

「当然、星星も連れ戻もどしてきたのであろうな」

「公主殿でん下かは、まだ郅しつ支しに捕とらわれたままでございます」

　落ち着いた口ぶりで陳湯は告げた。

「星星を置き去りにしたまま、おぬしひとりで戻ってきたというわけか。郅支と密みつ約やくでも交かわしたか？　星星を置いてゆけば、おぬしの命は助けるとでも」

　約束を交わしたのは陳湯ではなく星星本人だ。それを思い返せば、自分の不ふ甲が斐いなさに怒いかり狂くるいそうだ。

　だが、そのことは言わない。言う必要のないことだ。

「叔父上。およしなさい」

　星靡が烏就屠を制せいした。陳湯の負ふ傷しようした姿をみれば、郅しつ支し城じようでどれだけ苦く闘とうしたかわかる。それを非ひ難なんする気には、星靡はなれなかった。

「妹は無事でしょうか」

　その問いに、陳ちん湯とうは軽くうなずく。

「当分の間、危き害がいを加えられることはないかと存ぞんじます」

　大楽が続けて言う。

「しかし副校尉殿、悠ゆう長ちようなことは言っておれまい。人ひと質じちにとられている以上、こちらからはうかつに動けぬ。郅支がまさに星星に害を加えようとしたとき、どうすればいい」

　陳湯に好意的な大楽も、このときばかりは苦く悶もんしていた。

　陳湯は、皆みなの顔をみわたす。

「策さく、というほどのものではありませんが、ひとつ考えがあります。お聞きねがえますか？」

「何でしょう」

「左大将殿、匈きよう奴どの軍ぐん勢ぜいはどれくらいでしょうか」

「およそ八万といったところじゃな。これに康こう居きよの手勢をくわえると十万には達するじゃろう」

　陳湯はうなずく。

「これだけの大軍に対たい抗こうするのに、烏孫の兵だけでは不足。お許ゆるしをいただけるなら、西せい域いき都と護ご府ふの兵を動員しましょう」

「漢の兵数はどれくらいでしょうか？」

　大だい昆こん彌ぴがたずねる。

「騎き兵へい一万といったところでしょう」

　それを聞いた烏う就しゆう屠とがあざわらった。

「われら烏う孫そんの兵は四万だ。そこに一万が加わったところで、どれほどになる」

「ご懸け念ねんはごもっとも。しかし、これに天山以南の西域諸しよ国こくの兵が加わったとしたら？」

　皆、黙だまる。

　西域諸国の多くは漢に服ふく属ぞくしている。非ひ常じよう時じには、漢はこれら友ゆう邦ほうに出兵の要よう請せいができるのだ。

「動員できる西域諸国の兵はおよそ三万といったところ。西域都護の号令ひとつで、いつでも烏孫に馳はせ参じましょう」

　陳湯が滔とう々とうと述べる。後こう背はいでは段だん会かい宗そうが不ふ審しんげな眼まな差ざしを陳湯に向けているが、だれも気がつかない。

「それを加えると、八万か」

　大だい楽らくのつぶやきに、陳湯も応じる。

「さらには、康居の内応もとりつけました」

「内応？」

　烏孫人三人が声をそろえた。

「われらと康居は祖そ父ふ母ぼの代からの宿しゆく敵てき。その康居が匈きよう奴どに背そむいて、我われらと手を結ぶだと？　ありえぬ」

　烏就屠は声を荒あらげる。ほかのふたりは無言。だがすぐには信じられないといった表情を浮うかべている。

「事実。匈奴を叩たたくには、外から攻めるだけでは無理。内から康居の協力があってはじめて成すことができましょう。それに、康居の手のものが公主殿でん下かを守っています。今のところ、郅しつ支しも手はだせませぬ」

「でまかせを言うな。星せい靡ひ、こやつはうまいことをぬかして、ここから逃にげ出す気だ。都護府に帰してはならぬ！」

　星靡は静かにふたりのやりとりを聞いていた。そして陳ちん湯とうではなく、段だん会かい宗そうにたずねた。

「段殿は、副ふく校こう尉い殿どのの意見をどう思われる？」

　烏孫人の視し線せんが彼に集まる。

「この陳湯は……」

　ひと呼こ吸きゆうおく。

「作戦立案において、西せい域いき都と護ご府ふどころか漢全軍においても並ならぶものはおりませぬ。それに、普ふ段だんはともかく、このような場で軽々しくでまかせを言う男ではありませぬ。どうかご信用くださいませ」

　前半は本当。

　後半は噓うそ。

　段会宗自身、陳湯の言うことを信用していないのだが、今は信用するしかない。

「大だい昆こん彌ぴさま。私は、西域都護府と西域諸国の兵をひきいてかならず戻もどってまいります。その証あかしに、この段会宗を置いて行きます。もし私が帰ってこない時には、この者を好きなように処しよ分ぶんしてくださいませ。天山の氷ひよう河がの中に氷こおり漬づけにしても構いません」

「おい、子し公こう」

　怒ど鳴なるわけにもいかず、押おし殺した声で段会宗は言った。

「おれを人質にする気か！」

「頼たのむ。それしか方策がない」

　いつもの軽けい薄はくさはない。思いつめた顔なのだ。彼のそのような表情を、段会宗は目にしたことはなかった。

　段会宗は天てん井じようをあおいだ。そしてつぶやく。

「おまえのやることは、なんでいつも無む茶ちや苦茶なんだ」

　だが、星せい靡ひに対しては真顔で、

「もし、副校尉が帰ってこないときは、殺されても恨うらみにおもいません。……これでいいだろう、子公」

「悪い」

　一いつ瞬しゆんだけ、陳ちん湯とうは笑みをうかべる。それを消し去って、星靡に告げた。

「おそらく近日中に、匈きよう奴どは総兵力をあげて赤せき谷こく城じように攻せめ込こんでくるでしょう。陣じん頭とうに公主殿下をひきだし、降こう伏ふくを呼よび掛かけてくるかもしれません。ですが、要求をのんだり、撃うって出ることなどなさいませぬよう。お願いいたします」

　星靡はうなずく。

「わかりました。ですが長く待つことはできませぬ。どれくらいで戻ってこれますか？」

「ひと月」

　陳湯は答えた。

　漢人ふたりは一礼し、大昆彌の前から退たい出しゆつした。

「あの者たちの言うなりでよろしいのか」

　烏う就しゆう屠との問いに、星靡は目を閉とじて、静かに答えた。

「副ふく校こう尉い殿どのは星せい星せいを見み捨すてませんよ。あの目がそう言っていた」







　旅りよ装そうを整えた陳湯を、段だん会かい宗そうは城門まで見送った。

「子し松しよう、すまないが、後のことは頼たのんだ」

「さっきはあんなことを言ったが、おれをここに残しておく理由は心得ているつもりだ。おまえが戻ってくるひと月の間、大だい昆こん彌ぴや叔お父じどのたちの動きを牽けん制せいし、あるいは匈奴との戦せん闘とうの指し揮きをとらせる。そういうことだろう」

　段会宗の言葉を聞いて、陳湯は薄うすく笑う。

「なるほど、そういう見方ができることに、今気がついた。持つべきは、理り解かいある友人だな」

「なんだと？　それじゃ本気でおれを人ひと質じちにするつもりだったのか」

「冗じよう談だん、冗談だ。そんなに怒おこるなよ。気にしないでくれ。おまえさんの言う通りだ」

　怒ど気きの行き場を失う。だが安心した。いつもの陳湯に戻っているようだ。

　それは喜ぶべきか？

　悲しむべきか？

「おまえな、本当に友人なくすぞ。……そんなことより、都護の説得を頼む。ああ見えて結けつ構こう頑がん固こだからな」

「君くん況きようは、おれの言うことならなんでも聞き入れてくれる。親友だからな。まかせてくれ」

　そう言い残して、陳ちん湯とうは赤谷城から去って行く。騎き影えいを見送りながら、段会宗は極きよく度どの不安に襲おそわれた。
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　陳湯が都タ頼ラ水スに身を投げて、三日。

　それ以来星せい星せいは、寝しん室しつの片かた隅すみでうずくまっていた。

　両りよう膝ひざを腕うでで抱かかえ、顔をうずめている。

　陳湯が扉とびらをあけて顔をのぞかせるのではないか。最初のうちはそればかり期待していた。

「よう、腹はら減へっただろ。飯持ってきてやったぜ」

　そんな声が響ひびく。

　だがそれは幻げん想そうだ。

　この部屋に食事を運んでくるのは、一日二回、当番の兵士だけだった。

　あの人は死んだ。

　もう期待するのはやめた。

　食事も摂とる気はしない。

　このまま死んでも構わない。

　静かに扉が開いた。

　食事の時間だ。兵士が盆ぼんを運んでくる。だが、このときはいつもと人が違う。

　わずかに顔をあげた。

　それが陳湯だとは期待しなかった。

　期待するだけ、傷きずつくから。

　入ってきたのは、匈きよう奴どの武ぶ将しよう伊い奴ど毒どくだ。郅しつ支しの次に嫌きらいな人物。

　ひとりではない。戸の入り口にもうひとり佇たたずんでいる。見知らぬ男だった。長身で均きん整せいがとれた体たい軀く。伊奴毒に負けず劣おとらず陰いん気きな顔をしている。

　男ふたりで、彼女をいたぶりに来たのだろう。

　伊奴毒の口元がこわばっている。

「……公主殿下。食事をとってください。何も食べないとお体にさわります」

　不器用な言葉。無理に優やさしい言葉を投げかける。

　星せい星せいは無む視しした。

　伊い奴ど毒どくは盆を、机つくえの上に置いた。本来ならそれで役目は終わったはずだが、彼は立ち去らない。

「……殺すなら、さっさと殺せ。なにをされても、あたしはおまえたちには従したがわない！」

「お、お静かに。落ち着いてください」

　伊奴毒は狼ろう狽ばいする。

　傷ついた彼女に何を言ったらいいのか。伊奴毒はしばらく考え込む様子だ。

　意を決して、伊奴毒は告げた。

「陳ちん湯とう殿は生きておいでです」

　息がつまり、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが乱れる。星星は返答できず、ただ伊奴毒を見上げた。

「陳湯殿は生きておいでです。私どもが助けあげ、赤せき谷こく城じように送り返しました。順調なら、今いま頃ごろ援えん軍ぐんをもとめて、西せい域いき都と護ご府ふに戻っているころでしょう」

「……噓うそよ」

　その言葉を信じることはできない。















　郅支の言葉を信用したばかりに、陳湯を失うことになったのではないか？

　もう騙だまされない。

　星星は沈ちん黙もくする。

　伊奴毒は何をしゃべっていいかわからない。

「伊奴毒、はやくしろ」

　戸口の男がいらだった。通路のほうをさかんに気にしている。伊奴毒はその男を指して、

「この男は屠と墨ぼくと申します。私の義ぎ理りの弟です。いや、弟になるはずだった、といったほうが正しいかもしれません。公主殿下は、康こう居きよ王の一族が郅しつ支しに処しよ刑けいされた件けんを覚えておいででしょう」

　星星は答えないが、伊奴毒はかまわず続けた。

「殺されたなかに、康居王の娘むすめも含ふくまれていたのですが、あれは郅支の妻つまでもありました。王が郅支とよしみを結ぶために差し出したのですが、もともと屠墨の婚こん約やく者しやだったのです」

　美しい容よう貌ぼうの女。

　恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうで、顔を歪ゆがませていた女。

　星星は思い出した。

「あれは、私の妹でもありました」

　伊い奴ど毒どくはつぶやく。星せい星せいがきいた。

「なら……あなたは康居王の」

「いえ、王が父ではありません。母が同じというだけです。それが幸いして、あの難なんをのがれることができたのですが」

　伊奴毒に何と声をかけていいかわからない。星星は黙だまって話を聞いた。

「単ぜん于うには計り知れないところがおありです。野心、理想。それらを追うのも結構。ですが、残念なことに民たみの苦しみを理り解かいできませぬ。単于にとって何十万という民も兵士も、自分の野心を達成する道具にしかすぎないのかもしれません。ですが、いまは匈きよう奴どの民も康居の民も疲つかれ果てています。必要なのは戦いではなく、休養なのです。私としては、義父や妹の仇かたきはとりたい。ですが、それ以上に単于の暴ぼう走そうをとめなければならない。西せい域いきに戦火を広げ、憎にくしみで大地を覆おおってしまうことなど、誰だれも望んではおりません」

　伊奴毒の言葉に偽いつわりは感じられなかった。

「陳ちん湯とう殿どのなら、あるいはそれができるかもしれません。私は、漢を信用しているわけではありませんが、匈奴、康居、烏う孫そん、漢がそれぞれ平へい穏おんに暮くらしていけるなら、それにこしたことはありますまい。屠と墨ぼくをはじめとする康居の一部は、陳湯殿に内ない応おうすることに決めております。かくいう私も、屠墨に説得されたのですが。……陳湯殿を助けたときに約束いたしました。かならず公主殿下を烏孫に無事お帰しすると。ですから、それまでどうかご自愛を」

　陳湯が生きている。

　陳湯が生きている！

　感謝の気持ちで胸がいっぱいになった。お礼をいいたかった。

「……あ」

「行くぞ、伊奴毒」

　言葉をさえぎったのは屠墨という男だ。数人の兵士が近づいてくる気配がする。郅しつ支しの許きよ可かもえず公主に会っていることが知られると、彼らとしてもまずいのだろう。

「では、これで」

　一礼し、伊奴毒は屠墨とともに去って行った。

　星星はふらつきながらも立ち上がり、机の上の食事に手をのばした。碗わんを取ろうとした手が震ふるえた。

　何もつかめなかった。

　何も見えなかった。

　涙なみだがあふれていた。
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　熱ねつ砂さが流れてゆく。

　天山山脈の南は沙すなの大地だ。雲ひとつないが、ときおり巻まき起こる砂すな嵐あらしで、あたりは薄暗くなる。

　烏う塁るい城じよう西せい域いき都と護ご府ふを守る漢兵たちも心得たもので、砂嵐がやってくると、警けい備びもそこそこに城内へとひきこもる。そしてしばらくのあいだ、談だん笑しように花を咲さかせる。もちろん、責せき任にん者しやの西域都護には内ない緒しよで。その輪の中心には、いつも副校尉がいた。

　兵士たちは、陳ちん湯とうが職しよく務むに励はげんでいるところをみたことがない。たいてい、城じよう壁へきの上で昼ひる寝ねしているか、巡じゆん察さつと称しようして、部下や兵士をひきつれ、繁はん華か街がいへとくりだしているか。それを西域都護は黙もく認にんしていた。なにか弱味をにぎられているのだろうというのが、もっぱらの噂うわさだった。

　その陳湯が烏う孫そんに派は遣けんされてからというもの、烏塁城は平穏な日々が続いていた。漢の勢せい力りよく圏けんである天山以南は一応安定していたし、なにより陳湯がいないと退たい屈くつこのうえない。陳湯なら何かと厄やつ介かい事ごとをひきおこしてくれるからだ。

　砂嵐が去ったあと、見み張はり兵がぞろぞろと城壁に出てきた。陳湯不在の間、西域都護がやたら張り切っていて、いつものようにのんびりできないのだ。

「おい、あれ」

　兵のひとりが、城門の先を指差した。

　そこに馬が一頭立ち止まっている。

　鼻先で、自分の脚あし元もとをつついていた。

　そこに人らしきものが倒たおれていた。

「行き倒れだあ。だれか都護の旦だん那なに知らせてやれ」

　のんきな調子の声が飛んだ。







　西域都護騎き都と尉い甘かん延えん寿じゆ。字あざなは君くん況きよう。

　年ねん齢れいは四十代なかば。漢における西域経けい営えいの最前線指し揮き官かんだ。

　中ちゆう原げんで名をはせた歴戦の勇者であるはずだが、外見はそうは見えない。頭とう髪はつはみな巣立ってしまい、陽ひと酒に焼けた顔は無意味に愛あい想そがいい。武将というよりは酒しゆ楼ろうのおやじだ。中背だが腹はらは出っ張り、それで恰かつ幅ぷくよく見える。

　陳ちん湯とういわく「あいつは沙さ漠ばくにほうり出されても乾かわき死にだけはしないだろうぜ。腹に酒をためこんでるからな」

　段だん会かい宗そういわく「いや、腹にためこんでるのは、心しん労ろう」

　甘かん延えん寿じゆは部下受けは悪くない。いつも陳湯の悪口の標的にされているから、かえって同情されるのだ。それに甘延寿自身、部下や兵士に怒ど気きを向けることはない。本人は怒おこっているつもりでも、生まれつき笑い顔なので迫はく力りよくが全然ないのだ。もっとも甘延寿が機き敏びんな男なら、このような僻へき地ちに飛ばされて、問題児のお守をさせられることはなかっただろう。

　出世欲よくと野心に欠ける都護は、執しつ務む室しつで睡すい魔まにおかされていた。陳湯を烏孫に送りだしてからは、ささやかな小こ春はる日和びよりだ。当分の間帰ってくるな、と安あん穏のんな表情が語っている。

　部下が慌あわただしく駆かけ込こみ、浅い眠ねむりから引き戻もどされた。

「どうした、騒さわがしい。匈きよう奴どでも攻せめ込んできたか」

「いえ、副ふく校こう尉い殿どのがご帰き還かんされました」

「なんだと！　なんでこんなに早く戻ってきやがった」

　椅い子すをはねとばして立ち上がる。だがすぐに前まえ屈かがみになった。腹を、机つくえの端はしに勢いきおい良くぶつけたからだ。

　甘延寿は腰こしを浮かしたままの姿し勢せいで、陳湯を出迎えた。

　陳湯は両りよう脇わきを兵士に支ささえられている。視し線せんはうつろ。各所に巻まかれた包帯からは血がにじみだしている。

「どうしたんだ。子し公こう……」

　尋じん常じようではない陳湯の様子に、甘延寿に不安がよぎる。

「みずくれ」

　声は疲つかれ果てている。

　甘延寿は水を持ってくるよう命じるとともに、自分の椅子を陳湯に差し出した。陳湯は座すわり、上体を机に投げ出す。運ばれてきた碗わんの水を半分以上こぼしながら喉のどをうるおす。こぼれた水は、机の上の書類を濡ぬらした。結構重要な書類だったため、甘延寿はあわてた。

　陳湯もようやく生気をとりもどした。

「烏孫でなにがあったんだ？」

「まずいことになった」

「……なんだと。ついにやらかしたか」

　甘延寿の顔はひきつっている。

「まだ、何も言ってないだろうが。それに、やらかしたって、何のことだ？」

「あ、いや。なんでもない」

「おれのことじゃない。郅しつ支し単ぜん于うだ」

　鼻白みながらも、陳ちん湯とうは状じよう況きようを手短に説明する。

「……なるほどな。切せつ迫ぱくしておるな。わかった。すぐに長安に早馬を飛ばして、朝ちよう廷ていの裁さい可かをあおごう」

　椅子に座ろうとして、それが無いことに気がついた。陳湯が座っているのだ。他に椅子がない。しかたなく、そこらにあった木箱を持ってきて、それに腰掛ける。

　筆をとり、絹きぬに文字をしたためはじめた。その様子を陳湯は冷ややかに見つめている。

「阿あ呆ほう」

「な」

「酒の飲み過ぎで頭がふやけてるんじゃないのか？」

　甘かん延えん寿じゆは憮ぶ然ぜんとして筆をとめた。机の上には確たしかに葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんと碗が放置されてある。陳湯が赤せき谷こく城じようで口にしたような上等な酒など、都護の安月給では手に入らない。安物だ。

「阿呆とはなんだ」

「阿呆じゃなけりゃ、莫ば迦か野や郎ろうだ。いいか。早馬でも狼煙のろし台でも何でもだ。長安に変事を知らせて、その回答が返ってくるのはいつだ。早くて半年後。それどころか無む視しされるかも知れん。その間に烏う孫そんが滅ほろんだらどうする気だ」

「だがな、中央の命令無くして、兵は動かせん。領りよう内ないならともかく、天山の北は管かん轄かつ外がいだぞ」

「知るか！　あんたの判はん断だんで出兵できないなら、何のための西せい域いき都と護ごだ。ただのお飾かざりかよ」

「……わかっている。わかっているが」

　すごまれると、途と端たんに弱腰になる。

「この非ひ常じよう時じだ。法令や規き律りつなんかより、おれたちの判断が優ゆう先せんされるに決まってる。まず問題を片かた付づけてしまえ。それから許可でも何でも求めりゃいい」

「無む茶ちや苦茶な」

　甘延寿は頭をかかえた。

「しかし、子公よ。わしの指し揮き下の兵は構わん。だが西域諸しよ国こくはどうする気だ。各国に出兵を要よう請せいするのに何が必要か、おまえは知ってるのか？」

「知るか」

「……詔しよう旨しの令れい牌はいだ」

「ショウシ？　なんだそれ」

「皇こう帝てい陛へい下かのお許ゆるしを受けてだされる出兵要よう請せい証しようだ。朝廷の使者がこれをたずさえて諸国の王に示しめさないかぎり、西域都護といえども出兵の要請はできん。そのくらい承しよう知ちしているだろう」

　珍めずらしく甘かん延えん寿じゆの口調が厳きびしくなる。それにつれ、陳ちん湯とうの表情は険けわしくなる。そして上官に背せを向け、荒あら々あらしい足取りで立ち去った。

「阿呆はどっちだ。すこし頭を冷やせ、横着者めが」

　陳湯が姿すがたを消すと、とたんに強気になって吐はき捨すてた。視線を手元に落とし、書面に筆を走らせる。大変満足していた。ひさびさに陳湯を言い負かすことができたのだから。

　奏そう上じよう文ぶんを書き終わり、箱につめて封ふう印いんしたころ、ふたたび陳湯が現れた。

　陳湯が何かを放ほうり投げた。甘延寿の前に転がる。

　黄金こがね色の小さな札だ。表面には竜りゆうの紋もん様ようがかたどられている。

「今さっき、長安から届とどいたぞ。そいつが令牌だろ」

　陳湯の言葉に、甘延寿は口を開閉することしかできない。

　たしかに詔旨の令牌だ。だがそれがここに届くはずがないことは、甘延寿といえども、わかる。

「なんで、そんなものが」

　嫌いやな予感がした。

「前に一度見たことがある。いざというときのために、もうひとつ作っておいたんだが、どうだ、なかなかの出来だろう」

「なななな」

　やりやがった、こいつ。と甘延寿はめまいをおぼえた。事もあろうに皇帝の勅ちよく令れいの証を陳湯は偽ぎ造ぞうしていたのだ。

「なんて奴やつだ。だったらなおさら出兵などできん。中央に知られたらわしは斬ざん首しゆだ」

「あんたの首が斬きられようが知ったことじゃない」

「当然おまえも斬首だ！」

「ああ、そうか」

　甘延寿は天をあおいだ。が、すぐに身体からだが硬こう直ちよくした。

　首くび筋すじに冷たいものが押おし当てられている。

　それがなにか、確かく認にんしなくてもわかる。

　耳もとで、陳湯がささやいた。

「なあ君くん況きよう。簡かん単たんな話だ。後々長安で首をはねられるか。それとも、いまここで胴どう体たいとさよならするほうがいいか。ふたつにひとつ」

　長ちよう剣けんを突つきつけている。

「はやまるな、子し公こう」

「拒きよ否ひしたっていいんだぜ。西せい域いき都と護ごは風土病にあたって死んだって中央に報ほう告こくすればすむことだ。……いや、拒否しろ。そのほうが説せつ得とくする手間がはぶける」

「……何が説得だ。脅きよう迫はくではないか」

　うめく甘かん延えん寿じゆの喉のど元もとに、鋭するどい痛いたみが走った。

「ぎゃ」

　踏ふみつけられた猫ねこのような叫さけび声だ。甘延寿は椅い子す、いや木箱から転げ落ちた。あわてて首筋を押さえ、白目をむく。

「わ……わしは、死ぬ。順風満まん帆ぱんな人生だと思ってたのに、こんなところで阿あ呆ほうな部下に斬られて死ぬなんて……」

「おい、君況さん？」

「できることなら、西域都護ではなくて、後宮の警けい備びとかのほうがよかったな。女によ官かんたちの人気者になって、毎日とっかえひっかえ……」

「だれが人気者だ。さっさと立たんか」

　甘延寿は手のひらを見る。そこに血などついてはいなかった。痛みもいつのまにか消えている。

　陳ちん湯とうを見る。

　陳湯は苦く笑しようしつつも、自分の首を手でつねってみせた。

　甘延寿は立てなかった。腰を抜かしたのだ。

「冗じよう談だんはさておき」

　冗談になっていない。

「おれの策さくにのるか。それとも、あくまで規き律りつを守って、来るかわからん使者を半年以上待つか。あんたの権けん限げんだ。どちらを選ぶかは一いち任にんする。おれは文もん句くはいわない。だが、烏う孫そんに人ひと質じちになっている子し松しようの事も考えてくれや。かわいそうにな、おれが帰らないと、あいつも天山で狼おおかみの餌えさだ」

　陳湯がすすんで段だん会かい宗そうを人質にさしだしたことは、甘延寿にはわかっていた。が、それを非ひ難なんできなかった。放心しているのだ。

　ようやく言葉がもれる。

「……おまえの意見は一考の価か値ちがある」

「だろ」

　陳湯が手を差し伸のべて、甘延寿を立たせる。陳湯は椅子に座り、甘延寿は木箱に腰をおろした。

　また甘延寿は頭をかかえる。

「二十年、二十年だぞ。これまで無ぶ難なんに勤つとめ上げてきたのに、なんてことだ」

「器うつわが小さい！」

　陳ちん湯とうは決めつけた。

「なあ、もし郅しつ支し単ぜん于うを倒たおして西域に平和を取り戻もどしてみろ。非難の声なんか吹き飛ぶ。かならず賞しよう賛さんされる。ゆくゆくは誰だれもがあこがれる大司馬大将しよう軍ぐん閣かつ下かだ。……いや、あんたの望みは後宮警備で女官の人気者になることだったな。どっちにしてもだ。こんな僻へき地ち勤めが人生絶ぜつ頂ちようのときじゃ、悲しいと思わんか」

「ほっといてくれ」

　西せい域いき都と護ごが本当に泣き出しそうになったので、それ以上言わなかった。かわりに書類のなかから、羊よう皮ひの巻まき物を広げた。

　西域の地図だ。

「匈きよう奴どは八万。それに対して、こっちは烏孫四万と都護府の騎き兵へい一万。それに西域の援えん軍ぐんが三万とみこんで、あわせて八万。それに康こう居きよの寝ね返がえり組を足せば、数の上では十分に足りる。あとは諸国に使者をおくり、兵を呼び集めるだけだが」

「だが、呼び集めるだけでも、ひと月はゆうにかかるぞ。それでは期き限げんに間に合うまい」

　しぶしぶながら甘延寿も腹をくくったようだ。

「そこなんだ。それが問題なんだ。どうやってここにすみやかに結集させるか」

　指先で地図上の烏う塁るい城じようを軽く弾はじく。陳湯の目は地図を凝ぎよう視ししている。

　指先が止まった。

「ふん。おれはあんた以上の阿呆だぜ」

「今いま頃ごろ気がついたか。いやいや、どうした」

「別にここに西域軍を結集させる必要はないってことさ。なんてことはない。簡かん単たんなことだ」

　陳湯の指が、地図の中央、烏塁城を指す。

「まず、あんたは都護府の兵をひきいて烏う孫そんに真まっ直すぐ向かってくれ。通る道はここ。天山北路」

　指が、烏塁城から北へ滑すべり、天山山脈の北を通って赤せき谷こく城じようにたどりついた。陳湯が往おう復ふくした道だ。

「おまえは？」

「おれは、ここをゆく」

　今度は指が、烏塁城から西へ走る。

「天山南路。ひとりでここを行く」

「ひとりでか？　兵はひきいて行かんのか」

「ああ。こっちから出向いてやる。街かい道どう沿ぞいの各国を回って兵を集める。そしてここを越こえる」

　指が一点を指した。そこに山脈の絵え柄がらがかかれている。

「葱そう嶺れい……」

　甘かん延えん寿じゆは息を飲む。

　葱嶺は、天山山脈よりはるかに険けわしい難なん路ろだ。いたるところに断だん崖がいと氷ひよう河がの裂さけ目が口を開けている。そこを万の兵をひきいて越えるなど、誰に成し遂とげられるだろうか？

「いや、おまえ以外にそんなことをできる人間を、わしは知らん」

「だろ」

　陳ちん湯とうは自信ありげに笑う。

　いつもこんな調子の男だから、それが自信か、虚きよ勢せいか甘延寿にはわからなかった。

　ただひとついえることは……。

　この男、天才か、あるいは最悪の阿呆だ。

　準じゆん備びのために出て行った陳湯を見送ったあと、甘延寿は篝かがり火びの燃もえかすと化した。
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　篝火が揺ゆれている。

　薪まきが爆はぜ、火の粉が舞まい上がる。燃え盛さかる炎ほのおで、郅しつ支しの姿は深しん紅くに染そまっている。

　陽は沈しずみ、闇やみが郅支城を包んでいる。その広場に郅支をはじめとする諸将が居い並ならんでいた。

　中央には郅支単ぜん于う。

　右手には、伊い奴ど毒どくと匈きよう奴どの将軍。

　左手には、康こう居きよ王おうとなった抱ほう闐てんとその武将たち。

　彼らの前には祭さい壇だんが組まれている。

　その前に女がうずくまっている。

　つぶやくような声。

　獣けもののうなりのような声。

　喉のど奥おくから絞しぼり出される声が、次し第だいに耳に届とどく。

　熱気を帯びる。

　女は立ち上がる。そして、みずから上着を剝はぐ。

　絶ぜつ叫きようする。

　あらわになった上半身の白い線が、炎の陰いん影えいに映えた。長い髪かみを振ふり乱みだし、踊おどり、絶叫を続ける。

　天に勝利を願う祝詞のりとだ。

　我われを失い踊り狂くるう巫女のかたわらに、両足を縛しばられた羊が運び込まれた。

　伊い奴ど毒どくが静かに立ち上がる。そして祭壇のほうへと進み出る。腰の湾わん刀とうを抜き、片かた手てで羊を押さえつける。

　女の絶叫は意味を失っている。その声が絶頂に達したとき、伊奴毒は湾刀を振りおろした。

　羊の頭が転がる。と同時に、巫女は失神し、その場に倒れた。

　伊奴毒は羊の胴どうをもちあげる。そしてしたたる血を器うつわにそそいだ。器を天にかかげ、礼れい拝はいする。

　器を、郅支のもとへ運んだ。

　郅支は受け取り、血を口に注ぐ。

　口元を鮮せん血けつが流れ落ちて行く。

　伊奴毒はふたたび器を受け取り、次いで抱ほう闐てんに渡わたした。抱闐も同じく血を飲む。最後に、伊奴毒が血を飲み干ほした。

　祭さい儀ぎは終わり、軍議に移うつった。

「単ぜん于う」

　威い勢せいよく立ち上がったのは、康こう居きよ王おう抱闐だ。

「康居の軍ぐん勢ぜい、すべて準じゆん備びは整いもうした。号令ひとつで、いつでも赤せき谷こく城じように突とつ入にゆういたす」

　威い風ふう堂々とした体たい軀くだ。声もよく通る。匈きよう奴どの諸しよ将しようの列を凝ぎよう視しした。

「伊奴毒。烏う孫そんに派は遣けんした使者はいかがした」

　これに先立ち、郅しつ支し単于は使者を烏孫に派遣している。降こう伏ふく勧かん告こくのためだ。烏孫が降伏を受け入れる可か能のう性せいは、ほとんどない。それでも送ったのは大たい義ぎ名分を得るためだ。使者が群ぐん臣しんの目の前で大だい昆こん彌ぴを罵ば倒とうする。激げき怒どした大昆彌は使者を殺すだろう。それによって大昆彌ならびに烏孫の非ひをならし、道義的な正義を得る。使者を殺すことが蛮ばん行こうなのは、どの世界でも変わらない。動静のわからない西域諸国も、烏孫側につくことを躊ちゆう躇ちよするだろう。

　問いに、伊い奴ど毒どくは憮ぶ然ぜんとする。その他の匈奴の武将たちは、露ろ骨こつに不ふ快かい感かんをあらわす。抱ほう闐てんの格式は王であり、郅しつ支し単ぜん于うの盟めい友ゆうだ。だからこの場で偉えらそうに振ふる舞うのは仕方ない。だが、伊奴毒は信望のあつい宿将なのだ。それに対し下げ僕ぼくをあつかうような物言いだ。不満に思うのも当然だった。

　一方、康居の武将たちにしてみれば、なかなか痛つう快かいだった。匈奴と康居は盟友。とはいっても、実質、属ぞつ国こくだ。殺された前康居王の弱よわ腰ごしを快こころよく思わないものも多数いた。だが、この新国王は、匈奴とも対等に張はり合っている。たいしたものではないか。

　伊奴毒は内心を表情に出す男ではない。冷静に告げた。

「烏孫は我われらの要求を拒きよ否ひいたした。城門を閉とざし、領りよう内ないから兵士をかきあつめておりもうす」

　抱闐は嘲ちよう笑しようする。

「そんなことはわかりきっておる。どうでもよいことだ。星せい靡ひめは使者をどう処しよしたのだ。殺して、首だけ送り返してきたのか」

「いや、生きて帰りもうした」

「ほう」

　選よりすぐりの壮そう士しが烏孫に送り込まれた。使者は手て筈はずどおり、大昆彌をあざ笑った。

　だが、星靡は怒おこるどころか、優やさし気な口調で応おう対たいした。ほかの臣下も同様だった。ただ、小昆彌だけは顔面蒼そう白はくだったが、激げき憤ふんするまでにはいたらなかった。そして使者は三日三晩歓かん待たいを受けた。極ごく上じようの酒が振る舞われ、数人の美女がかわるがわる酌しやくをする。赤谷城を退しりぞくときも、大昆彌みずから見送ったという。

「惰だ弱じやく。そのような子こ供ども騙だましで、われらが侵しん攻こうをあきらめるとでも思ったか」

　高笑いが響ひびく。

「違ちがう」

　そのつぶやきが、抱闐の笑いを止めた。

「奴やつらは時間を稼かせごうとしているのだ。まだ戦いの準備が整っておらぬのだ。特に烏う孫そんの頼たのみとする漢軍が到とう着ちやくしておらぬのだろう。伊奴毒、そちらはどうなっておる」

　郅支単于が言った。伊奴毒はうなずく。

「漢軍は一両日中にも烏孫領内に入る模も様ようにございます。数は一万。ほかの西せい域いき諸国の姿はありませんでした」

　郅支に軽くあしらわれたのが気に障さわったか、抱闐はむきになった。

「一万ていどの戦力がなんになる。漢の弱兵など、我ら康居だけで十分。一撃で屠ほふってくれる」

　強い矜きよう持じに、郅支は冷れい笑しようで報むくいる。

「西域都と護ご府ふの兵は、漢にあっては精せい鋭えい中の精鋭ときく。それに烏孫にしても強兵の民たみ。孺じゆ子しにいたるまで、決して人に屈くつしようとはせぬ。あの公主のようにな。康居王よ。いきがるのは結けつ構こう。だが、足あし下もとをすくわれぬよう、用心いたせ」

「……心得申した」

　失笑が、匈きよう奴ど人の間から起きた。激発することもできず、抱闐は引き下がった。

「伊奴毒」

「は」

「あの漢人、陳ちん湯とうはどうなった？　屍し体たいは見つかったか」

　郅支がきく。

「いえ、まだ見つかってはおりませぬ。この時期、都タ頼ラ水スは水かさを増ましております。もうすでに下流に流れていったと思われます。それにあの深手を負って、助かるとは思えませぬが」

「そうか」

　郅支の視線が伊奴毒に突き刺さる。

　疑ぎ念ねんを持たれているのかわからない。伊奴毒はつとめて冷静にふるまった。

「……おぬしの言う通りかもしれん。予もあの漢人にこだわり過ぎていたようだ。たかが狗いぬ一いつ匹ぴき、生きていたところで予を妨さまたげることができようか」

　目を閉とじ、独どく語ごする。

　そのあと、一同に向けて言い放った。

「明日の夜明けとともに、烏孫に向けて進軍する。赤谷城の財ざい宝ほう、食料、馬、家か畜ちく、女は、すべて奪うばった者に帰することとする。よいな、各おの々おの、励はげめよ」

「は！」

　武将たちは一礼し、それぞれ散っていった。







　木き枠わくの窓まどの外、はるか下方には、戦いの準じゆん備びをすすめる匈奴兵がせわしなく動いていた。

　星せい星せいの監かん禁きんされている楼ろう閣かくの部屋からでは、米こめ粒つぶほどの大きさの兵士の顔までは判はん別べつできない。あたりも暗い。それでも、確かく認にんせずにはいられない。陳湯が兵士に化けて潜せん入にゆうしているかもしれなかったから。

　見分けられる自信はあった。

　もし、陳湯がここに来たら、どういう顔で迎むかえよう。

　それは決まっている。

　牀しように腰こし掛かけ、すました顔で言ってやるのだ。

「遅おそかったわね。待ちくたびれた」

　泣きつくのは嫌いやだ。

　それに、おしとやかな姫ひめ君ぎみ然ぜんとした女の子より、活発な女の子のほうがたぶん陳ちん湯とうは好きなのだ。

　星せい星せいは自分勝手にそう思う。

　笑って迎えたら、きっと陳湯も笑ってくれる……。

　扉とびらが開いた。

　振り向くと同時に、心が浮き上がる。

　だが、すぐに全身に悪お寒かんが走った。

　郅しつ支し単ぜん于うがそこに立っていた。

「うれしそうだな」

　言葉は氷より冷たい。郅支が部屋に入り込むと同時に、星星は壁かべに身をよせた。

「そんなに、陳湯めが生きていることがうれしいか」

　星星の身体からだが熱くなる。

「おまえにもわかっているはず。奴やつは予に叩たたきのめされるしかない。地にはいつくばり、許ゆるしを求めることしか道は残されておらぬのだ。以前、お前は、陳湯は虎とらだと言っておったが、予に言わせれば、狗か豚ぶただ」

　冷笑に、星星はあごをつきあげた。

「違う！　陳湯は今頃漢の大軍をひきいてここに向かっているはずよ。あなたを捕とらえるために。地にはいつくばるのは、あなたよ」

　形のよい眉まゆをつりあげる。

　郅支はふいにうつむき、喉のどを鳴らす。笑いをこらえられないのだ。

「何がおかしい！」

「……いや、おまえは正直なのだな」

「何なの！」

「そうか。陳湯は生きておるのか。予は死んだとばかり思っていたがな。おまえは、陳湯が生きておるのを知っていたな」

「……あ」

　郅支の言葉の意味を正せい確かくに理り解かいし、そして愕がく然ぜんとなった。

　郅支は、陳湯の死に確信が持てなかった。そこで、星星に探さぐりを入れたのだ。そして星星は挑ちよう発はつに乗って、言ってはならないことを言ってしまった。

　全身が震ふるえた。

　かろうじて立っているのは、壁に寄り掛かっているからだ。

「あの都タ頼ラ水スに飛び込んで助かるとはおもえぬ。だとすれば、誰かが助けたということだ。それは、おまえに奴の生せい存ぞんを教えたものと同じであろう」

　郅しつ支しは星せい星せいに近寄り、手を彼女の頰ほおに当てた。

　冷たい岩のような感かん触しよく。それが顔の半面を覆おおう。

「誰だれに教えられた？　外部の者とは考えられない。裏うら切ぎり者は誰だ。素す直なおに教えてくれたら、痛いたい目は見なくてすむ」

　星星は歯をかみしめる。

　それから先は絶ぜつ対たいに口にしてはいけない。恐きよう怖ふに耐たえきれず口走ったなら、伊い奴ど毒どくや屠と墨ぼくの命はない。

　覚かく悟ごした。

　殴なぐられ、二度と人前に出られないような顔にされても、一言もしゃべらない。

　郅支の手が頰を滑すべり、離はなれた。ざらついた不快感が残る。

　と、郅支は拳こぶしを握にぎりしめ、星星に殴り掛かった。

　目を閉とじるひまもない。

　暴ぼう風ふうは、耳元を駆かけ抜ぬけた。

　星星の顔のすぐ横、壁を打ち砕くだいていた。煉れん瓦がが粉々になり、拳大の穴あなが開いている。

　全身が硬こう直ちよくし、倒れることもできない。

「次はおどしではない。話すか」

「……わかった」

　声の震えを必死で押さえつける。

「次はあたしの顔を狙ねらいなさい」

「そうか」

　躊ちゆう躇ちよはしない。拳を引き、突つき出す。

　痛みは感じなかった。

　郅支の拳は、鼻先に軽く触ふれただけだった。

「強い子だ」

　郅支は言った。

「もし、おまえが烏う孫そん王であったら、予は侵しん攻こうをあきらめていただろうな」

　拳をおろし、星星に背を向ける。

「予も実は陳ちん湯とうが生きておることを望んでおるのだ。奴と雌し雄ゆうを決さぬ限かぎり、西域を手中にすることはできぬ。……西域を取ったあと、すべてをおまえに譲ゆずりたいが、それは承しよう知ちするまい」

　その目に侮ぶ蔑べつはない。あるのは彼女に対する憧しよう憬けいか。

　郅支は出て行く。その去り際ぎわ、言った。

「烏孫攻こう略りやくには公主にも同行してもらう。烏孫の滅めつ亡ぼうと陳湯の死を、その目で確認するとよい」

　星星は部屋に取り残された。

　しばらくの間、壁に寄り掛かったまま動けない。

　何度もつぶやいた。

「……なんであたしは、いつも、いつも」

　自じ己こ嫌けん悪おに打ちのめされそうだった。















第五章　決戦前後
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　あわただしく赤せき谷こく城じようの門が開かれた。

　城じよう壁へきの守しゆ備び兵へいたちが一いつ斉せいに歓かん呼こをあげている。待ちに待った漢軍が到とう着ちやくしたのだ。風になびく旌せい旗きをつらね、騎き馬ばの軍ぐん団だんは整せい然ぜんと入城する。西せい域いき都と護ご甘かん延えん寿じゆは麾き下かを整列させたあと下馬を命じた。大だい昆こん彌ぴ星せい靡ひ、左さ大だい将しよう大だい楽らく、小昆彌烏う就しゆう屠とが彼らを出で迎むかえた。

　星靡の前に甘延寿はひざまずいた。

「遅おくれて申し訳わけありませぬ。西域都護、ただいま参りました」

「いえ。無理を申したのは私どものほうです。遠路はるばるよくお越こしくださった。さあ、お立ち下さい」

　甘延寿は申し訳なさそうに立ち上がった。内心で、若わかい国王の礼れい儀ぎ正しさと、某ぼう部下の無礼さを比ひ較かくしたかはさだかではない。

　大楽、烏就屠とも挨あい拶さつをかわす。烏就屠がきいた。

「陳……副ふく校こう尉い殿どのはいかがされた」

「あれは西域諸しよ国こくの兵をひきいて、こちらに急行しておりもうす。ご心配なされますな」

「誰だれも心配などしておらぬ！」

　陳ちん湯とうと烏就屠の軋あつ轢れきを知らない甘かん延えん寿じゆは、強い語勢に怪け訝げんな顔をする。大楽などは、弟が無礼なことを言って西域都護を怒おこらせるのではないかと心配していたが、それ以い降こう烏就屠は礼儀を守った。烏就屠も一国の大臣。陳湯とは違い礼儀は守ることはできる。ただ、陳湯の前では調子が狂くるうのだろう。

「匈きよう奴どはまだ姿すがたをみせませぬ。都護将軍。麾下のかたがたを休ませてはいかがじゃ。その間に我われ々われは今後の方ほう策さくをたてることにしませぬか」

　大楽の申し出に、甘延寿はうなずいた。

　赤谷城の城内は広いが、それでも烏う孫そん軍、漢軍、それに城外から避ひ難なんしてきた人々を収しゆう容ようすると、人で埋うまってしまう。当初、女たちも夫や恋こい人びととともに戦うといってきかなかった。遊牧の民であるから、女も弓を射いることはできる。戦力にはなる。

「みなには、もしもの時のために待機してもらう。大だい丈じよう夫ぶ。この度の戦いには勝算がある。おぬしらの手を煩わずらわせることもあるまい」

　血けつ気きにはやる民たみをおさえるのに大楽は苦労した。敬けい愛あいしている公主が人ひと質じちにとられている。しかし、それが逆ぎやくに怒いかりに火をつけた。

　星せい靡ひに先せん導どうされて、甘延寿は内城へと渡わたった。

「都護」

　呼よび止められ、甘延寿は振り返った。

「おお、子し松しようか」

　ふたりは再さい会かいを喜びあう。段だん会かい宗そうはとくに。

「子松には、いつも迷めい惑わくをかけるな」

「その言葉はぜひ陳湯から聞きたいものです。で、奴やつは？」

「わしは知らん。あいつのことで悩なやむのはもうやめた。気にするだけ損そんだ」

「……その通りで」

　甘延寿の声が大きかったので、ほかの烏孫人に聞かれたかと思い、段会宗は焦あせった。だが誰も気がつかなかったようだ。

「そんなことより、匈奴の動きはどうなっておる」

「まだ、なにも。ですが郅しつ支し城じようを発たったのは確たしかなようです」

「そうか。数日中にも、ここに押おし寄よせてくるな」

　漢人たちは、宮きゆう殿でんの一室へと招まねかれた。それぞれの要人たちは席へとつく。

　状じよう況きようの仔し細さいが大楽から説明される。そして烏孫全軍の指し揮き権けんが、一時甘延寿に委い任にんされる。

　それと、万一に備そなえて、外城と内城を結ぶ桟さん橋ばしを切り離す準備も進められている。湖に浮かぶ船もすべて収容された。もし外城が落ちても、内城に籠ろう城じようすればしばらくはもちこたえられる。草原の民匈きよう奴どに船を造つくる技ぎ術じゆつはない。湖を越こえて攻めてはこれないのだ。

　烏う孫そん側がもっとも警けい戒かいすべきは、匈奴が長期戦を挑いどんでくる場合だ。数万の兵と民を養うのに、貯ちよ蔵ぞうしている食しよく糧りようでは不足している。備び蓄ちくはひと月あまりだろうか。それ以上の籠城は困難だ。

　それまでにかたをつけなければならない。

　そのためにも陳ちん湯とうの来らい援えんは不可決だった。

　難なん事じなのだ。西域諸国をかけめぐって出兵を要よう請せいし、大軍をひきいて葱そう嶺れいを越えなければならない。

「あいつは来ますか」

　段だん会かい宗そうの問いに、甘かん延えん寿じゆは、

「あいつならできる。莫ば迦か野や郎ろうだからな。こんな芸当、小こ利り口こうなやつには絶ぜつ対たい無理だ」

　なぜか胸むねを張はって言う。

　大だい昆こん彌ぴの前から退たい出しゆつしたふたりは、ふたたび外城へ向かっていた。桟橋を吹き抜ける風が心地いい。

「都護。前から聞きたいと思っていたのですが」

「ん。なんだ」

「陳湯のことはお嫌きらいなんですか」

　その問いに、甘延寿は、

「ああ、大嫌いだ。わしを上官ともおもわないし、態たい度どがでかい。礼れい儀ぎ知らず、わがまま、仕事をしない。ほかにまだまだあるぞ」

　なぜか得意げに言う。

　段会宗は苦く笑しようした。

「お嫌いなら、さっさと本国へ送り返せばよろしいではないですか。なぜそうなさらないのです」

「やつはな……」

　甘延寿は、ため息をもらした。

「生まれてくる時代が遅すぎた。もし高こう祖そ陛へい下かや武帝陛下の時代に生まれていたら、韓かん信しんや霍かく去きよ病へいに匹ひつ敵てきする武ぶ勲くんと名声をあげていただろうな。今の時代では、才さい能のうを発揮できる場所は限られている。平和な時代に生きられんのだ。ああ見えて不器用な奴なのだよ。もし本国に送り返したところで、お偉えら方がたと衝しよう突とつして、粛しゆく清せいされるのがおちだな」

「なるほど。で、都と護ごがあいつを保ほ護ごしてやっているというわけですか」

「保護だと！　なんでわしがあいつなんか」

　と露ろ骨こつに嫌いやな顔をするが、段だん会かい宗そうには都護の本心はわかる。なんだかんだ言って、彼を見み捨すてられないのだ。段会宗も同じ気持ちだ。

「ま、いままでなにかと世話を焼いてきたんだ。そのうち気が変わって恩おん返がえししてもらえるかもな」

「……それは、ありえないかと……」

　外城の楼ろう閣かくに登り、荒こう野やを遠えん望ぼうする。

　そこに匈きよう奴どの大軍が姿をあらわしたのは、翌よく日じつのことだった。







　匈奴軍十万が野を埋める。

　郅しつ支しはすぐに赤谷城に攻めかかろうとはしなかった。遠巻きに包囲する陣じん形けいをとる。隊列は整ってはいない。騎き馬ばの群むれが蟻ありのようにうごめく。だが、これはこれで秩ちつ序じよだっているのだろう。

　烏う孫そん兵も城じよう壁へきにならび、弓を構かまえている。

　その前面、匈奴軍の最前列に騎兵がひとりすすみでてきた。

　風格のある男だ。見事な鹿か毛げの駿しゆん馬めにまたがり、立りつ派ぱな甲かつ冑ちゆうをまとっている。兜かぶとには大きな赤いふさがとりつけてあった。王おう侯こう然ぜんとしたたたずまいだ。

　それにむけて矢を放とうとする。だが、寸すん前ぜん、みな動作が止まった。

　騎兵の隣となりに馬車がひかれてきた。

　檻おりのついた車だ。中に誰かが閉じ込められている。

「あれは」

「姫ひめさまだ！」

　誰かの叫さけびが、烏孫兵の動どう揺ようを誘さそった。

　伝令が楼閣へと走る。

　そこには烏う就しゆう屠と、甘かん延えん寿じゆとならんで、大だい昆こん彌ぴ星せい靡ひもいた。この日も微び熱ねつがあり、体調は優すぐれなかった。だが病やまいをおして姿をみせていた。甲冑は身につけていない。風に揺ゆれる柳やなぎのように、細い身体からだは頼たよりない。

　報ほう告こくを受け、三人は城壁へと向かった。そこに大だい楽らくと段会宗が一足はやく来ていた。

「あれを」

　段会宗の口調と表情は険けわしい。

　匈きよう奴ど兵が檻かん車しやに近づき、中から人ひと影かげを引っ張ぱりだした。騎馬の男は下馬し、その虜りよ囚しゆうの腕うでをねじりあげた。

「ああ、せ、星せい星せい」

　うめいたのは烏就屠だ。星靡は青白い唇くちびるをただ固く結んでいる。

　星星は薄うすい絹きぬ服ふく姿すがただ。白い腕と脚あしが露ろ出しゆつしている。

　男は湾わん刀とうを引き抜き、彼女の首にあてた。

　大声を張はり上げる。

「烏う孫そんの大昆彌に申す！」

　冷えきった空気が振しん動どうする。

　繊せん弱じやくすぎる星靡などは吹き飛んでしまうのではないかと段会宗は心配したが、彼は汗あせを光らせながらも耐たえるように直立している。

　甘延寿が大楽にきいた。

「あれは、もしや郅しつ支し単ぜん于うか」

　大楽は騎兵を凝ぎよう視しし、

「いや、あれは康こう居きよの副王抱ほう闐てんじゃろう。郅支に引けを取らぬという猛もう将しようでござるよ」

　烏孫側は、抱闐が新国王となったことなど知らない。

　一方、抱闐も、城壁に陣じん取どる一団に気がついた。

「おい、あれが大昆彌か」

　星星にたずねる。

「ええ、兄さまよ」

「ふん。噂うわさ通り、女のごとくひ弱そうな小こ僧ぞうよ。単于の手を煩わずらわせるまでもない。おれがひねりつぶしてやる」

　ふたたび城壁に向かって叫さけんだ。

「大昆彌、これが最後の忠ちゆう告こくだ。ただちに城門を開き、われらに降こう伏ふくせよ。寛かん大だいにも単于は、貴き公こうらを王侯の待たい遇ぐうで迎むかえると申されておる。烏孫の物になにひとつ手をつけるつもりはない。如何いかが」

　その言葉を信用する者は誰ひとりいない。

　沈ちん黙もくが支し配はいする。

　だが、星靡は全身の精力をふりしぼって返答した。

「それならば、まず郅支単于ひとりで当方に来られたし。そのうえで私と話し合いましょう。こちらには歓かん待たいの準備は整っており申す」

　意外によく通る声だ。言葉に淀よどみはない。

「話し合いだと」

　抱ほう闐てんは嘲ちよう笑しようを投げかける。

「きさまらに選せん択たくの余よ地ちなどない。妹がこちらの手にあることを忘わすれたか！」

　筋きん肉にくで固められた腕をのばし、星せい星せいの髪かみをつかみあげた。

　頭部へ湾刀が走る。

　悲鳴。

　烏う孫そん軍からあがったものだ。

　刀は水平に振り抜かれ、一いつ瞬しゆん後ご、星星は地面に崩くずれ落ちた。

　抱闐の手に残ったのは、赤い束。星星の髪の毛だ。

「次は他の部分がなくなると思え」

　抱闐は得意げだ。

　星星は見上げた。怒いかりと羞しゆう恥ちで震ふるえている。そして赤せき谷こく城じように向けて訴えた。

「兄さま。あたしも烏孫の女。辱はずかしめを受けた時どうすればいいか知っています。だから、あたしのことに構かまわないで。決して降伏などしないで！」

「余計なことをぬかすな」

　抱闐は怒ど鳴なり、星星の頰ほおをはたいた。

　痛いたみではなく屈くつ辱じよくに泣きそうになる。

　だが、彼女は抱闐を直視した。

「つ、連れていけ！」

　おびえない彼女に狼ろう狽ばいしたか、抱闐は部下にそう命じた。

　星星はふたたび檻車に押し込められた。馬車はゆっくりと後方に下がって行く。

「あんなガキ、見せしめに殺してしまえばいいものを！　郅しつ支しめ、情じようにほだされたか」

　苦々し気に独どく語ごする。そして星せい靡ひに対し、

「大だい昆こん彌ぴよ。単ぜん于うの好意を無む駄だにしたいのであれば、それも構わぬ。だが覚かく悟ごしておけ。きさまの前で、妹を八つ裂ざきにしてやる。そしてきさまも……いや、きさまは顔だちがきれいだからな。うちの兵士が喜んで相手してやるぜ」

　騎馬の群むれから嘲笑がわきおこる。

　星靡は、卒そつ倒とうするかとおもわれるくらい青ざめている。

　だが、口調はいつもの穏おだやかなままだ。

「段だん殿どの」

「は」

　後こう背はいに従したがう段だん会かい宗そうに言った。

「あの、人の皮をかぶった猿さるを射い抜ぬくことができますか？」

「……は。お望みとあらば。しかし、公主殿でん下かは……」

「妹の命と、烏う孫そんの民たみの命。どちらをとるかは明白」

　激げつ高こうなどしていない。ただ、さらりと言ってのけた。

　段会宗は笑えみを浮うかべる。なるほど、だてに強国烏孫の王はやっていない。そして思う。おそらく怒らせたら、この人が一番恐こわい、と。

　連れん弩どではなく長弓を手にした段会宗に、甘かん延えん寿じゆがきいた。

「本当にやるのか？　公主の身が危き険けんにさらされるぞ。大昆彌はああ言ってはいたが……」

「当てはしませんよ。今のところは脅おどしだけで十分でしょう。公主に手を出したらどういうことになるか、思い知らせておきましょう」

　段会宗は乾かわく唇くちびるをなめる。

　弓を引き絞しぼる。

　方向は抱ほう闐てんの頭部。そこから風と距きよ離りを計算して、ややずらす。

　力が満ちる。

　そして、放った。

　矢は鋭するどい線を曳ひく。

　抱闐の頭部へと吸すい込こまれた。

　赤いものが飛んだ。

　兜かぶとのふさだ。

　烏孫、匈きよう奴ど両陣営からのどよめきに、抱闐は何があったかやっと気がついた。頭に手をあてて狼狽する。

「お、おのれ」

　だが言葉が続かなかった。







　抱闐は本営へと戻もどっていた。

　そこに悠ゆう然ぜんと腰掛ける郅しつ支し単ぜん于うと伊い奴ど毒どくがいた。

　怒りで一段と粗そ雑ざつになった声を、本営の主に放った。

「単于、ただちに開戦を」

「ならぬ」

　郅支の答えは冷ややかだ。

「なぜ！」

　無む闇やみに声を張りあげる抱ほう闐てんに、伊い奴ど毒どくが無む表ひよう情じようで答えた。

「われらは城しろを攻せめる道具を持ち合わせてはおりませぬ。烏う孫そんの城は堅かたく、戦意も高い。そのようなところに攻めかかっても、ただ被ひ害がいをますだけ」

「ならば、女を斬きり殺せばよかろう！　そうしたら烏孫は撃うって出る。怒いかりに我を忘わすれて。そこを叩けばよい」

「我を忘れているのはあなたでしょう。康こう居きよ王殿下」

「なんだと？」

「もし公主を殺してしまえば、もはや烏孫との対話など不ふ可か能のう。烏孫は最後のひとりになるまで我らに逆さからい続けるでしょうな」

「だから何だというのだ。逆らうなら、皆みな殺ごろしにすればよい！」

　理性を失っている抱闐に、伊奴毒はわずかに嘲笑をうかべる。

「我らの真の敵てきは烏孫ではござらぬ。あくまでも、単于の弟君、呼こ韓かん邪や単于でござる。雌し雄ゆうを決するまでこちらの戦力をすり減へらすわけにはいきませぬ。御ご存ぞんじだと思っていましたが」

　その言い方と態たい度どに、抱闐は逆ぎやく上じよう寸すん前ぜんだった。

「では、どうしろというのだ！　このまま指をくわえていろとでもいうのか」

「そうしたいのであればご自由に」

「なに……」

「あの城を陥おとす方法はふたつしかありませぬ。ひとつは烏孫内部の内ない応おう者の出現を待つこと。しかし結束の固い烏孫のこと。望みは薄うすいでしょう。もうひとつは赤せき谷こく城じようの食料が尽つきるのを待つこと。ひとたび食料が尽きれば、烏孫は撃って出るよりしかたありませぬ」

「……どのくらい待てというのだ。きさまは」

「ひと月」

「ひと月だと？」

　伊奴毒をにらむ。

「わかった。待ってやる。ひと月の間は」

　吐き捨て、抱闐は背を向けて立ち去った。

「……よろしいのですか？　あのような立ち居振ふる舞まいをさせて」

　伊奴毒は郅しつ支しをあおぎ見る。

「猿は騒さわぐもの。勝手にわめかせておけばよい」

　冷れい厳げんに突き放す。

　康こう居きよ王は敵からも、そして味方からも猿扱あつかいされたことになる。郅支は抱ほう闐てんにさして興きよう味みはしめしていなかった。

「だが、何かと使い道のある男よ。いずれ役に立ってもらう」

　意地の悪い笑い方をした。
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　対たい峙じが続くこと、十日。

　抱闐のいらだちは、日ごと高まった。

　なんとか烏う孫そん軍を引っ張りだそうと、兵士に大だい昆こん彌ぴを罵ば倒とうさせたり、挑発的な行動をとらせるが、一向に烏孫軍は動じない。ときおり散発的に矢を放ってくるだけだ。何の打開策も見い出せないまま、ただ日だけが過ぎる。

「郅支め、何を考えている」

　唾つばを吐きながら、抱闐は言う。

　本来の郅支なら力に物を言わせて猛もう攻こうを仕し掛かけるはずだ。実じつ際さい、そうしていくつかの城を落としてきた。赤谷城が難なん攻こう不落なのは承しよう知ちしている。だが、それでも郅支の慎しん重ちような態たい度どが気に入らない。

　確たしかに烏孫の兵ひよう糧ろうが不足しているのかもしれない。だが、匈きよう奴どと康居軍の兵糧もまた十分ではない。遊牧騎馬民族の戦せん略りやくの基き幹かんは速戦速攻にある。風のように来襲し、風のように去る。持久戦は得意ではない。

　事態の変化を、爪つめをかんで待つ。

　だが、その日のうちに事態は変化した。

　康居の陣中に騎兵が駆け込んできた。康居の副将屠と墨ぼくの部下だ。

「どうした」

　抱闐の問いに、騎兵はあえぐ息をおさえようともせず、告げた。

「大変でございます。大だい宛えんが……」

　大宛は、康居の南にある国だ。

「大宛が、本国に攻め込みました！」

「なに」

　抱闐の顔がゆがむ。

「大宛は、本国を略奪しつつ、王都へ進軍しております。このままでは都が……」

「おのれ、盗とう賊ぞく！　おれの留る守すを狙ねらっておったな」

　大だい宛えんは小国ではなかったが、戦力は康こう居きよに劣おとる。抱ほう闐てんのいる限かぎり、康居領を寸分も侵おかすことはなかった。抱闐自身、大宛をあなどっていた。だが、この猛将と主力の留守を狙って、大宛は康居に牙きばをむいたのだ。

　今は、康居のすべては抱闐の物だ。それを荒あらされるのが我が慢まんできなかった。

　みずから馬をとばし、郅しつ支しの本ほん営えいへと向かった。

「単ぜん于う、危き急きゆうの事態でござる」

　状じよう況きようを説明するが、郅支は何も答えない。

　かわりに伊い奴ど毒どくが口を挟はさんだ。

「落ちつかれよ。それは烏う孫そんが流した虚きよ報ほうかもしれませぬ」

「なに？　虚報だと！」

　激げき怒どし、とっさに湾刀に手をかけた。抜かなかったのは郅支の手前、自じ制せいしたからだ。だが極きわめて細い糸のような自制心だ。

「きさま、他ひ人と事ごとだと思って、そのようなことを申すか。攻められているのは匈奴ではない。おれの国なのだぞ」

　伊奴毒は詰つめ寄よられても表情を変えない。感情が存そん在ざいしないのか。抱闐にはそれがしゃくに障さわる。

「単于。あなたもこやつと同じ考えか」

　郅支は何も答えない。

「……そうか」

　いらだちが頂ちよう点てんに達した。

「単于、勝手ながら、われら康居は離り脱だつさせていただく。単于が烏孫を奪うばったとして、我わが国が滅ほろんだのでは何にもならぬからな」

　それを聞いて、郅支がようやく口を開いた。

「そうか、仕方あるまい。勝手にせよ」

　引き止めることはしない。あっけなく離脱をゆるした。

　自分が軽けい視しされていたことを初めて悟さとって、抱闐は憎ぞう悪おで顔面を紅こう潮ちようさせる。そして本営を出た。

「屠と墨ぼく、本国に引き返すぞ！　大宛を叩たたき潰つぶす！」

　大きいだけの声が外に響いた。

　伊奴毒の表情は変わらない。だが、内心で歓かん呼こをあげていた。

　待っていたことがようやく起きたのだ。これを待つため、なんとか開戦時期を遅らせようとしていた。そして郅しつ支しと抱闐を分断することにも成功した。

「伊い奴ど毒どく」

「は」

　郅支の呼よび掛かけに伊奴毒は喜びを封ふうじ込こめる。

「全軍に伝えよ」

「何と」

「退たい却きやくしてゆく康こう居きよのあとを追う」

「……なぜです」

「わからぬか」

　郅支の品定めするような目つきに、冷や汗あせが吹ふき出る。

「康居の行く先に奴やつがいる」

「奴、とは」

「陳ちん湯とう」

　その名を聞いて伊奴毒は凍こおりついた。

「……陳湯ですと。奴は死んだはずでは？」

「生きておる」

　すべて企たくらみを見み抜ぬかれているのではないか。伊奴毒は焦あせった。このときばかりは無表情を作ることに失敗した。頰ほおが震ふるえる。

　郅支がその挙動に気がついているのはわからない。静かに目を閉じ、独語した。

「ようやく来たか。そうでなくては待ったかいがない」

　伊奴毒以外にも、陳湯を待っていた男がここにいた。







　草原の鋭するどい風を正面から受けて、騎き馬ばが疾しつ走そうする。

　抱ほう闐てんの表情からはいらだちは消えている。状況はどうあれ、戦いの場をあたえられたからだ。

　烏う孫そんと康居の境さかい、丘きゆう陵りよう地ち帯たいで康居軍は停止した。抱闐の前に斥せつ候こうが報告にあらわれる。

「前方に騎馬の一隊が展てん開かいしています」

「旗は？　大だい宛えんか」

「は」

「数は？」

「六千あまり」

　抱ほう闐てんは不ふ敵てきに笑う。

「よし。屠墨を呼べ」

　部下が走る。だが戻ってきたのは、その部下ひとりだけだ。

「屠墨将しよう軍ぐんのお姿すがたが見当たりません」

「……どういうことだ」

　怒ど気きまじりの声に、部下は恐きよう縮しゆくする。

「それが、屠墨将軍の部隊が途と中ちゆうで別の道をとったと、それを見たものがおります」

「臆おく病びよう者ものめ、逃にげたか！」

　唾だ棄きする。

　屠墨は常つね々づね目をかけていた武将だ。それが予想外の進路をとった。いまの抱闐にはそれが裏うら切ぎりとしか映うつらない。誰も信用できなくなっていた。屠墨も郅支も伊い奴ど毒どくも彼の足を引っ張るばかりだ。

　屠墨の部隊は五千。残りの兵数は一万五千。目の前の大だい宛えん軍には十分事こと足たりる。

　抱闐は気を取り直した。

「皆殺しにしろ！」

　全軍に突とつ撃げきを命じる。丘を越えたとき、そこに騎馬の集団がいた。まさしく大宛の部隊だ。

　突進しながら、矢を斉せい射しやする。大宛軍は突然の奇き襲しゆうに隊列を乱みだす。そして逃げまどうように後退をはじめた。その最後列に康こう居きよ軍が食らいつく。

　抱闐は湾刀を振り回した。郅しつ支し単ぜん于うの呉ご鉤こうには及ばないものの、常人ではとても振り切ることのできそうにない大刀だ。

　吠ほえ、そして湾刀を叩き込む。

　逃げる大宛騎兵の頭を直撃し、爆ばく砕さいした。多量の返り血を浴び、抱闐は恍こう惚こつとなる。

「盗とう賊ぞくどもをひとりとして生きて帰すな！」

　檄げきが全軍に伝わる。

　康居軍は攻めまくり、たちまち数百の大宛兵を殺さつ傷しようした。対して大宛軍はたいした抵てい抗こうもできず、我われ先さきに逃げはじめた。それを康居軍は追う。

　鹿しかを追い立てる狼おおかみだ。だが、鹿のほうも逃げ足だけは早い。康居軍もそれ以降、あまり戦果はあげられなかった。

　抱闐は馬を止めた。

　彼の周りを、荒こう涼りようとした岩山が囲んでいる。追撃に夢む中ちゆうになり過すぎ、いつのまにか山あいへと入り込んでいた。そして大宛軍を見失った。

「どこへ逃げた」

　抱闐がつぶやいた時、前方に騎影があらわれた。

　ただ一騎。

　大だい宛えんの騎兵ではない。長ちよう衫さん姿すがただ。

「こんなところで遭あうとは奇き遇ぐうだな。康こう居きよの王殿」

　声が山々に反はん響きようする。

「ほう、おまえは陳ちん湯とうとかいったな。生きておったか。悪運の強い奴やつよ」

「悪運でもなんでも、おれの味方だ。あんたについているのは、不運、非運、凶きよう運うん、ってところだな」

「ふざけるな！　きさまが大宛ごときを煽せん動どうして、おれの国に攻め込ませたな。卑ひ怯きようではないか」

「卑怯？」

「ああ、おれがいるかぎり、大宛の臆病者どもが我が国に手出しすることなどありえぬ」

　それを聞いて、陳湯はおもいっきり嘲ちよう笑しようする。

「なにがおかしい！」

「あんたに楽しい余よ生せいがあるとしたら、今後のために教えておこう。大宛が康居に手出ししなかったのも、康居が西せい域いきで一目おかれていたのも、別にあんたがいるからじゃない」

　殺された前国王は意外と人望があった。宿敵の烏う孫そんはともかく、その他の西域諸国とは平へい穏おんに交流していたのだ。

「大宛王を説得するのは簡かん単たんだった。康居王を殺した抱ほう闐てんを倒たおして仇かたきをとろう。そう言ったら、すぐに賛さん成せいしてくれた。国の威い信しんを保たもつのは武力じゃない。信望なのだよ、といってもあんたには理り解かいできんだろうがね。偽ぎ王おうどの」

「黙だまれ！　おれを愚ぐ弄ろうする気か」

「その通り。それ以外に聞こえるか。偽王どの」

　抱闐は怒いかりで目を充じゆう血けつさせた。配下に怒鳴る。

「奴を捕らえろ。この手で八つ裂ざきにしてやる！」

「八つ裂きね。もっと個性的なことを言ったらどうだ。偽王どの」

「うるさい。そこで待ってろ、八つ裂きにしてやる！」

「もうしゃべらんほうがいい。偽王どの」

　抱闐が馬を突進させる。それに康居の騎き兵へいが続く。

　丘の上の陳湯めがけて殺さつ到とうする。だが陳湯は平然としている。

　右手をあげた。

「簒さん奪だつ者しや、偽王抱闐を倒せ！」

　怒ど号ごうが大地を揺ゆらした。

　陳ちん湯とうの左右、丘の稜りよう線せん上じように騎兵の大軍が姿を現わした。

　大宛だけではない。

　大たい夏か、大だい月げつ氏しといった大国から、扞う彌び、渠きよ勒ろく、于う闐てん、沙さ車しやといった小国。さまざまな旗が振られている。

　数は三万。

「射いよ！」

　陳湯は右手を鋭く振りおろす。

　すでに引き絞しぼられていた弓から、矢が一斉に放たれる。数万の矢は、康こう居きよ軍に降り注いだ。顔面、胸むね、腹はら、脚あし。矢を受け、次々と倒れる。

「おのれ！」

　抱ほう闐てんは咆ほう哮こうする。

　胸きよう甲こうの上から矢が四、五本は突つき刺ささっている。だが臆おくしない。まっすぐ陳湯に向けて突進してくる。

　陳湯も栗くり毛げの馬を走らせ、丘をくだる。

　腰こしの長ちよう剣けんを抜く。

　二騎が交差した。

　抱闐の力ちから任まかせの剛ごう剣けんを、陳湯は受け流した。

　抱闐の腕力はたいしたものだ。だが郅しつ支しには遠くおよばない。腕力、技ぎ術じゆつ、精せい神しん力、頭ず脳のうのすべてにおいて。

　郅支単ぜん于うは魔ま獣じゆうだが、抱闐は単なる獣けものだ。

　人知のおよぶ相手なのだ。

　ふりかえりざま、抱闐は湾刀の横よこ薙なぎをくり出した。

　彼の目に、剣けん尖せんが光った。

　抱闐は理解できなかったにちがいない。ふたりは同時に湾刀と長剣をくり出したのに、陳湯のほうがはるかに疾はやかった。

　刺突が抱闐の首を貫つらぬいた。

「……康居は、おれの、国だ」

「あんたの玩具おもちやじゃないよ。偽王どの」

　反はん論ろんはできない。抱闐は血を吐はきながら落馬した。

　康居軍は総そう崩くずれとなった。

　武ぶ器きを捨すてて逃にげる。それを陳ちん湯とうは追わせなかった。抱ほう闐てんを破やぶるのは当面の目標にすぎず、最終的な目的ではない。

「やっとひとり片かた付づいたか。……ん？　おい、なにやってる！」

　一息つこうとしたが、目の前の光景にあわてた。

　康こう居きよ軍はさまざまな戦利品を残して逃とう走そうした。その遺い棄きされた食料、武器、略りやく奪だつ品を、西域軍は奪うばい合いはじめたのだ。

「莫ば迦かか！　そんなの後にしろ。まだ何も……」

　陳湯の言葉など耳に入らない。一いつ瞬しゆんにして秩ちつ序じよなどなくなった。

　そのとき、天と地が震動した。

　西せい域いき軍兵士の動きがとまる。

　代わって、叫さけび声がおきた。

「匈きよう奴ど！」

「匈奴だ！」

「郅支の野や郎ろう。抜け目ない」

　陳湯はうめく。

　いずれ郅支が来らい襲しゆうしてくることは予期していた。だがこんなに早く来るとは。しかもこちらの手の内を読み、逆に抱闐を餌えさにしたとも思える。陳湯をだしぬいたのだ。やはり郅しつ支し単ぜん于うは抱闐などとは格かくが違ちがう。

　恐きよう怖ふはすぐに恐きよう慌こうに変わる。

　匈奴軍が出現したとき、西域軍に戦いの準じゆん備びなどできてはいない。とくに心構えが。そこに圧あつ倒とう的多数の矢が降り注いだ。

　悲鳴しか聞こえない。

　そこに匈奴の最精鋭騎馬集団が突撃してきた。

　最初の突撃で、大たい夏かと大だい宛えんの部隊が壊滅した。

「こら、逃げるな！」

　あとずさりする騎兵の襟えりを、陳湯はつかんで離はなさなかった。

　西域軍は数でも劣おとり、それに所しよ詮せん寄せ集めにすぎない。そしてその規き律りつは脆ぜい弱じやくだ。ひとたび窮きゆう地ちに陥おちいれば、いとも簡かん単たんに分ぶん解かいしてしまう。

「まずい。こりゃ、本当にやばい」

　さすがに陳湯も焦った。

　そのとき、別方向からも新手の部隊があらわれた。康居の軍ぐん装そうだ。

「もうだめだ、逃げろ！」

　口々に叫びながら、西域軍は逃走しようとする。だがそれを匈奴は許さない。次々と血の泥どろに沈しずめられる。

　陳ちん湯とうであっても、もう手のうちようがない。

　さらに康居軍が西域軍に突入する。

　だがその寸すん前ぜん、康居軍は方向を変えた。

　その先は匈きよう奴ど軍だ。

　先頭を疾しつ走そうするのは黒くろ鹿か毛げを駆かる黒衣の武ぶ将しようだった。彼が声を張はりあげた。

「我われは康居の屠と墨ぼく。烏う孫そんと陳湯殿どのにお味方する！」

　匈奴兵のただなかに斬きり込む。

　四人の匈奴騎兵が迎むかえ撃うった。いずれも屈くつ強きようだ。

　その間をつむじ風のようにすり抜ける。直後四人は落馬した。それぞれひと太刀を受けていた。刀の軌き道どうを目で捕らえることはできない。反撃する余よ裕ゆうすら与あたえない。黒衣の騎士と黒鹿毛の悍かん馬ばの動きはあまりにも流りゆう麗れいでしなやかだ。

　その刀さばきを見る限り抱闐より格段に上をゆく剣士だ。それどころか騎馬での戦いは陳湯より上うわ手てだろう。この屠墨は西域有数の手て練だれだ。

　突然の事態に、匈奴の勢いは殺そがれた。

「こら、反撃せんか！」

　陳湯は、襟首をつかんでいた騎兵の頭をなぐりつけた。するとその騎兵があわてて西域軍に反転攻勢を命じる。どうやらこの騎兵はどこかの国の将軍だったようだ。

　命令を実行する余裕が西域軍には戻もどっていた。秩序があるとは到底いえない。だが生き残るためにそれぞれが死にものぐるいで戦う。

　西域軍の血を、匈奴軍の血が塗ぬり替かえる。

　一時は動どう揺ようした匈奴軍だが、さすがに最強軍団匈奴だけはある。すぐに立て直した。それに西域軍と屠墨部隊あわせて三万弱なのに対し、匈奴は八万の軍勢すべてを投入していた。烏孫軍への備そなえのために兵力を分断しなかったのだ。そこが郅しつ支しの優すぐれているところだ。陳湯さえ屠ほふってしまえば、烏孫や西域都護府など物の数ではないことを理解している。

　屠墨とその部隊も奮ふん戦せんする。屠墨は黒衣を赤く染そめていた。もう何人斬ったか覚えていない。だが個人的な武勇も、事態の好転にはいたらない。敵の数が多すぎるのだ。

　湾刀に刃はこぼれが生じていた。それを不ふ機き嫌げんそうに屠墨は見る。

　そのとき。

「単ぜん于うが逃にげた！」

　誰かが叫んだ。

　その一言が匈きよう奴ど兵の動きを止め、底知れない沼へと引きずり落とした。

「単于が逃げた！」

「単于が逃げたぞ！」

　その声が西域軍のものだったなら、さして動揺はしなかっただろう。だがそれは、たしかに匈奴軍の中から起こった。

「莫ば迦かな！　単于さまが逃げるものか」

「だが見た奴やつがいるぞ！　単于がひとりで逃げて行くのを」

「何かの間違いだ！」

「じゃあ、単于はどこにいる！」

　どこにも郅しつ支し単于の姿はなかった。

　いつもなら最前線に立ち、最強の驍ぎよう勇ゆうを見せつけていたではないか？　その超ちよう人じん的な強さに、匈奴軍の士気は限かぎりなく高まるはずではないか？

「単于がいないなら、どうしたらいいんだ」

「勝ち目はない」

「おれたちも……」

　その頃ころ、屠と墨ぼく部隊が匈奴軍の中央突破に成功し、反転してふたたび襲いかかった。陳ちん湯とうひきいる西域軍も、分断された一方に攻めかかる。

「に、逃げろ！」

「逃げるな！」

　今度は匈奴の武将たちが軍の崩ほう壊かいを止めようとする。だが、神に等しい存そん在ざいの郅支がいない以上、それを防ふせぐ手立てはない。

　武器を捨てて匈奴兵は逃げる。

　逃げない者もいた。

　一万あまりの騎兵は抵てい抗こうしようとせず、武器を置いて降こう伏ふくの意を示しめした。その代表者が陳湯に言った。

「我らは伊い奴ど毒どくの配下でござる」

　陳湯はその顔に見覚えがあった。

　かつて伊奴毒が星せい星せいを捕ほ縛ばくしようとして陳湯に阻はばまれたとき、その中にこの男もいた。

　だが両者ともそのことには触れない。

「君たちが流りゆう言げんをまいたのか。郅支が逃げたという」

　その武将はうなずく。

「私は伊奴毒の指し示じに従ったまで」

　流言ひとつで大軍が敗れ去る。信じられないようだが、後の世、百万の大軍が流言ひとつで崩壊し、六万の敵に敗れるという実例もあるくらいだ。攻めるなら人の心ということだ。

「伊い奴ど毒どく殿は？」

「単ぜん于うを引き離すため、別の場所におります。それから、伊奴毒から副ふく校こう尉い殿どのに伝言を預あずかっております」

　武将が言った。

「公主殿でん下かはかならず赤せき谷こく城じようにお戻もどしする。私のことは心配しなくてもいい、と」

「そうか。……おっさん、死ぬ気だな」

　後半のつぶやきは、相手には聞こえない。

　伊奴毒の考えはわかる。義ぎ父ふや妹の仇かたきである抱ほう闐てんを陳ちん湯とうが討うってくれた。なら、恩おん返がえしのために星せい星せいを助け出す。自分の命を投げ出してでも。

　陳湯は軍をまとめ、赤谷城へと急いだ。
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　冷たい風が肌はだを撫なでる。

　狭せまい檻かん車しやの中で、星星はうずくまって震えていた。

　檻車の隣となりにたき火が焚たかれているのは、単に監かん視し兵へいたちのためだけではなかった。おそらく伊奴毒の好意からだろう。だが、薄うす絹ぎぬ一枚では到底寒さを防ぐことはできない。

　好んでこんな服を着ているわけではなかった。

　以前の寛かん衣いは郅しつ支しに胸むな元もとを破やぶかれ、それに陳湯の血が付着していた。

　陳湯の血なら構かまわなかった。着き替がえたくはなかった。

　だが、何日も着ていて不ふ快かいだったのも確たしかだ。もし、郅支が着替えを用意したなら、こんな服着なかっただろう。これを用意したのは伊奴毒だった。

「……ご婦人がどのような服を好むかわからないので、適てき当とうに選びましたが、気に入らなければ申しつけてくだされ」

　人を介かいして、伊奴毒は着替えを送り届とどけた。

　だが、ほとんど身体からだが透すけて見えるような服。服と言うより下着だ。まるで男を寝しん室しつに誘さそい入れる女が着るような。誰だれの趣しゆ味みなのだろう？

　興きよう味み本位で試ためしに一度着てみただけだった。だが運悪く、その格かつ好こうのまま郅支城から連れ出された。着替えなどさせてはくれなかった。

　周囲の匈きよう奴ど兵へいが好こう奇きの視し線せんを送っている。星せい星せいは顔を上げることができない。

　抱ほう闐てんに切られ短くなった髪かみの毛は無む惨ざんなものだ。それにこんな恥はずかしい服。

　この格好を陳ちん湯とうが見たらどう思う？

　笑うかもしれない。

　そう思うと、会いたいという気持ちが萎なえてしまう。

　ゆっくりと檻車が動きはじめた。

　まわりの匈奴兵の動きも慌あわただしくなる。事情がまるでわからない。このまま郅支城に引き返してしまうことだってありえる。

　ひどく心細くなった。

　しばらくすると監視兵の姿はいなくなった。

　そしてひとりの男が近ちか寄よってきた。

　無ぶ愛あい想そな、眉まゆのない顔。

　伊奴毒だ。

　伊奴毒は何も言わない。ただ、檻車の鍵かぎを外し、扉とびらを開ける。そして彼女に手て招まねきした。

　星星は這はい出た。

「伊奴毒さま……」

「はやくお逃にげなさい」

　余よ計けいなことは何ひとつ言わない。

　彼は馬をひいていた。見事な鹿か毛げの馬。汗かん血けつ馬ばと呼よばれる駿しゆん駒くだ。

　それを彼女に譲ゆずった。

「あたし、なんとお礼を言ったらいいか……」

「礼など構いません」

　不器用に、優やさしく微ほほ笑えんだ。だが、次の瞬しゆん間かん、表情が険けわしくなる。

　星星をにらんでいる。

　いや、にらんでいるのは星星の後ろ。

　星星は振り返った。

「おまえが裏うら切ぎり者か」

　郅しつ支し単ぜん于うだ。

　両りよう眼がんに揺ゆらめくのは憎ぞう悪おか。それに直視され、星星は動けない。

　伊奴毒の顔面も紅こう潮ちようしている。星星にささやいた。

「……ここは私が防ふせぎます。殿下ははやく赤せき谷こく城じようへ」

「でも！」

「陳湯殿が待ってますぞ。殿下の帰りを」

　その言葉に、星星は揺り動かされた。

「ありがとう。伊い奴ど毒どくさま。このことは一生忘わすれない。絶ぜつ対たいに」

　伊奴毒はうなずいた。最初に遭あったときのように、無愛想、無表情で。

　星星は馬に飛び乗り、馬ば腹ふくを蹴けった。弾はじかれるように、鹿毛の悍馬は駆かけだした。

　それを見送ることもなく、伊奴毒は湾わん刀とうを抜ぬいた。

「どういうつもりだ。聞かせてもらおう」

　星星の逃とう亡ぼうにも慌あわてず、郅しつ支しは冷れい厳げんに言った。

「妹の仇かたき、今、取らせてもらう」

「妹？　仇だと？　それがどうした」

　妹が誰であるかなど問わない。

　覇は者しやへの道を突き進むことは、同時に多くの敵てきや仇をつくり出すことでもある。それをいちいち気にしてはいなかった。

　伊奴毒はいらだつ。

「仇とやらを取りたいのであれば、よかろう。かかってくるがよい」

　郅支は呉ご鉤こうを抜く。

　伊奴毒も大おお柄がらなのだが、郅支のまえでは小柄に見えてしまう。

　伊奴毒は湾刀を構える。全身が緊きん張ちようの極きわみに達している。

　郅支は構えなどとってはいない。悠ゆう然ぜんとしたものだ。

　相手にならないことは、わかっている。

　時間はとうに飽ほう和わしている。

　一瞬、伊奴毒は身体からだを沈しずめた。

　刹せつ那な、渾こん身しんの斬ざん撃げきを送った。

　郅支は目を見開き、呉鉤を振ふりあげる。

　鋼こう鉄てつの激げき突とつ。すさまじい残ざん響きよう。

　だが一合で伊奴毒の全身はしびれた。

　これまで郅支の驍ぎよう勇ゆうぶりは間近で見てきた。手合わせするのは、これが最初。そして最後。

　自分の手に負える相手ではないことを、あらためて、そして絶望的に伊奴毒は悟さとる。

　伊奴毒は離れる。

　郅支も深追いはしない。

　待つのは死。

　だが、やらなければならない。

　伊奴毒はおびえを一いつ喝かつした。

　腹に力をこめて、地を蹴る。

　湾刀が空間を縦たてに切り裂さく。

　郅しつ支しはそれを完かん璧ぺきに受け止めた。そして突き放す。その際さい、がらあきになった伊奴毒の左ひだり脇わきに、呉鉤の横よこ薙なぎを送り込んだ。

　伊奴毒は後方に飛び退のく。

　一瞬遅おくれた。

　血がはねた。

　ふたりから離れた場所に、腕うでが回転しながら落ちる。

　伊奴毒の左腕だ。

　上腕あたりの肉が引きちぎれ、血が吹ふき出ている。

　顔は青ざめている。

　郅支の両眼に憎悪はもはやない。

　敬けい意い。憐れん愍びん。そして悲ひ嘆たん。

　伊奴毒は郅支の敵にはなりえなかった。

　伊奴毒は不意に笑う。

　柄にもない笑い方だ。あの漢人をまねてみたくなったのだ。陳ちん湯とうなら、こんなときかならずそうするだろうから。

「単ぜん于う。あなたは滅ほろびる。陳湯殿が今頃あなたの軍を破っているだろうから。あなたには、ついて行くものはもういない」

「言いたいことはそれだけか」

　郅支は動じない。

　伊奴毒も笑えみを消す。

　そして咆ほう哮こうした。それが原野に轟とどろく。

　右腕一本で湾刀を振りぬく。

　それより速く、呉鉤が頭上に落ちた。

　叫さけびは続かなかった。







　かなりの時間走ったように思ったのに、星せい星せいの目には一向に赤せき谷こく城じようは映うつらなかった。

　伊奴毒ひとりを残してきたことに、激はげしい後こう悔かいがあった。だが引き返すこともできない。彼女では郅支の相手をすることなど不ふ可か能のうだったし、伊奴毒の好意を無む駄だにすることになる。できることは、伊奴毒の無事を願うことだけだった。

　汗かん血けつ馬ばが何かにおびえ、苦しそうに首を上げ下げした。

　次いで、星星の背せ中なかに、強きよう烈れつな殺気が襲いかかってきた。

　振り向く。

　はるか後方に、騎き馬ばが追いすがってきた。

　ただ一騎。青鹿毛の悍かん馬ばの上に、巨きよ軀くが映る。

　動どう揺ようし、息が乱みだれる。

　それが手た綱づなに伝わり、馬は姿し勢せいを乱した。制せい御ぎよを失い、つまずいて前のめりに倒たおれた。

　星星の身体からだは鞍くらから投げ出された。

　肩かたから落ち、背中と脚を強く打った。

　鹿毛の馬は横たわったまま、空しく前脚で宙ちゆうを搔かいていた。右の前脚が無む惨ざんに折れ曲がっている。骨こつ折せつしたのだ。伊奴毒の自じ慢まんであったろう駿しゆん馬めも、主人と同じ運命をたどるしかなかった。

　前にもこんなことがあった、と星星は思い返していた。

　あの時は立てなかった。情けなくも、ただ座すわり込こんでいた。あぶないところを陳湯と段だん会かい宗そうに救われたのだ。

　今は違ちがう。

　自分の脚あしで逃にげたい。

　立ち上がった。

　だが右脚が動かなかった。

　鋭するどい痛いたみでうずくまりそうになる。

　這はってでも逃げたい。

　肩から血が流れ出し、絹きぬ服ふくを染そめてゆく。

　馬ば蹄ていの音が背はい後ごに迫せまった。

　そちらには目もくれない。

　一歩、一歩、前へ進んで行く。

　郅しつ支しが腕をのばし、彼女の身体をさらおうとした。

　その右手が頭上を滑すべった。

　砂さ塵じんがかたわらを過すぎてゆく。だが、郅支単ぜん于うは通り過ぎても、こちらに引き返そうとはしなかった。

　郅支の右肩に矢が突つき刺ささっていた。

　短い矢だ。西域のものではない。

　放たれた先を、郅支は憎ぞう悪おをこめて見る。

「殿下！」

　その声とともに、馬蹄音が沸わきあがるのを、星せい星せいは聞いた。

　赤せき谷こく城じようの方向から、騎馬の群むれが疾しつ駆くしてくる。烏う孫そん兵ではなかったが、敵てきではないことはわかっている。

　西せい域いき都と護ご府ふの騎兵だ。

　その先頭にたつ騎兵はふたり。

「段だんさま！」

　段会かい宗そうだ。

　ならもうひとりは陳ちん湯とう、かとおもったが、随ずい分ぶんと背格好が違う。

　段会宗は手綱から両手を離し、鞍あん上じようで背筋を伸のばしていた。

　弩どを構える。得意の武器、連弩だ。

　続けざま、四本の線が郅しつ支しに襲いかかる。

　これほど一度に撃たれるとは、郅支は予期していなかった。眼前に迫った一本は払はらい落としたが、右肩と左ひだり脇わき腹ばらに矢を受けた。残りは、馬の左目を貫つらぬいた。

　馬は狂きよう乱らんし、騎手を鞍からふるい落とす。

　郅支の横を、段会宗はすり抜けた。

　そのまま疾走する馬の鞍上で、身体を横に倒す。その首に、星星の腕うでが巻まきついた。

　郅支は起きあがる。そして突き刺さった二本の矢を引き抜いた。肉がごっそりとそげ落ち、鮮せん血けつがしたたる。

　痛む表情などすこしも見せない。

　抱きかかえた星星を、段会宗は自分の前に座らせた。そして上着を脱ぬぎ、さりげなく彼女の身体に掛ける。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。殿下」

　星星はうなずく。だが、まだなにも終わってはいない。

　漢の騎兵一万が郅支を半包囲するように停止した。

　その中央に郅支。

　おびえなどない。血ち塗ぬられた呉ご鉤こう片かた手てに、大軍と互ご角かくに対たい峙じしている。

「あれが郅支単ぜん于うか。すごいな」

　沈ちん黙もくの中、そんなのんきなことを言った男がいる。

　その騎兵はゆっくりと進み出てきた。漢人であることは間違いないが、太っていて、甲かつ冑ちゆうと兜かぶとがやたら不格好だ。

「何だ、道どう化け」

　郅支は不ふ快かいげに言う。

「わしは西せい域いき都と護ご騎き都と尉い甘かん延えん寿じゆ。お初にお目にかかる」

「西域都護だと？　あの陳ちん湯とうの上官か」

「いかにも」

　甘延寿はうなずく。段だん会かい宗そうには、不本意そうにうなずいたとしか見えない。

　重そうな身体を揺ゆらして、甘延寿は馬から降おりた。すると主人の重さから解かい放ほうされたからか、馬はすたすたと後ろに退ひいた。そして周りのことは意に介かいさず、草をはみはじめた。

　甘延寿は憮ぶ然ぜんとして首くび筋すじをかいた。気を取り直して、郅しつ支しに告げた。

「単于どの、見ての通り、貴き殿でんは包囲されておる。貴殿が無む駄だな抵てい抗こうを試みるなら、まあそれも仕方がないが、わしらとしてはこれ以上血は流したくない。どうかな。投降されては」

「投降？」

　郅支は冷れい笑しようで報むくいる。

「この予が投降だと。莫ば迦かか？　陳湯の上官らしいな。西域都護府とやらは莫迦者の集まりなのか」

「わ、わしは陳湯よりは、ずっとましだ！」

　むきになって言い返す甘延寿だった。

　郅支にこれ以上舌ぜつ戦せんを展てん開かいする気はない。呉ご鉤こうを突き出した。

「包囲？　関係ない。血路を開くまで」

「阿あ呆ほうの相手は陳湯だけでたくさんだ。まったく」

　ぶつくさ言いながら、甘延寿は兜を脱ぬいだ。初冬の柔やわらかな日ざしが頭とう頂ちように反はん射しやする。

　腰こしの長ちよう剣けんを抜ぬいた。

「あの人、何をする気なの？」

　驚おどろいた星せい星せいが段会宗にたずねた。

「何をって。さあ、わかりかねますね。陳湯と同じく、何を考えているかわからないお人なので」

　他ひ人と事ごとのように答える。星星は、

「こんな時に冗じよう談だん言わないで！　あなたたちは郅支の恐おそろしさを知らない。殺されるわ、あの酒さか樽だるさん」

「さ……酒樽ですか」

　どうやら陳ちん湯とうの毒舌は、確かく実じつに彼女まで汚お染せんしているようだ。だが星星は本気で心配しているので、段だん会かい宗そうも笑うわけにはいかない。

「まあ、見てなさい」

　それがどういう意味か、星星にはわからない。

　郅しつ支しの前に、甘かん延えん寿じゆはぶらりと進み出る。

「……なんで烏う孫そんくんだりまで来て、こんなことまでせにゃならんのだ。全部陳湯のせいだ。そうに違いない。やつと絡からむとろくなことがない。単于どの、貴殿なら分かってもらえるはずだ。やつの迷めい惑わくぶりを……」

　ふいに甘延寿は疾はしった。

　猪いのししの突とつ進しん、いや彪ひようの疾しつ走そう。

　郅支の目前で跳ちよう躍やくする。一いつ瞬しゆん遅おくれて、呉ご鉤こうがその場所を薙ないだ。

　酒樽が宙ちゆうを舞まう。

　そして郅支の頭上で刺し突とつ三さん閃せん。

　郅支はとっさに地面に身体からだを投げ出した。

　甘延寿は軽く着地する。

　郅支もすぐに起きあがる。















　呉鉤を構える。

　郅支の額ひたいに浅い傷きず。

　耳もとにも浅い傷。

　右肩には深い傷。

「身体に似に合あわず素す早ばやいな」

　額から流れ出した血をぬぐう。虚きよをつかれたとはいえ、傷を負わされて動揺しているはずだが、みじんも表情にはださない。

「こう見えても軽功使いでな。身軽さにかけてわしにかなう者はおらん」

　自画自じ賛さんする。

「しかし貴殿もたいしたもの。今の技わざをかわした者はひとりもおらんのに」

　郅支の勘かんがよかった、だけではない。この技はかつて一度見ていた。陳湯との戦いにおいてだ。技の変化はほとんど同じだ。だが甘延寿の方が数段速く、きれがあった。そのため、致ち命めい傷しようを受けるのを防ふせぐのがやっとだった。

　そのことを甘延寿が知ったら、

「なんで他人の技を勝手に使うんだ。おかげでかわされたじゃないか！」

　といって卒そつ倒とうしたに違いない。

　先攻されると不利。そう見た郅しつ支しは、先に距きよ離りをつめた。

　横撃。

　それを受けたら、甘かん延えん寿じゆといえども持ちこたえられない。

　剣を合わせない。

　身体を右へ滑すべらせる。

　呉ご鉤こうが追つい尾びした。

　甘延寿は軽やかに郅支の背はい後ごへと回り込む。

　跳ちよう躍やくし、背中に刺突を送る。

　郅支の鎧よろいに、長剣が突つき刺ささる。

　郅支は、肉が裂さけるのもかまわず、身をひねって甘延寿の頭に呉鉤を叩たたき込んだ。

　その場所に甘延寿はいない。

　すでに十歩の距離まで後こう退たいしていた。

　郅支は口元に笑えみを浮うかべている。だが口から上はこのうえなく険けわしい表ひよう情じようだ。

「これ以上は無意味だとは思わんか。悪いことはいわん。降こう伏ふく……」

　最後まで言わせず、郅支は突進した。

　だが数段素早い動き。

　甘延寿はあわてた。甘延寿と互ご角かくとはいかないまでも、この巨きよ軀くでは驚きよう異い的てきな身のこなしだ。

　呉鉤を振り回さず、最短の距離で突いてくる。

　後ろには引けない。

　横へ逃げたら、変化の横薙ぎで胴どうを輪切りにされる。

　甘延寿は上へ跳とんだ。

　身をひねり、蹴けりを郅支の顔面に叩き込む。

　顔を歪ゆがめながらも、郅支は呉鉤を突き上げた。

　甘延寿の背中をかすめる。

　甘延寿は着地し、すぐに後方へ飛び退いた。

　遅れて、呉鉤が宙を切り裂く。

　甘延寿は長剣を構え直した。

　陽気な顔が、さらに陽気になる。

「いや。貴殿にそんな芸当ができるとは思わんかった。少し焦あせったぞ。しかし、当たらなければ、意味がない」

　郅支の顔色はどす黒い。

　息を二度、吐き出す。

　そして走った。

　甘かん延えん寿じゆとは逆ぎやくの方向。漢の騎き兵へいの列へ向かって。

　何人かは、とっさに長ちよう剣けんを構かまえた。

　だがかまわず、呉ご鉤こうを振ふり回す。

　ある者は一瞬のうちに首を刎はねとばされ、ある者は長剣を両りよう断だんされると同時に、頭頂から股またまでを両断された。

　馬を奪うばい、鞍くらに飛び乗る。そして呉鉤でむち打つ。弾はじかれるように、馬は草原へと駆かけ出した。

「逃にがすな！」

　段だん会かい宗そうが命じると、騎兵千騎あまりが後を追った。だが、郅しつ支しは騎手としても一流だ。遊牧民でない漢人たちが追いつけるはずがなかった。郅支はそのまま草原へと姿を消した。

「やれやれ、逃がしたか。まあしょうがない」

　甘延寿は片かた膝ひざをついた。顔から血の気が引き、汗あせが流れ落ちる。

「都と護ご、大だい丈じよう夫ぶか！」

　段会宗と星せい星せいは馬から降おりて駆け寄った。

　甘延寿の足あし下もとには血が流れ落ちていた。背中は鎧ごと切り刻きざまれ、鋭く長い傷が肉を裂いていた。軽くない傷だ。

「あとすこし奴やつが踏ふみ込んでいたら、わしはまっぷたつになってただろうよ。命拾いしたのはわしのほうだ」

　郅支が冷静さを失い逃げてくれたのは幸いだった。

　甘延寿は精せい根こん尽つき果て、その場に座り込む。

　星星が気づかいながらも、

「ごめんなさい。都護さまだったのね。あなたのこと酒さか樽だるだなんて言って……」

　一瞬、甘延寿の口元が引きつったかのように見えた。だが笑いながら、

「いやいや、構わんよ。だが陳ちん湯とうには教えないでおくれ。わしのことを未来永えい劫ごう酒樽だと呼よぶに決まっておるからな」

　もうすでに呼んでいることを段会宗だけは知っていた。

「……あのまま逃がしてよろしいのですか」

　段会宗の問いに、甘延寿はうなずく。

「ああ、奴の行き着く先はひとつしかない。それに奴は戦いに生き、戦いに死ぬべきだ。逃げた時点で奴の命運は尽きた。今は、公主殿下をお救いしたということで善よしとしよう」

　ほろ酔よいで上じよう機き嫌げんの顔を星星に向ける。

「あとの仕上げは陳湯にまかせたよ」
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　赤せき谷こく城じように歓かん声せいがこだました。

　公主が生せい還かんしたのだ。兵士も女も老人も子こ供どもも、みな泣き、笑い、星せい星せいを出で迎むかえた。

　甘かん延えん寿じゆと段だん会かい宗そうに守られながら、星星は人の波をかき分けた。その先に三人の男が待っていた。

「兄さま！」

　星せい靡ひに抱だきつく。

「よく無事に帰ってきた」

　星星の頰ほおに涙なみだが伝わっていた。このときばかりは、星靡の顔も紅こう潮ちようしている。

　そしてふたりの叔お父じの胸むねにも飛び込んだ。

「叔父さま。心配かけてごめんなさい」

「いいのじゃよ、星星」

「怪け我がをしているではないか。はやく手当てを」

　優やさしく微ほほ笑えみかけているのは大だい楽らく。

　目を真っ赤に腫はらしているのは烏う就しゆう屠と。

　大だい昆こん彌ぴ星靡は、甘延寿に深々と頭をさげた。

「すべては西せい域いき都と護ご殿どののご尽じん力りよくのおかげです。なんとお礼を申したらよいか」

「いえいえ。私はなにもしてはいませぬ。礼は陳ちん湯とうに言ってやってくだされ」

「陳湯は……どこ？」

　星星は振り返る。さっきから探さがしていたのに、どこにも見当たらなかった。

　甘延寿と段会宗は笑って、城門を見るよううながした。

　歓呼が一段と大きくなる。

　色とりどりの旗を掲かかげた一軍が入城してくるところだった。西域軍だ。その先頭には長ちよう衫さん姿すがたの漢人が立っていた。

　星星は駆け出した。

　脚あしが痛いたむことなどとうに忘わすれている。

　涙をぬぐう。

「よう。星せい星せい」

　陳ちん湯とうが笑う。

　それが輝かがやいて見える。

　だから星星も笑った。

　陳湯の前で、彼女はうつむいた。

「……ありがと。陳湯」

　本当はもっといろいろなことを言いたかったのに、今はそれしか言えない。

　陳湯の手が、肩かたを抱だいた。

　心しん臓ぞうが激はげしく鼓こ動どうする。

「星星……」

「ん？」

「すごい格かつ好こうだな」

「え」

　星星は自分の姿を見る。

　段だん会かい宗そうから着せてもらった上着がはだけ、その下の薄うすい絹きぬ服ふくがあらわになっていた。こんな距きよ離りからでは、裸はだかも同然だ。

　とっさに、上着で身体からだを隠かくす。

「ば、莫ば迦か！」

　急にうわずった声を出した星星に、周りは驚おどろく。

「なにしてるんだ、あいつら」

　甘延寿の問いに、段会宗は苦く笑しようして、

「喧けん嘩かでしょう。いつもの事です」

　星せい靡ひが陳湯に歩み寄よった。深々と頭をさげる。

「あなたには感かん謝しやしています。数々の無礼、お許ゆるしください」

「忘わすれてください。おれはもう忘れてます」

　大だい楽らくは陳湯の背中を思いっきり叩き、

「わしはおぬしがかならず帰ってくると信じておったぞ！　なあ、烏う就しゆう屠と」

　得意げだ。

　烏就屠はかなりばつが悪そうだったが、

「副ふく校こう尉い殿、よくぞ星星を救い出してくれた。感謝している」

　と言って、手を差し出した。陳湯も握にぎりかえす。かなりの力を入れて。

「これも小昆彌さまの叱しつ咤た激げき励れいのおかげです」















　嫌いやみを言うことだけは忘れない。

　陳ちん湯とうは星靡に告げた。

「それと大だい昆こん彌ぴさまに紹しよう介かいしたいお人がいます。この人がいなければ、公主はどうなっていたかわかりません」

　案内されてきたのは、康こう居きよの武ぶ将しよう屠と墨ぼくだ。この場にいるのが場違いだ、とでもいわんばかりに眉み間けんにしわをよせている。

　星靡の謝しや辞じを屠墨は無言で受けた。軽く頭を下げただけだ。無口な性しよう分ぶんなのだろう。星靡も気にする様子はない。

「屠墨さま……」

　星せい星せいが言った。声が沈しずんでいる。

「ごめんなさい。あたしのせいで、伊い奴ど毒どくさまが」

　屠墨はほんの一いつ瞬しゆんだけ、相手をいたわる目をした。

「奴やつは奴の運命に従したがったまで。殿でん下かの責せき任にんではない」

　つぶやくように言った。

「……さあ、まだ問題はかたづいてはおらん。郅しつ支しはまだ生きておる。奴を斃たおさんかぎり、旨うまい酒は飲めんぞ」

　甘延寿の言葉に、大楽もうなずく。

「まさにその通りじゃて。副校尉殿、どうじゃな」

「戦いに敗れ、手て勢ぜいの大半を失ったとはいえ、郅支は梟きよう雄ゆう。かならず再さい起きする。禍か根こんを残さないためにも、奴は滅ほろぼさなくてはなりません」

　陳湯の言葉を、星星は不安そうに聞いていた。彼女に笑みを向ける。

「大だい丈じよう夫ぶ。次が最後の戦いだ」

　そうなることを、この場にいるすべての者が望んでいた。















第六章　天てん女によ散花
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　赤せき谷こく城じようを出発した烏う孫そん、漢、西せい域いき軍の前に、郅しつ支し城があらわれた。

　軍中に馬を並ならべるのは甘かん延えん寿じゆ、陳ちん湯とう、段だん会かい宗そう、大だい楽らく。それに星せい星せいの姿すがたもあった。

　彼女は厚あつ手での胡こ服ふくを着き込こんでいた。頭に、ふさふさ羊毛の耳あてつき帽ぼう子しをすっぽり被かぶっている。さっそうとしたものだが、牧童の少年のようにも見える。

「星星、暖あたたかそうだな。その帽子貸かしてみろ」

「嫌いや！」

「何でだよ」

「死んでも嫌！」

　帽子を押さえつけ、彼女は固く拒きよ絶ぜつする。

「……子し公こう、公主になにか言ったのか？　機き嫌げん悪そうだ」

「知るか」

　憮ぶ然ぜんとする陳湯に、段会宗は深々とうなずいて、

「これだ。女は恐こわいっていうのは。何考えてるかさっぱり理り解かいできん」

「なるほどな」

　妙みように納なつ得とくする陳ちん湯とうだった。

　星星が出しゆつ陣じんすることに烏う就しゆう屠となどは反対したが、星星は、

「危あぶなくなったら、陳湯が助けてくれる」

　と、陳湯の迷めい惑わく顔がおもかえりみず、強ごう引いんについてきたのだ。だが本心は別にある。多くの人々が命を落としたこの戦いの結末を、自分自身の目で見み届とどけたかったのだ。

　赤せき谷こく城じようでの戦いに敗れた郅支単ぜん于うが居きよ城じように戻もどったという確かく証しようはない。だが、ここに戻るというのが、陳湯をはじめ全員の共通した意見だった。郅支城にはまだわずかだが戦力が残されている。ここを失えば、郅支はすべてを失ってしまう。ほかに行く場所などないのだ。

　烏う孫そん軍が郅支城の前面に布ふ陣じんしたとき、郅支城の城壁にも匈きよう奴ど兵の姿が確かく認にんできた。ただ、その中には女性も多く含ふくまれているようだ。弓を構え、緊きん張ちようした表情で、こちらをにらみつけている。

「ああ胃が痛いたい。気が進まん」

「同感じゃの」

　甘かん延えん寿じゆのつぶやきに、大だい楽らくも憮然として応じた。

　赤谷城の戦いの前、烏孫の女たちを説得した言葉が頭をよぎった。匈奴にとっては今が、女たちが武器をとらなければならない危き急きゆうの時なのだ。

　本ほん営えいに騎馬の男が入ってきた。

　黒衣の武将。むっとした表情の男。康こう居きよの屠と墨ぼくだ。

「どうだった」

　甘延寿がひとこと聞く。屠墨はうなずき、

「西の門を守るのは伊い奴ど毒どくの友人たちだ。あいつらも単于には反感をもっている。戦いになれば、門を開く」

「確たしかなのか？　それは」

　甘延寿が言うと、屠墨の表情は険しくなる。いまにも謀む反ほんでも起こしそうな顔だ。甘延寿はあわてて、

「ああ、わかった、わかった。おぬしを信用する！」

　それでも不満そうに屠墨は甘延寿の前から立ち去った。

　彼のそういった態たい度どは生来のものであって、本当はそれほど不満ではないのだ。陳湯にそう教えられていたものの、甘延寿はなかなか慣なれない。

「まったく、陳ちん湯とうがもうひとりいるみたいだ」

　甘延寿のぼやきに、大楽は笑う。他ひ人と事ごとだからだ。

　次いで、甘延寿は部下ふたりを呼んだ。

　しばらくして陳湯と段だん会かい宗そう、それに星せい星せいもついてくる。

「戦いがはじまり、西の門が開いたら、そこから突入する」

　甘延寿が告げた。

「そのために決死隊を編へん成せいする。子し公こう。おまえがひきいてくれ」

「もちろん」

　自分以外に適てき任にん者しやはいない。そう言いたげだ。

「数は五百もいたら十分。それに子し松しようも連れて行く。いいな」

「ああ。そのつもりだ」

　そのやりとりを聞いていた段会宗にも、恐おそれを抱いだく気配はない。

「あたしも行くわ！」

　星星が名乗りをあげたときには、さすがに周りの大人たちは戸と惑まどった。

「星星。これ以上は危き険けんじゃ。無理を申すでない」

　大楽が諭さとすが、まるで聞かない。決意は強かった。

「副ふく校こう尉い殿もなんとか言ってやってくれんか」

「おい、星星……」

「お願い。邪じや魔まはしないから。それに城内を知ってるのはあなたと屠と墨ぼくさまぐらいしかいない。あたしでも役に立つ」

「おれと屠墨のふたりで十分だ」

　とは言えなかった。

　懇こん願がんするような瞳ひとみだ。

　陳湯がだめだと言ったら、おそらく星星は引き下がるだろう。だが、彼女とは幾いく多たの危機を乗り越こえてきた。その気持ちはよくわかる。

「一度城内に入ったら、おまえを守ってやる者はいなくなる。おれも、子松も。自分自身の身は自分で守れるか？」

「わかってる」

　星星は力強くうなずいた。

「それと、おれと子松の命令には絶ぜつ対たい服ふく従じゆうだ。守れないなら、放り出す」

「構わない。絶対守る」

「おい、子公……」

　甘かん延えん寿じゆが口を挟はさもうとする。いくら陳ちん湯とうや段だん会かい宗そうがいても、やはり危険すぎる。死ぬこともあり得るし、また捕つかまって人ひと質じちにとられたとしたら？

　陳湯が甘延寿を制せいした。大だい楽らくに言う。

「左さ大だい将しよう様。殿でん下かはお預あずかりします。なにかあれば、すべておれの責せき任にん。そのときはこの首をさしあげます」

　自分で責任を取るなど、陳湯は滅めつ多たに言わない。

「副校尉殿がそう言うのであれば、仕方あるまい。いっておいで星せい星せい」

「ありがとう、叔お父じさま」

　陳湯、段会宗、星星は本営を離れ、持ち場へと戻った。

　陳湯が言った。

「子松。突入後、おまえさんは兵をひきいて他の城門を開けてまわれ。敵てきのうち、戦意のない者や女子供に構うな」

「承しよう知ち」

　指し揮き権けんを段会宗に預けたのだ。その理由を問わなくても、段会宗にはわかっていた。

「陳湯はどうするの？」

　たずねたのは星星だ。

「おれには待ち人がいるんでね。そいつと会ってくる」

　郅しつ支し単ぜん于うのことだ。

「あたしも……」

「星星。おまえは子松についてゆくこと」

　口調は優やさしい。だが厳きびしく拒きよ絶ぜつしている。

「子松は城の中の道を知らない。教えてやってくれ」

　星星は仕方なしにうなずいた。陳湯の命令には従したがわなくてはならない。そういう約束だった。

　段会宗の表情に緊張が走っている。

「武運を祈いのる。いまさら言うまでもないが、奴は手て強ごわい」

「なに。おれには悪運っていう最強の守り神がついている。それに幸運の女神もな」

　陳湯は星星に笑顔を見せる。

　恐おそれなど、どこにもない。







　矢の応おう酬しゆうから戦いがはじまった。

　郅支城からはさかんに矢が降ふり注いでくる。だが軌き道どうは乱みだれ、効こう果か的てきではなかった。匈きよう奴どの射しや手しゆは本来熟じゆく練れんされた名手ぞろいだ。だがこの戦いでは多くを失っているうえ、老人や、女、子こ供どもまで含ふくんでいるからだろう。戦意も高くはない。滅ほろぼされる、という恐きよう怖ふが弓をとらせているのだ。

　それでも城じよう壁へきの上から下へ射いるほうが有利なのには変わりない。相手の矢の射しや程てい範はん囲いのぎりぎりの線まで、甘かん延えん寿じゆは軍を前進させた。適てき当とうに射い返かえすだけだ。本気で攻せめかかろうとはしない。城門が開くまでの時間稼かせぎにしかすぎない。

　西門に展てん開かいしていたのは屠と墨ぼく直ちよく属ぞくの旧きゆう康こう居きよ軍ぐんだ。かれらが漆しつ黒こくの旗を掲かかげた。

　それが合図だ。

　鈍にぶい音をたてながら、城門が開かれる。

「いくぞ！」

　陳湯の号令とともに、康居軍の間から漢軍騎き兵へいが疾しつ走そうしてゆく。西せい域いき都と護ご府ふのなかでも最さい精せい鋭えいの部隊だ。

「門が……」

　悲鳴が匈奴軍を覆おおった。と同時に、烏う孫そん軍からの反撃が激はげしくなる。甘延寿が烏孫、漢、西域の諸軍に前進を命じたのだ。

　突入した漢軍騎兵に、匈奴軍からの矢が降り注ぐ。何人かの兵士が矢を受け、落馬した。

「負ふ傷しよう者しやにかまうな！　次の門だけを目指せ。止まる者は、ここで死ね！」

　苛か烈れつな命令をくだしたのは段だん会かい宗そうだ。連れん弩どで素す早ばやく反撃し、匈奴兵を次々撃うち倒たおす。となりに星せい星せいが並へい走そうしている。彼女は身をかがめて矢をかわしていた。

　漢兵の突入後、康居軍も入城する。屠墨の指揮下には、伊奴毒の旧部下も組み込まれていた。彼らは口々に叫んだ。

「城門がひらいたぞ！　もう終わりだ。降伏しろ。武器を捨てれば殺されずにすむぞ！」

　その声は、匈奴兵たちにも届く。

「裏切り者が！　きさまらこそくたばれ」

　攻撃が康居軍に集中する。

　かつての仲間同士の殺さつ戮りくは凄せい惨さんをきわめた。だが、それが漢兵への攻撃を弱めた。

　次々と城門が開かれる。

「突入！」

　甘延寿の命令が、主力に伝わる。怒声とともに、騎馬の群れが城内になだれ込む。

　すぐに制せい圧あつできるとは、甘延寿も考えてはいなかった。

　匈奴の抵てい抗こうは頑がん強きようで、次し第だいに乱戦模も様ようとなる。匈奴の敗北は誰の目にもあきらかだった。だが武器を捨てて降伏する者などいなかった。女までも湾わん刀とうをとり、立ち向かってくる。そうである以上、倒さなければならなかった。

　通路に転がる若い女の斬ざん殺さつ屍し体たいをみて、甘かん延えん寿じゆは唇くちびるをかむ。西せい域いき都と護ご府ふや烏う孫そんだけならともかく、彼の指し揮き下かには、西域諸しよ国こくや康こう居きよの残党が含ふくまれていた。西域軍などは利にありつくことが目的で参戦しているのだから、規き律りつはかぎりなく脆ぜい弱じやく。彼らをまとめる自信はなかった。陳ちん湯とうでさえ苦労していたのだ。

　指揮系けい統とうが乱みだれはじめている。無抵抗の者は殺すな。婦女子は犯おかすなと厳げん命めいしていたが、どれだけ守られるかわからない。

　悲鳴が上がった。

　女の声だ。

　甘延寿がそちらに駆け寄る。

　そこに数人の兵士が群むらがっていた。五人。みな康居の軍ぐん装そうだ。屠と墨ぼくの配下だろう。

　彼らの足あし下もとに、横になった白い脚あしが見えた。女物の衣服が散らばっている。

　何をしているか、問う必要もない。

　甘延寿は跳ちよう躍やくした。長ちよう剣けんを刺し突とつに構かまえている。

　男たちが背はい後ごの殺気に気づいたとき、すでに三人が心しん臓ぞうを刺さし貫つらぬかれていた。

　残ったふたりは後方に飛び退のいた。湾刀を構かまえる。その表情にあるのは人間のものではなかった。

　甘延寿と康居兵のあいだに、女が横たわっていた。衣服は乱れ、上半身があらわになっていた。顔は殴おう打だされたのだろう。腫はれ上がっていた。

「そ、その女が襲おそい掛かかってきたのだ」

　男がわめいた。

　だが甘延寿は耳を貸かさない。

　康居兵も、この漢人が何者かはわかっているはずだ。許ゆるされないことをさとり、何ごとか罵ののしった。

　甘延寿も康居の言葉は分かる。だが、早口な上に、なまりがひどい。だが理り解かいする必要のないことだ。

　陽気な表情などすでにない。甘延寿が本気で怒おこったとき、すさまじい表情になる。いままで誰にも見せたことのない顔だ。

　甘延寿が一歩踏ふみ出す。

　すると、康居兵の顔に喜色が浮うかんだ。

　背後に気配を感じる。

　振ふり向くと、後方に黒衣の武ぶ将しようがいた。

　屠と墨ぼくだ。

「おぬしがこれを命じたのか！」

　甘かん延えん寿じゆの視し線せんを受けても、屠墨の表情は変わらない。陰いん惨さんなままだ。手にするのは血で染そまった湾刀。何人の兵士と、何人の非ひ戦せん闘とう員いんの血を吸すっているのだろうか？

　屠墨は湾刀をさげたまま、ゆっくりと甘延寿のほうへと近寄ってくる。

　甘延寿は、彼に正対した。

　黒衣の将は無む防ぼう備びなように見えて、隙すきなどない。屠墨が一流の剣士だとは陳ちん湯とうからはきいていた。そして今のたたずまいから、そのことを確かく認にんする。

　屠墨は躊ちゆう躇ちよせず間合いを詰つめた。

　甘延寿は緊張した。おそらく郅しつ支し単ぜん于うとの一騎討うちのとき以上に。

　力で劣おとっているとは思えない。だが、背中に負った傷きずで動きにきれはなかったし、相手の手の内が読めないので、うかつに動けないのだ。

　先に動けば、後を取られて斬られるかもしれない。

　相手の動くのを待っても、反はん応のうが遅れたなら、やはり斬られる。

　屠墨は甘延寿を凝ぎよう視ししている。

　甘延寿は、屠墨を先に動かして、斬ることに決めた。

　屠墨とは至し近きんの距きよ離り。

　長剣の先をわずかにふるわせた。

　誘さそいをいれたのだ。

　だが、屠墨は湾刀を動かさない。

　歩みは止めない。

　甘延寿の真横を屠墨は通り過ぎた。

　その時感じたのは、沸ふつ騰とうする殺意だ。

　甘延寿の数歩後方で、屠墨は立ち止まった。

　甘延寿の背中を汗あせが流れ落ちる。

　傷がひどく痛いたむ。

「はやくその豚ぶたを斬ってくれ！」

　康居兵の言葉は耳に入らない。

　そして。

　屠墨が動いた。

　甘延寿は動けなかった。

　反応が遅おくれた。わずかに身を沈しずめただけだった。致ち命めい的な判はん断だんの遅れだ。

　悲鳴など起きない。

　かわりに大量の血が吹ふき上がった。

　屠と墨ぼくの刀とう勢せいはすさまじかった。ただ一刀で、康こう居きよ兵へいふたりの首を刎はねとばしていた。

　しばらく固まっていた甘かん延えん寿じゆが振ふり返ったとき、屠墨からは殺気が消えていた。ただ、表情は限かぎりなく陰いん鬱うつだ。

　屠墨は湾刀にみずからの左手をあてた。

　そして引く。

　地面に落ちたのは、彼の小指と薬指だった。

　何ごともなかったように、屠墨は言った。

「二度と、康居の兵に愚おろかなまねはさせぬ」

　それ以外何も言わず、戦列へと戻もどっていった。







　城内には煙けむりがたちこめている。

　誰だれかが火を放ったのだろう。

　狭せまい通路を、段だん会かい宗そうと星せい星せいは進んでいた。

　城門が開かれ、烏う孫そん兵が突とつ入にゆうしてきたときには、彼の仕事はなかば終わっていた。あとは陳ちん湯とうの手伝いをするだけだ。もっとも、陳湯より先に郅しつ支し単ぜん于うと遭そう遇ぐうする可か能のう性せいは十分にあったのだが。

「そのときは、すっとんで逃にげるね」

　段会宗は苦く笑しようするが、星星にはそれが噓うそだとわかっていた。

　この人も、陳湯や甘延寿と同じ。

　自分の命など顧かえりみることなく、平然とした顔で強敵に挑いどんでゆく。

　幾いく度どか通路を曲がる。

　突然、人ひと影かげがあらわれた。

　郅支単于ではなかった。

　短刀を構えてはいたが、兵士でもなかった。

　少年だ。十歳さいそこそこの年ねん齢れいだ。身体からだが震ふるえているのは漢人や烏孫人に対する憎にくしみからではなく、恐きよう怖ふからだろう。

「やめて、それをしまって」

　星星が呼よびかける。だが、少年は聞こうとはしない。

「もうすぐ戦いは終わる。殺しあいは終わるのよ。だから、お願い」

「お、おっかあは、おいらがまもる」

　少年は声を絞しぼり出す。

　通路の先には部屋があった。その奥おくには少年の家族がいるのだろうか。

　もし、この少年が自分なら？

　星せい星せいは想おもう。

　もし赤せき谷こく城じように匈きよう奴ど兵が乱らん入にゆうして、抵抗しないなら殺さないといわれて、素す直なおに従したがうことができたか？　武器を捨すてることができたか？

　段だん会かい宗そうが長剣を捨てた。

　あわてて、星星も剣を床ゆかに置いた。

「坊ぼう。君の母上には手を出さない。約束する」

　段会宗が告げる。

「うそだ」

　少年は叫び、短刀を突き出した。

　避よけるのは簡かん単たんだ。

　武器を取り上げるのも簡単。

　だが段会宗はどちらもしなかった。

　血がしたたりおちる。

　短刀は、段会宗の右手の甲こうを貫いていた。

　段会宗の表情は変わらない。

　呆ぼう然ぜんとして、少年は座り込んだ。短刀からは手を離はなしている。そして大声で泣きだした。星星が少年を胸むねに抱だく。

「……ごめん。ほんとに何もしないから。何もかも、これで終わりにしよう」

　段会宗は短刀を引き抜き、床に捨てた。無む防ぼう備びのまま、部屋へと進む。

　確たしかめなければならなかった。もしかすると、ここに郅しつ支しがいるかもしれない。

　扉とびらを開ける。

　狭せまい部屋だ。

　数十の顔が、段会宗を出で迎むかえた。

　見た限かぎり、みんな女。老ろう婆ばから子こ供ども。二十名あまりはいる。みな、おびえていた。

「危き害がいを加えるつもりはない。おとなしくしていれば助かる」

　段会宗は告げるが、返ってくるのは怒いかりばかりだ。

「噓うそをいえ。皆みな殺ごろしにするつもりじゃろう。さあ殺せ。覚かく悟ごはとうにできておるわ」

　老婆が言い放った。

　頑がん迷めいさに段だん会かい宗そうはため息をつく。扉を閉しめようとしたとき、星せい星せいが身を乗りだした。

「あたしは烏う孫そん大だい昆こん彌ぴの妹星星です。みんな聞いて。もう戦いは終わる。抵抗しない人たちには絶ぜつ対たいに手を出させない。天に誓ちかって、約束する」

　帽ぼう子しを脱ぬぎ、それを少年に渡わたした。

「これは、あたしの印よ。もし烏孫の兵が来たら、これを見せて。きっと保ほ護ごしてくれるはずだから」

「公主、行きましょう」

　段会宗がうながす。そして去りぎわ、少年の肩かたをたたいた。

「坊。おっかあを守ってやれよ。なに大丈夫だ。この段会宗に手傷を負わせたんだから。自じ慢まんしてもいい」

　敵てき国こく人じんふたりからそう言われて、少年は戸と惑まどっていた。ふたりが姿すがたを消すと、少年の声がかすかに聞こえた。

「……おっかあ、こわかった」

「……よく頑張ったよ。それでこそ匈きよう奴どの男だ」

「わかってる。あんなこと言ったって。この城しろの人みんなを救い出すことなんてできないって。でも、何かやらなきゃ。何もやらないよりましよね」

　星星のつぶやきに、段会宗は穏おだやかな笑えみを浮うかべる。

　この少女に接せつする者は、みなそんな顔をする。

「ええ、お気持ちはわかります。それと……」

「なに？」

「一体どうしたんです？　その頭」

「あ！」

　星星は狼ろう狽ばいして、両手で頭をかかえた。

　長かった髪かみの毛は抱ほう闐てんに切られてしまった。だが、今の星星の髪はさらに短く刈かり込こんである。しかし、また極きよく端たんに短くしたものだ。

「……変？」

「いえ、すごく素す敵てきですよ」

「……陳ちん湯とうって、こういう髪型好きかな？」

　なるほど、陳湯の好みに合わせようとしたか。段会宗は微ほほ笑えましく思う。

「陳湯は活動的な女の子が好きなんですよ。ぴったりだと思いますね」

「本当！」

「ええ、本当です」

　噓うそだとは言えなかった。

　本当は子こ猿ざるみたいだと思ったのだが、そのせりふは後々のためにとっておいた。陳ちん湯とうがかならずそう言って彼女をからかうだろうから。

「まだ、誰だれか助けることができるかもしれない！」

　星星の足取りが軽く、速くなった。

　その背中を見ながら、段会宗は独どく語ごした。

「なんて分かりやすい性せい格かくの娘むすめだ。そこが陳湯も好きなんだろうけどな。それにくらべて、うちの女によう房ぼうどのときたら……」




　　　　２




　階かい段だんはどこまでも続いている。

　風はないが、冷気が背中を滑すべる。

　ここを登るのは二度め。

　最初は匈きよう奴ど人になりきり、純じゆん朴ぼくな表情を装よそおっていた。だが内心では星星の安あん否ぴが気掛かりでしかたがなかった。

　今はそうではない。

　最後の戦いにむけて、心を落ち着かせようと、ゆっくり足をすすめている。

　あの少女が自分に想おもいをよせてくれていることはわかっていた。陳湯も、むろん嫌きらいではなかった。少女の純じゆん粋すいで真しん摯しなところが好きだった。愛しているとまではいかないが、好意があるのは否定しようがない。

　だが、彼女の想いにこたえてやることはできない。

　星星は一国の貴き人じんであり、陳湯は、漢の武人とはいえ地を這はって生きる庶しよ人じんでしかない。結局は辛つらい別れが待っている。

　無理やり、星星のことを頭から追い出した。

　かつて星星が閉じ込められていた部屋。その扉を陳湯は開けた。

　部屋は暗い。

　窓まどに黒い幕まくが下ろされていた。

　燭しよく台だいの明かりだけが部屋を照らしていた。

　鼻に感じるのは、なにかの油のにおい。

　星星の使っていた牀しように、腰こし掛かけている人ひと影かげがあった。

　郅しつ支し単ぜん于うだ。

　かつての鋭えい気きにあふれた姿はなく、今は憔しよう悴すいしきっているようにおもわれた。もの憂う気げな表情。彼はどんな想いに沈んでいるのだろうか。

「よくここがわかった」

　陳ちん湯とうの姿をみて、郅支が言った。

「ここ以外にないだろ。決着をつけるのにふさわしい場所は」

　陳湯は突入後、まっ先にここに向かった。ここ以外に考えられなかった。

「あの娘はここでおまえのことを待ち焦こがれていた」

　郅支は言った。

「純朴な田舎いなか娘が、外から来た男にほれるというのはよくある話なのだろうが」

　そう言ったあと、陳湯の顔を一いち瞥べつする。

「おまえは、あの娘のことを愛しているのか？」

　郅支からそんな質しつ問もんをされるとは思ってもいなかった。だが陳湯は笑わず、

「多分ね」

　そうとだけ答えた。

　不意に、郅支は口元をゆがめる。

「予は、ここであの娘を抱だいた」

　陳湯の表情の変化を観察するような視し線せんだ。

「よい味のする女であった。まだ若わかいが、磨みがけばよく光るだろう。おまえはあの女を抱いたことはあるのか？」

　その問いのあと、沈黙が両者の間に横たわる。

　だが、郅支の言葉にも、陳湯の心は揺ゆるがない。

「信じぬか」

「ああ、残念だが、すこしも」

「なぜ？」

「あの子の目を見ればすぐにわかる。単純なやつだからな。喜び、悲しみ、苦しみ、怒いかり。それが目にでるのさ。帰ってきたとき、あの子の目に曇くもりなどなかった。それに、あの子には誰も手をだせない。おれもそうだし、あんたもそうだろ？」

　陳湯の言葉に、郅支はただ苦笑する。

　陳湯の動どう揺ようを誘さそったのだろう。だが郅支の言葉を信用するより、少女の瞳ひとみの輝かがやきのほうが信じるに足りる。

「戯ざれ言ごとであった。忘わすれてくれ」

「ああ。そうする」

　郅しつ支しがそんな話をしたのは弱気になっていたからだろう。だが、陳ちん湯とうに明解に否定され、彼自身ふっきれたようだ。

　郅支はたちあがる。すでに一個の剣士の表ひよう情じように戻っている。

「答えはふたつにひとつ。予が死ぬか。おまえが死ぬか」

「それでいい」

　陳湯はうなずき、部屋に足を踏ふみ入れる。

　腰の長剣に手を当てる。だがそれを鞘さやごと取り外し、部屋の隅すみに投げ捨てた。

　背負っていた長剣を取り出した。

　汚よごれた麻あさ布ぬのを外す。

　中からでてきたのは、冷気をまとった蒼あおい剣。

　干かん将しようだ。

「よい剣だ」

　一見して、郅支は言った。彼も呉ご鉤こうを手にした。

　過去二度の対戦では、郅支が圧あつ倒とう的てきな強さを見せつけた。だがこの際さい、それは何の意味ももたない。郅支も陳湯も理解していた。

　郅支は呉鉤の尖せん端たんで、かたわらの燭しよく台だいを倒たおした。灯ひが床ゆかに落ちる。すると絨じゆう毯たんに引火して、すぐに等身大の炎ほのおをつくりだした。すでに油をまいていたのだ。

　勝負が長引けば、ともに焼け死ぬ。

「今度は逃にげることは許ゆるさぬ」

　それは陳湯に向けた言葉でもあり、自身に向けた言葉でもあるのだろう。

「いいね。好きだぜ、そういうの」

　炎は絨毯から、天幕へと伝わった。梁はりが焼け、天てん井じようが落ちてくるまで、時間の猶ゆう予よはない。

　空気は急速に熱くなる。

　陳湯は干将をだらりと下げている。

　郅支も呉鉤をだらりと下げている。

　ともに構えはとっていない。

　耐たえ難がたい静せい寂じやくのなかで、両者とも落ち着き払はらっている。

　聞こえてくるのは、互たがいの息づかいだけ。

　一瞬交わる視線。

　同時に地を蹴けった。

　干かん将しようと呉ご鉤こうが交こう錯さくする。

　名剣の激げき突とつは、すさまじいまでの残ざん響きよう音と火花を残した。

　互いの位置を入れ替かえる。

　筋きん力りよくでは郅しつ支しがはるかに上。だが陳ちん湯とうは速さと、剣の威い力りよくでそれをおぎなう。

　一合めは互角。

　郅支が呉鉤を構える。隙すきのない重じゆう厚こうな構えだ。

　陳湯は止まらない。

　すぐに身体からだを右へと滑すべらせる。郅支の脚あしをねらった刺し突とつを送る。

　郅支は避よけない。

　脚を貫つらぬかれるのにはかまわず、呉鉤を陳湯の頭上に落とした。

　脚を奪うばう代だい償しように、頭を割わられたのでは意味がない。干将を引き、身を投げ出した。その空間を呉鉤が切り裂さく。

　陳湯は床に手をつき、身体からだを躍らせる。そこへ郅支の追撃。

　干将を軽く合わせると同時に、後方、五歩の距きよ離りへと下がった。

　着地すると同時に、すぐに斜ななめ前へと跳ちよう躍やくする。

　宙ちゆうを跳とび、壁かべを蹴る。















　郅支の側面へと回り込み、脇わき腹ばらを刺突で狙ねらう。

　郅支は、変へん幻げんの動きに唇くちびるをひきつらせる。すんでのところで呉鉤で剣けん尖せんをはじいた。

　剣が合わさったところで、干将の軌き道どうが変化する。

　蛇へびの軌道を描えがいて、郅支の額ひたいへと剣尖が吸すい込まれる。

　同時に、郅支の膝ひざが跳ね上がった。

　ふたりは離れた。

　陳ちん湯とうの身体が吹き飛んだのだ。

　床に背中から叩きつけられる。

　そこへ郅支の強きよう靭じんな蹴り。頭を潰つぶす気だ。

　陳ちん湯とうはすぐに跳ね起き、刺突を郅支の胸むねへと送った。

　呉鉤の横よこ薙なぎが迎むかえ撃うつ。

　剣は合わさらない。

　ふたりはすれ違い、振り返ると同時に、剣を構え直した。

　干将に血がついていた。

　呉鉤にも血がついていた。

　郅支の右みぎ袖そでが切り裂かれていた。呉鉤を握にぎる手に多量の血がしたたりおちる。肉を斬っている。傷きずは浅くない。

　陳ちん湯とうには、右胸から左脇腹にかけて鋭い刀傷が走っていた。血は長ちよう衫さんを染そめている。だが、この傷は浅い。

　郅しつ支しは表情を変えない。

　陳湯の額からは汗が吹き出ている。

　呼こ吸きゆうするたびに、口の端はしがゆがむ。胸に受けた傷より、その前に受けた膝蹴りが効きいた。以前、郅支に蹴られた場所と同じところだ。肋ろつ骨こつが完全に折れた。内ない臓ぞうにかけても、鋭く重い痛いたみが走る。内息が乱れ、剣を握る力が半はん減げんしてゆく。

　攻こう防ぼうは互角。

　だが代償が違い過ぎた。

　このままでは消しよう耗もう死しするだけだ。

　作戦の変へん更こうを迫せまられる。

　陳湯はそれでも干かん将しようをしっかりと握りしめた。息を止め、痛みをこらえる。全身の力を、下腹部に集中させる。

　力勝負では到とう底てい郅支にはおよばない。だが、陳湯のこの構えは、まさに力勝負を挑いどんでいるようにみえる。

「それで予に勝つつもりか」

「負ける気なんて、最初からないね」

「……そうであったな」

　郅支も呼応するように、筋肉を膨ぼう張ちようさせた。身体がさらにひと回り大きくなったようだ。腕からの出血も止まっている。

　仕掛けたのは陳湯。

　刺突ではない。変化のない直線的な斬撃。

　郅支の応撃も渾こん身しん。

　陳湯はその威い力りよくを受け流さない。

　剣が絡からみ、鋼鉄は絶ぜつ叫きようする。

　全身の筋肉が引きちぎれそうだ。

　それをこらえて、二撃目、三撃目を送る。

　ささいな技術など必要はない。

　ただ渾身の力をこめて、剣を撃ちこむ。

　互角とはいえない。だが、これだけ持ちこたえられるのも、名剣干将の存在があってこそだ。鍛きたえ抜かれた至し宝ほうの剣は刃こぼれひとつおこさない。実戦をつむにしたがって、かえって輝きを増ましてゆく。

　だが、陳ちん湯とうの身体は限げん界かいを超こえている。

　左腕がしびれた。かつて狼おおかみに食らいつかれた傷が裂けた。握力を失い、干かん将しようを落としかけた。

　右腕一本では郅しつ支しの腕力に対抗できない。

　陳湯は後方に退しりぞいた。

　その時。右足に灼しやく熱ねつ感かんを覚えた。

　燃もえ盛さかる炎ほのおに脚あしをふみいれたのだ。

　そこへ呉ご鉤こうの横撃が首を狙ねらう。

　すべてをなぎ倒す一撃は、わずかに大振りだった。

　軌道を見切り、上半身をかがめてかわす。同時に、身を回転させ、炎で燃える右脚で蹴りを放った。

　郅支の腹はらに突き刺さる。

　郅支はよろめき、数歩後退した。

　脚の裾すその炎はそれで消えた。だが、ふくらはぎに火傷やけどを負った。

　蹴りはたいして効いてはいなかった。

　郅支は、顔をぬぐう。腕の血が顔に付着する。悪あつ鬼きさながらの顔だ。

　勝負は見えた。

　炎は天てん井じようへと燃え移うつり、梁はりがきしんでいる。

　崩ほう落らくしてくるのは間もなくだ。

　それまでに決着はつく。

　郅支は無言。

　陳湯も無言。

　郅支は呉鉤を握り直した。

　陳湯は干将をもつ右手を下げている。剣を構える気力さえ失われたかのようだ。

　最後の一撃。

　そのために、郅支は踏み出した。

　そのとき。

「陳湯！」

　その叫さけび声に動どう揺ようしたのはどちらだったか。

　ふたりは同時に戸口を見た。

　そこに不安と焦しよう燥そうに満ちた瞳ひとみがあった。

「陳ちん湯とう……」

　星せい星せいの声は震ふるえていた。

　どちらが優ゆう勢せいか。陳湯の惨さん状じようを見ればわかる。

　陳湯が殺される！

　星星は駆かけ出した。だが、その脚が空をきった。

　後ろから段だん会かい宗そうが抱かかえ上げていた。

「離はなして！　離せ！」

「だめです！　行ってはなりません」

「それは命令か！」

「そうです。殿でん下か！」

　普ふ段だん温和な段会宗とはおもえないほど、口調も表情も険けわしい。

「……そう。約束だったわね。あなたの命令には従したがうと。わかった。降おろして」

　星星はうなだれてつぶやいた。

　おとなしくなったのを見て、段会宗は手を離した。少女を抱きかかえていたことに気き恥はずかしそうだった。彼女の胸むねをわしづかみにしていたからだ。

　星星はうつむいている。

　だが、いきなり前を見み据すえる。そしてふたたび駆かけ出した。炎の中に身を投じようとする。

「あ、こら。待て！」

　段会宗がとっさに手をのばし、星星の腕をつかんだ。

「往いかせて！」

「殿下。殿下」

　相手をおちつかせようと、段会宗は柔やわらかい声で言った。

「あいつは、陳湯は、あなたひとりをおいて死ぬような男ではありません」

「でも……」

　そのとき、戸口付近の壁かべが崩くずれ落ちた。瓦が礫れきの落下で火の粉が舞まい上がる。もし段会宗の制せい止しを振り切っていたら、下した敷じきになっていた。

「なにやってるんだ。おまえら」

　ふたりの騒そう動どうを、陳湯はあきれ顔で見ている。

「星星」

　呼よび掛かけられて、星星は陳湯を一心に見つめた。

「妙みような髪かみ型がただな」

　どう返答していいか、星せい星せいにはわからなかった。

「単ぜん于う、あんたはどう思う？　おれは、まあまあだと思うが」

　郅しつ支しは何も答えない。

「子し松しよう！」

　今度は僚りよう友ゆうに呼びかけた。

「手出しはするなよ。それと、おれが死んでも仇かたきを取ろうなんて思うな。星星を連れてすぐに逃にげろ」

「……ああ」

　陳ちん湯とうの窮きゆう地ちにはすぐに助けに入るつもりだった。段会宗ひとりでは無理かもしれないが、ふたりがかりなら郅支を倒たおすことも可か能のうだろう。

　だが、もしふたりとも殺されたなら、星星はどうなる？

　段会宗はうなずくしかない。今は陳湯にすべてを賭かけるしかない。

　最後にもう一度少女に告げた。

「負けるつもりはないが、もしもの時のために言っとく。星星、いろいろとありがとな」

「嫌いや……そんなの」

　こんな形で別べつ離りなどしたくない。

　身体からだから力が抜けてゆく。

「覚かく悟ごはできたようだな」

　郅支が言った。両眼が揺ゆらめいているのは、部屋の炎が映うつりこんでいるだけではないだろう。

「ひとつ、いいか。単于」

「なんだ」

「これは、おれとあんたの勝負だ。あいつに手を出すな」

「よかろう。予も卑ひ怯きよう者ものとは呼ばれたくないのでな」

「あんたのことが、少し好きになった」

　陳湯の言い様に郅支は苦笑する。だが、すぐにそれを消した。

　立ちすくむだけの陳湯に、郅支は呉ご鉤こうをふりかざした。

　鋭するどい一いつ閃せん。

　それが陳湯の首に吸すい込まれる。

　直前、干かん将しようが跳はね上がった。

　鋭い刃は鳴なり。

　微び妙みように音階が変化する。

　陳ちん湯とうは弾はじき跳とばされ、床に転がった。

　無防備の頭に、呉鉤が落下する。

　陳湯は残るすべての力を使い、干将を叩たたきつける。

　悲鳴があがった。

　郅しつ支しのものではない。

　陳湯のものでもなかった。

　鉄の悲鳴。

　郅支は呉鉤を見つめていた。

　握にぎりしめた柄つかの上。呉鉤の刀身が消失していた。

　幅はば広ひろの刀の残ざん骸がいは、緩ゆるい弧こを描えがいて、床に落ちた。

　陳湯は跳ね起きる。

　刺し突とつ。

　感かん触しよくはわずかだ。

　干将は、郅支の胸むねの中央を貫いていた。

　郅支の表情は変わらない。

　だが、目を見開いた。

　咆ほう哮こうし、それが部屋を揺らす。

　口からは鮮せん血けつがあふれている。

　両腕を伸のばした。太い指が、陳湯の首をつかんだ。

　ふたりはもつれあって倒れる。郅支が陳湯に馬乗りになっている。

　指が、陳湯の喉のどに食い込んだ。致ち命めい傷しようを受けているはずだが、その力は少しも衰おとろえない。

　縊くびり殺すどころか、首の骨ほねを折るのにも時間はいらない。

　陳湯の意い識しきは暗転した。

　だが、星せい星せいの姿だけははっきりと見えた。

　段だん会かい宗そうは、連れん弩どを所持していないことを後こう悔かいした。途と中ちゆうで矢が尽きたため連弩は捨すてたのだ。長剣に手をかけ、助けに入ろうとする。だが、間に合うか。

「待って」

　星星が遮さえぎった。すでに長剣を抜いていた。

　それを放り投げた。

　乾かわいた音をたてて、剣は正せい確かくに、陳湯の手元に落ちた。

　それをつかむことができたのは、剣士としての本ほん能のうか。それとも、星星を信しん頼らいしていたからか。

　意識が完全に消える寸すん前ぜん、陳ちん湯とうは長剣を郅しつ支しの首にあてた。

　そして、引く。

　固い筋きん肉にくの下。柔やわらかい頸けい動どう脈みやくまで簡かん単たんに切せつ断だんされた。

　それでも郅支は陳湯を絞しめ続ける。

　だが、その腕に力は残ってはいない。

　郅支の身体を押しのける。

　立ち上がることはできず、その場にへたりこんだ。声が出ず、何度も咳せき込む。

　落ち着いたあと、横たわる郅支を見た。

　その眼から光が急速に失われていく。

「……言い残すことは？」

「おまえの知ったことではない……」

　わずかに唇くちびるを震ふるわせて、郅支は答えた。西せい域いきを震しん撼かんさせた梟きよう雄ゆうは、二度と雄飛することはなくなった。

「陳湯！」

　星せい星せいが駆かけ寄よってきた。

　陳湯に抱きつく。

　血に染そまった胸に、星星は顔を寄せた。白い肌はだが深しん紅くに染まる。

「星星、汚よごれるからくっつかないでくれ」

　引き離そうとする陳湯に、彼女は言った。

「かまわない。あなたの血なら。あたしも、あなたの痛いたみを感じていたい……」

　陳湯は何も言えなかった。

　その一言に、心が震えた。

　ただ少女の背せ中なかに手をまわす。

　細い身体を強く抱だき締しめた。




　　　　３




　これほどの安あん寧ねいが訪おとずれたのは、本当に久ひさしぶりだった。

　長老たちでさえ、遠い記き憶おくをさかのぼらなければならない。郅支単ぜん于うを滅ほろぼした烏う孫そん、漢、西域の連合軍が赤せき谷こく城じように帰き還かんした。民みん衆しゆうの大だい歓かん声せいに迎むかえられたことは言うまでもない。

　宮きゆう殿でんで勝利を祝う宴うたげが開かれたあと、西域各国の軍は、それぞれの母国へと引き返していった。彼らには後々、漢の皇帝から恩おん賞しようが賜たまわられることになるだろう。

　郅しつ支し単于の討とう伐ばつにおおきな役やく割わりをはたした康こう居きよの武ぶ将しよう屠と墨ぼくも、部下をひきつれ赤谷城をあとにした。それに先立ち、捜そう索さく隊たいを出して、伊い奴ど毒どくの遺い体たいを収しゆう容ようしていた。荒こう野やに放置された伊奴毒は変わり果てていた。狼おおかみや鷲わしに屍し肉にくを食いちぎられていた。

　屠墨は遺い骨こつを袋ふくろに詰つめた。康居には前国王の妃きさき、つまり伊奴毒の生母が健けん在ざいだったので、彼女に遺骨を引き取ってもらい埋まい葬そうするのだという。

　星せい靡ひや甘かん延えん寿じゆら要人が、城門まで見送った。彼らはたいして言葉を交かわさなかった。一言謝しや辞じを述のべただけだった。屠墨もそれで十分だった。美び辞じ麗れい句くを並ならべられても、返答のしようがなかったからだ。

　赤谷城にも本格的な冬の気配が迫せまっていた。

　天山の山々は白く彩いろどられている。灰はい色いろの雲が低く広がり、吹ふき下ろす風にも肌を刺さす冷たさがあった。

　漢軍も去らなければならなかった。

　西せい域いき都と護ご甘延寿などは帰還の準じゆん備びに追われていた。事じ務むをするべき副官がなにもやらないので、全部自分で雑ざつ用ようをこなさなければならなかったのだ。

　陳ちん湯とうの姿はどこにもなかった。

「あの……」

　漢の司令部に姿をみせた星せい星せいが、おずおずとたずねた。

「陳湯は？」

　机の上の書類やら地図やらを整理していた甘延寿は、振り向きもせず、

「知らん！　やつなら年中非番！」

　怒おこっている。星星はうつむき、そのまま部屋を出た。

　問いかけてきたのが公主だと甘延寿が気づいたのは、その直後。慌あわててしまい、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを倒たおした。深しん紅くの液えき体たいは書類の上に広がる。報ほう告こく書しよの文字がにじんでいくのに、また慌てた。

　漢軍は去ってしまう。

　星星は想おもいを陳湯に打ち明けたかった。

　その機会がなかったわけではない。だが、郅支との激げき闘とうのあと、陳湯は疲つかれきっていたし、面と向かうと何を言っていいかわからなくなる。

　話したいことはたくさんあるはずなのに、自分からは一言も言い出せない。

　陳湯から話し掛けてくれれば楽なのだが、その陳湯は星星の前では口数が少なくなっていた。笑え顔がおを見せてもくれない。

　避さけられている。

　理由などわからない。そう思いたくない。

　だが陳ちん湯とうが自分のことを何とも思ってないなら、それもしかたない。

　真意を聞きたかった。

「段だんさま」

　廊ろう下かですれ違ちがった段会かい宗そうに、陳湯の居い場ば所しよをたずねた。

　思いつめた瞳ひとみでみつめられると、段会宗は天てん井じようを見上げ、ため息をつく。

「あいつからは口止めされていたんですが、しかたないな」

　つぶやいたあと、星せい星せいについてくるよう言った。

　ふたりは赤せき谷こく城じようの城門を出て、郊こう外がいの丘へと向かった。そこからは赤谷城が一望できる。

　蒼あおい湖水。映うつし出される山々。冬ふゆ枯がれの草原。赤い城。

　最初、星星は陳湯と段会宗の三人でこの風景を眺ながめたことを思い出した。

　丘の上に人ひと影かげがあった。

　兄の星せい靡ひと、叔お父じの大だい楽らく。そして陳湯。

　段会宗の背はい後ごに隠かくれるように少女がついてきていることに、陳湯はかすかに笑う。だが、すぐに目線を下に落とした。

　そこに小さな穴あなが掘ほられていた。

　陳湯は白い碗わんをいれた。

　それが何かを星星は知っていた。

　旧きゆう友ゆうの遺骨だ。

　麻あさ布ぬのにくるんだ長剣を、骸がい骨こつの横にそえる。

「大たい哥か。おまえさんのおかげで仇かたきは討うてた。この剣はもう必要ない。返すよ」

　そのあと、誰だれにも聞き取れない声で独どく語ごした。

「……実のところ、仇あだ討うちなんてどうでもよかったのかもな。あの人のために戦っていたようなものだから。悪いな、大哥」

　土を埋うめ戻もどす。

　背後の人々に振り返ると、背せ伸のびした。

「さあ、終わった終わった。あとはのんびり休きゆう暇かだ。働かされた分、遊び倒して取りかえしてやる！」

　星靡は穏おだやかに笑って、

「副ふく校こう尉い殿どのはこれからいかがされるのです。都と護ご殿は軍をひきいて西せい域いき都護府ふに戻もどられるのでしょう。お望みなら、副校尉殿も段殿も赤谷城に逗とう留りゆうされては？　一年でも二年でも歓かん待たいしますよ」

　段だん会かい宗そうが答えた。

「私は都護府に戻らなければなりません。ご厚こう意いはありがたいのですが……。上官から押おしつけられた仕事が山ほど残っていますので」

　そして陳ちん湯とうに言った。

「その分おまえは暇ひまだろう。ここにいたらどうだ。どうせ、帰っても何もしないんだろう？」

「おれがいつおまえさんに仕事を押しつけたよ」

「お。とぼける気か？」

「あれはな。もともと君くん況きようがおれに押しつけた仕事だ。それをおまえさんに半分回して、苦労をともにしようと……」

「何が半分だ。ほとんどをおれにさせているだろが。苦労の割わり合いが随分違うんじゃないのか？　子し公こうさん」

「そうだったか？　子し松しようさん」

　くだらない舌ぜつ戦せんに割って入ったのは大だい楽らくだった。

「副校尉殿。どうじゃ、星せい星せいはまだ剣けん術じゆつを学んでおらん。一年ほどこの子に教えてやってくれんか」

「それはよいお考えです。都護もきっと賛さん成せいしてくださる。その間厄やつ介かい払ばらいができるもんな」

　ここぞとばかりに、段会宗は意地悪い表情をつくる。

「星星もそのほうがよかろう」

「……うん」

　大楽に問われて、星星はぎこちなくうなずいた。

　大楽や段会宗が気をつかってくれることがうれしかった。しかし、陳湯への想おもいなどまだ誰にも話してはいないのに、なぜみんな知っているのだろう。星星は気き恥はずかしくなり、頰ほおが紅こう潮ちようする。

「残念ですが、それはできません」

　陳湯の言葉に、星星の身体からだは一気に冷えた。

　天山の雪に吹ふ雪ぶかれたときでさえ、これほどの寒さを感じたことはない。

「おれは今回の一件けんでかなり無茶なことをやりましたから、一度長安へ呼び戻されることになるでしょう。責せき任にんを取らされるかはわかりませんが、西せい域いき勤づとめの任にんは解とかれるかもしれません」

　星星は、突き放されてゆくのを感じた。















「本当なのですか？　段殿」

　星せい靡ひが段だん会かい宗そうにきいた。

「そういうことも、ありえるかと……」

　段会宗はやや不ふ快かいげに陳湯を見る。

　陳湯の告げたことはおそらく事実だ。皇こう帝ていの勅ちよく命めいと偽いつわって、都護府の兵と西域諸しよ国こくの軍を動かしたのだ。結果的に郅しつ支し単ぜん于うを滅ほろぼしたからといって許ゆるされる問題ではなかった。この独どく断だん専せん行こうを見のがせば、軍としての秩ちつ序じよが成り立たなくなってしまう。これを先例として、辺へん境きようの武将たちが勝手に部隊を動かす事じ態たいになりかねない。謀む反ほんの野心を抱だくものもあらわれるだろう。

　陳湯と星星は別れなくてはならない。永えい遠えんに。

　段会宗にもそれはわかる。だが彼女にもっと気をつかってやれとも言いたかった。もっとも陳湯らしいやりかたではある。相手に余よ計けいな夢ゆめなど見させないように、彼なりに気を使っているのだ。

　陳湯以外の誰もが星星の様子をうかがった。

　少女は青ざめていた。

　泣いてはいなかったが、嗚お咽えつをこらえるのに必死だった。

　そのようなとき、丘の下から誰かが走ってくる。

「子し公こう。子公！」

　その声は甘かん延えん寿じゆだ。丸い身体を弾はずませている。

「どうされました？　都護。そんなにあわてて」

　段会宗がきいた。

　甘延寿の息はあがっていた。武術の達人である彼がこれほど苦しそうな顔をみせるのは珍めずらしい。なにも走ってこなくても、馬に乗ってくればいいのにと思ったが、誰だれも言わなかった。

「……匈きよう奴ど、匈奴」

「匈奴じゃと！　まさか、残党が……」

　大だい楽らくは緊きん張ちようする。頭目の郅支単于は倒たおしたものの、まだ配下には烏う孫そんを憎にくむものがいるだろう。その対たい処しよを考えていた矢先のことだ。

「匈奴から持ち帰った戦利品が消えている！　子公、一体どこへ隠かくした！」

　郅支城を陥おとしたとき、城内に貯たくわえてあった財ざい宝ほうの類るいを赤谷城まで持ち帰っていたのだが、その大半が消えているらしいのだ。

「おれが知ってるわけないだろう」

　陳ちん湯とうは素そっ気けなく言うが、

「噓うそを言え！　おまえ以外に誰がそんなことをする！」

　最初から陳湯の仕し業わざと決めつけている。

　陳湯は苦く笑しようする。自分の首くび筋すじをなでながら、

「いつからそんなに勘かんがよくなったんだ。あれなら西域の各国に分配した。あいつら大喜びだったぞ」

「なんだと！」

　甘かん延えん寿じゆは目をむく。

「あれは、一いつ旦たん長安に持ち帰り、その後各国に分け与あたえられる、そういう決まりになってただろうが！」

「知るか」

「な……」

「なあ君くん況きよう」

　陳湯は眼めを細める。

「そんなことしてみろよ。山のようなお宝たからは、なにもしなかった宰さい相しようどのや、腐くされ大だい司し馬ばの手に入るんだ。西域への恩おん賞しようとして渡わたされるのはたかがしれている。それに、朝ちよう廷ていの命令で戦ったわけじゃない。これは、おれたちの私戦なんだ。それで得たものをどうしようと、おれたちの勝手だろ」

「おまえの私戦だろうが。わしまで巻まき込むな！」

　甘延寿の顔は、怒おこっているのか。あるいは泣いているのか。

「もしわしが大司馬大将軍になったら、おまえを渤ぼつ海かいのはるか、はるか、はるか東の孤こ島とうに飛ばしてやる！」

　言い放ったあと、甘延寿は失しつ神しんした。

「あっ。都と護ご殿どの、いかがなされました」

　あわてる星せい靡ひに、段だん会かい宗そうは落ち着いたそぶりで、

「ご心配なさいますな。いつものことです」

「海の果てでもどこでも行けばいい」

　弱い声で、星せい星せいはつぶやいた。

　草原育ちの星星に、海がどんなものかわからない。ただ、幼おさないころ、漢人の祖そ母ぼに聞かされた記き憶おくがあった。

　海は、赤谷城の湖水よりはるかに広く、沙さ漠ばくのように厳しく、草原のように安らかだと。

　もし陳湯がそんなところまで行ってしまったら、本当に二度と逢あえなくなってしまう。

「星星。おまえには悪いと思ってる」

　陳ちん湯とうは言った。

　そんな言葉は聞きたくない。

　自分のことを名なで呼よんでくれたのは、いつが最初だったのだろう。最初は殿でん下かと呼んでいたはずなのに。それを自然と受け入れてきた。

　いまは、惨みじめさが残るだけ。

「……あたしのこと、なんとも思ってないなら、名前なんて呼ばないで……」

　うつむき、両手で顔をおおう。涙なみだをこらえることが出来なくなった。

「……ああ。そうですね。……公主殿下」

　陳湯は空を見上げた。

　無数の白い雪が舞まい降おりてきた。

　さながら、天山に住む天てん女によが花びらをまき散らしているかのようだった。

　烏う孫そんに長い冬がやってきた。




　　　　４




　郅しつ支し単ぜん于う滅めつ亡ぼうの一いつ報ぽうは、すぐに長安へともたらされた。

　西せい域いき都と護ご甘かん延えん寿じゆの報告によって、烏孫周辺の混こん乱らんした事じ態たいがあきらかにされた。そして郅支の野心に震しん撼かんし、その滅亡を喜んだ。

　だが、甘延寿と陳湯の取った行動を賞しよう賛さんする声は少なかった。この当時、宰相や御ぎよ史し大たい夫ふとして漢の政せい治じを担になっていたのは、高名な儒じゆ学がく者しやたちだった。伝でん統とう的てきに儒学者は武人を一段低く見る。一いつ介かいの武ぶ将しようにすぎない甘延寿らが国こつ権けんを侵おかし出兵したことに不ふ快かいだったのだ。それに陳湯が詔しよう旨しの令れい牌はいを偽ぎ造ぞうしたことが問題となった。普ふ通つうなら大たい罪ざいに問われかねない。朝廷はすぐに西域都護と副ふく校こう尉いのふたりを呼び戻し、審しん問もんを行うことにした。

　だが、彼らの活かつ躍やくによって西域が一応の安定をみたことは事実だ。しかも国力をすこしも損そこなうことなく郅支を滅ぼしたことは、かつての霍かく去きよ病へいの武ぶ勲くんにも匹ひつ敵てきする。朝廷内部でも、彼らを罰ばつするか、賞するか、意見がふたつにわかれていた。その論ろん争そうは続き、すぐに決着は見そうにない。

　一方で、匈きよう奴どの呼こ韓かん邪や単于が来朝している。郅支の弟で、漢とは友好関係にある単于だ。彼は兄郅支の滅亡を歓かん迎げいしつつも、反面漢を恐おそれた。郅支を鮮あざやかに滅ぼした新あら手ての名将の出現に、かつて匈奴を苦しめた霍去病ら名将の影かげをみたのかもしれない。

　呼韓邪単于はいっそう漢にへりくだり、漢もそれを好意的にむかえた。そして漢の元帝は友好の証あかしから、莫ばく大だいな贈おくり物をするとともに、後宮からひとりの美女を下か賜しすることにした。

　絶ぜつ世せいの美女。その名を王おう昭しよう君くんという。

　郅しつ支しの滅亡から二年後のことだ。







　……赤せき谷こく城じようの門は開かれたままだった。

　漢軍は立ち去り、峡きよう谷こくの向こうに姿すがたを消したあとも、人々は見送るのをやめなかった。甘かん延えん寿じゆ、陳ちん湯とう、段だん会かい宗そう。にぎやかな面々が去った後の赤谷城には、祭りが終わったあとの寂さびしさだけが残った。

「騒そう々ぞうしくはあったが、いい奴やつらじゃったな」

　大だい楽らくが感かん慨がい深ぶか気げにつぶやく。

「ふん。どこが。じつに嫌いやな男だ、あの陳湯は。星せい星せいを泣かすことしかできんではないか」

　烏う就しゆう屠とは毒づくが、その声に嫌みはない。結けつ構こう内心では別れるのを残念がっているのかもしれない。

　星せい靡ひと大楽は顔を見合わせ苦笑した。烏就屠は照れ隠かくしに、城しろのほうに振ふり返って言った。

「それはそうと、星星は遅おそいのう」

　そこに彼女の姿はなかった。丘の上で陳湯から別れを切りだされて以来、どこにも姿を見せてはいなかった。

　甘延寿や段会宗をはじめ、漢の騎兵たちも最後に星星に会えないことを残念がった。

　陳湯は寂し気に自じ嘲ちようするだけだった。

　彼女を怒おこらせてしまったのだからしかたがない。だが、それでよかった。別れの辛つらさが、彼女も和やわらいだだろうから。

　雪はいったんやみ、透すき通った空に陽が輝かがやいている。

「兄さま、叔お父じさま」

　呼び掛けられて、三人は振り返った。

　星星だ。

　純じゆん白ぱくの芦あし毛げ馬の手た綱づなをひいていた。胡こ服ふく姿に、背はい囊のうを背せ負おっている。

　旅りよ装そうだった。

　大楽が言った。

「星せい星せい。忘わすれ物はないな」

「うん」

　星星はうなずく。そして兄の抱ほう擁ようを受けた。

「長安のお婆ばあさまによろしく伝えてくれ。みんな元気にやってると」

「わかった」

　漢の都長安には、星せい靡ひと星星の祖そ母ぼ、解かい憂ゆう公主が暮くらしていた。彼女に会いに行くのが旅の目的だ。

　表向きは。

「いつまでも元気でな」

　大だい楽らくが優やさしく言う。

「嫌になったらいつでも戻もどっておいで。おまえのために、この門はいつまでも開けておくから」

　そう告げたのは烏う就しゆう屠とだ。

「ありがとう。大楽叔父さま。烏就屠叔父さま」

　ふたりに代る代る抱だきついた。

　ふたりの老いた瞳ひとみに、涙なみだが光った。

　星星も涙をこらえられない。

「さあ、行っておいで。副ふく校こう尉い殿が先に行ってしまうぞ」

　大楽が、星星の短い髪かみを愛いとおしげになでる。星星は涙をぬぐい、そして馬に飛び乗った。

「兄さま、大楽叔父さま、烏就屠叔父さま。いままでありがとう。いつまでもお元気で」

　星星は馬を走らせた。

　振り返ったまま、いつまでも三人を見つづけていた。星靡たちも、見送ることをやめなかった。

　やがて、赤せき谷こく城じようの姿も視し界かいから消える。

　はじめて星星は前を見み据すえた。

「陳ちん湯とう。あたしを置いてゆこうなんて、ゆるさないんだから！」

　手綱を握にぎる手に力が入った。

　なだらかな丘の稜りよう線せんを駆かけ登ってゆく。

　自然と息が弾はずんだ。

　あと少し。

　この丘を登りきったら、あの人の姿がきっと見えるはずだ。






　あとがき







　にゅふふふ。

　ぐひゃひゃ。

　自然と口元も緩ゆるむというもの。

　小説家としてデビューできる日が来ようとは！

　将来作家さんになれたら良いな。などと夢む想そうしていたのは、若かりし日。

　以来苦節十年弱。

　今となってはつらーい日々が……。

　噓です。そんなに苦労はしてないんですけどね。

　過去をふりかえりがちなのは、オジサンになったからでしょうか。







　それはともかくとしてですよ！

　陳湯ですよ！

　すごいですよ！

　最高ですよ！







　すいません。おおげさすぎました。

　なになに？「誰じゃ、それは」

　そのとおり。

　知名度はかぎりなく低い。ディープな中国史ファンしか知らないでしょう。三国志にでてくるチントウなら知ってる、という人ならちらほらいるんですけどねえ。当然、別人です。

　陳湯は歴史上実じつ在ざいした人物です。時代は前ぜん漢かん後期から末期。武将として中国西部で活躍した人です。かなりの問題児だったらしく、漢の朝ちよう廷ていでもたびたび騒ぎを巻き起こしています。その事跡は『漢かん書じよ』に記き載さいされています。ここで詳くわしくは書きませんが、興味ある方は拙せつ作さくとあわせて『漢書』もご一読してみてください。日本語訳が出版されてますので。『史記』や『三国志』の英雄たちとは一味違った人々の物語がそこには描かれています。

　……あ。やっぱり読まないで。作品中の間違いや、ぬるい時代考こう証しようがあきらかになってしまう。







　それにしても奇き跡せきとしかいいようがない。

　賞のコンセプトを十馬身ほどチギったこんな作品が受賞するとは……。初期の構想ではちょいと武ぶ俠きよう伝でん奇き風にしようかな、などと考えていたのですが、途中ちっとも筆が進まなくなり、一考。

　てめえの書きたいことは、読者に読ませたい話は、本当はなんじゃあ！

　ぐおお！

　半はん獣じゆう化かしつつも原稿を書きなぐり、我にかえったときには、すでに遅し。

　ファンタジー要よう素そのまったくないこの作品は投とう函かんされてしまいました。

　お恥はずかしいかぎりで……。

　ともあれ拙作を拾い上げてくださった選考委員の諸先生がた。それに編集部の皆さまには感謝しきりでございます。

　自分自身、最終選考くらいまでいけば万万歳だと思っていました。本当に。

　未み熟じゆくな文章のうえ間違いも多いのですが、本書の登場人物たちを、天然ぶりをいかんなく発揮する作者ともども末長く応援していただければ、幸いでございます。








松下寿治　拝








　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　第十三回富士見ファンタジア長編小説大賞・佳作受賞作『西せい域いき剣けん士し列れつ伝でん　天てん山ざん疾しつ風ぷう記き』、いかがだったでしょうか？

　あなたが読後の余よ韻いんに浸ひたっている最中に申し訳ありませんが、恒こう例れいの解説におつきあいくださいませ。




「陳ちん湯とうってのは、よくできたキャラクターだなあ」

　本作品の読後、まず浮かんだ感想がこれでした。

　破は天てん荒こうな言動、上官を上官と思わない厚あつかましさ、皇こう帝ていの勅ちよく書しよすら偽ぎ造ぞうするクソ度ど胸きようと切れる頭、そして少女のために強敵に戦いを挑いどむ勇気と俠きよう気き……複雑きわまりない性格が渾こん然ぜん一体となって、魅み力りよくあふれる人物の陳湯。そのキャラクターは、応募作品に登場する主人公のなかでも出しゆつ色しよくの完成度でした。

　物語は躍やく動どう的てきで、スケールの大きさも応募作品中でも屈くつ指し。

　シルクロードの民みん族ぞく興こう亡ぼうを横糸に、快かい男だん児じ陳湯の獅し子し奮ふん迅じんの活躍を縦たて糸として織おり込んだ物語は、ロマンスの彩いろどりも添えられ、さながら一編のタペストリーのようです。

　そしてなにより、冒険活かつ劇げきとして読む者の心を躍らせる……本作は、そんな作品です。




　もっとも、はじめは前漢時代──三国や唐とうといった華はなやかに時代に比くらべればややマイナーな──、それも西域という一風変わった舞台をもちいて、そこに架か空くうの人物を登場させた小説だと思っていました。ところが、これがまったくのあやまり。

　ためしに家にあった『漢かん書じよ』を紐ひも解といてみれば、出るわ出るわ。星せい星せい以外の主要なキャラクターはみな実じつ在ざいした人物。段だん会かい宗そうも甘かん延えん寿じゆも、星せい靡ひも大だい楽らくも烏う就しゆう屠とも。おまけに、陳湯がやらかした「偽造の詔旨で兵をかき集めて」という大おお博ばく打ち、大おお噓うそは、歴史書にしっかりと書き残されておりました。つまり、遥はるか二千年以上も昔、あんなことをやらかした男が本当にこの世に存在したわけです。

　とはいえ、劉りゆう備びや曹そう操そうといった三国時代の英雄や、項こう羽うと劉りゆう邦ほうの戦いを彩った将しよう星せい。そういった日本でもおなじみの人物たちに比べれば、陳湯は「知る人ぞ知る」程度の知名度しかありません。

　時代や人物が有名であればあるほど、物語を書くのは難むずかしい。マイナーな時代は、知られていない分書きやすい。ひょっとしたら、この作品も易やすきに流れた一編か──と考えたことも確かです。

　しかし、作品の完成度はそんな考えを打ち砕くだくだけの力を持っていました。

　無名の英雄を魅み力りよくあふれる主人公として蘇よみがえらせ、オリジナル小説として書き上げた──。

　実際、登場人物がマイナーすぎるが故ゆえに、物語自体も地じ味みになってしまった作品は数知れません。書きやすい分、立ちはだかる壁もまた高いのです。

　その壁を乗り越えこの作品を書き上げた著者、松まつ下した寿じゆ治じの腕うで前まえはなかなかどうして、新人離れしたものだと感じ入った次し第だい。

　そして、期待通りに最終選考にて佳作を受賞。今回の出版とあいなったわけです。




　さて、お読みになっている方の中には「実際にあったことを元にしてるなら、面白いに決まってる」とお考えの方もいらっしゃると思います。「事実は小説よりも奇なり」という言葉もありますし。

　しかし、果たして本当にそうでしょうか？

　実在した人物たちを、実際に起きた事件の上に再配置して物語を生み出す──。

　一見簡単そうに見えるこの作業は、生なま半はん可かでない知識量と豊かな想像力、そして他人に噓を納得させるだけの説得力ある文章が必要とされる面めん倒どうきわまりない代しろ物ものです。

　おまけに、物語をよほど面白くしなければ、せっかの素そ材ざいを活いかし切ることが出来ません。本作は、まだまだつたない部分があるとはいえ、それらの難題をクリアして完成した作品といえるでしょう。




　また、著者の松下氏の中国史に関する知識量は半端ではありません。

　彼の口からは、大学時代に東洋史を学び、現在も中国史を趣味にしている私ですら「それ誰ですか？」という人名──それも、とびきり魅力的なエピソードに彩られた英えい傑けつたち──が飛び出してくるのです。しかも、時代は前漢に限らず、ほぼ全時代を網もう羅ら。恐ろしいほどの知識。

　ですが、物語を創る上でそれは強力な武器になる反はん面めん、想像力や物語の創造力の幅を狭せばめてしまう諸もろ刃はの剣けんとなりうる危険もあるのです。

　本作に限って言えば、知識と想像力、そして創造力の三つがちょうどよいバランスで成り立っている作品といえるでしょう。そして、彼にはそのバランスを保っていくだけの豊かな創造力、想像力が備わっています。




　これからも松下氏は、たくさんの物語を生み出していくでしょう。

　なにしろ、彼の頭の中には、キャラクターや物語の種が、それこそ無む尽じん蔵ぞうに詰め込まれているのですから。種は、やがて花、すなわち作品となっていずれ皆さんのおてもとにお届けできるでしょう。

　松下寿治。この名前を忘れないでください。

　これからもファンタジア文庫で、いっそうの輝きを放つ将星として活躍してくれるはずです。
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松まつ下した寿じゆ治じ
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